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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第九話　照らす月明かり










　私し立りつ葵あおい学がく園えん。一階の廊ろう下か。


　ひそひそと囁ささやきあう一組の男女がいた。


　女性はかなり背が高い。男もそれほど小こ柄がらではないが、彼女の方が上回っていた。会話でも押おし気ぎ味みのようだ。


　二人は人目をはばかるように話をしている。一見、密みつ会かいを重かさねている男女のようにも感じられるが、さにあらず。


　式しき森もり和かず樹きと風かぜ椿つばき玖く里り子こであった。


「つまり」


　玖里子が言った。


「はあ」


「夕ゆう菜なちゃんの怒いかりが解とけないから、どうしたものかと。そういうことよね」


「ええ、そうです」


「それはね、あの娘こ、疑うたがってるのよ」


「なにをでしょう」


「あのさ、この間、遊びに行ったでしょう。あそこでなにをしたか、あんた覚おぼえてない？」


「ああ……」


　四人で千ち葉ば県けんにあるテーマパークまで遊びに行ったときのことである。自分の塵ちりを発見したものの、紅あか尉い紫し乃のが現あらわれ、すんでの所で奪うばわれてしまった。


「そういえば、また紫乃先生に先を越こされたから、夕菜が怒おこっているんでしょうか」


「鈍にぶいわね。そうじゃなくて、あのとき、ずっと凜りんと抱だきあっていたでしょう。あれよ、あれ」


「えっ……だって、あれは事じ故このようなもので」


　紫乃に魔ま法ほうをかけられて、どうにもならなかったのである。自分の意い志しからしたのではない。


　玖里子は分かってない、という顔をした。


「だってね、その前だって二人一いつ緒しよに縛しばられていたじゃない。『凜ちゃんとこうしていたい』とか言っちゃうし。夕菜ちゃん、やきもち全ぜん開かいってところね」


「そんなもんですか」


　なんとなく合が点てんがいき、和樹はうなずいた。


　確たしかにこのところ、宮みや間ま夕菜の態たい度どは冷つめたかった。目があってもそっぽを向く。なにか頼たのもうとしても「自分でやってください」と言う。かと言って話しかけないと、「わたしと口もききたくないんですね！」とくる。


　どうやらそれらは、嫉しつ妬とからくるものらしい。


　和樹は恐おそろしげに身をすくませた。普ふ通つうの男ならここで、まんざらでもない気分になるものだが、そうはいかない。


　夕菜は怒ると見み境さかいなく魔法を使う。なにを破は壊かいしようとお構かまいなしである。身の危き険けんなんて可愛かわいいものではないのであった。


「まー、夕菜ちゃんが怒っているのは一時的なものだから、誤ご解かいされるようなことしなけりゃ収おさまるわよ」


「僕ぼくもそう思っていたんですけど、今回長いんですよ」


「何度も凜とくっつくようなことするからよ。じっとしてることね」


「分かりました。でも、玖里子さん」


「なに？」


「なんでこんなことするんです？」


　和樹は玖里子を見上げながら言った。


　彼はさっきからずっと、廊ろう下かの壁かべに押おしつけられていた。両手は摑つかまれ、頭上にかかげられている。足は交こう差ささせられていて、とっさに走れないようになっていた。


　背の高い玖里子は、見下ろしながら言う。


「だってほら、夕菜ちゃんは怒おこってて、和樹の近くにいないでしょ。それってあたしにとってチャンスってことじゃない」


「だからってこんなこと……！」


「いまなら和樹を食べ放ほう題だいよね」


「なんかさっきの忠ちゆう告こくと違ちがう！」


「それはそれ、これはこれ。あきらめて、あたしのモノになんなさい」


「嫌いやです！」


　叫さけんだが、玖里子は当然のように無む視しした。息がかかるくらいに、顔を近づけてくる。


「んふ。さ、あたしといいことしましょうね」


「嫌ですってば！」


　暴あばれるが、巧たくみに押さえつけられていて、どうにもならない。


　彼女はにやりと笑い、舌したなめずりをした。


「安心しなさい。ここであたしとしちゃえば、夕菜ちゃんもやきもち焼くことなくなるわよ。だって和樹は汚よごれちゃうわけだし」


「なんでそう下げ品ひんなんですか！」


「いいじゃない。ではさっそく。あ──」


　不意に、押さえつけられていた力が弱くなった。


　玖里子が慌あわてたようにあたりを見回している。そのまま走り去った。


「…………？」


　和樹は首をひねり、身体からだを起こす。と、誰かにあたった。


「ど、どうも」


　とっさに頭を下げる。


　ぶつかった相手は女性だった。背が高く、フレームレスの眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな人である。一見秘ひ書しよっぽいが、どこかの女実じつ業ぎよう家かと言っても通用しそうだ。


「すみませんでした」


　もう一度詫わびを言う。


「…………」


　彼女はちらりと和樹を見ると、無む言ごんのまま歩いていった。


「なんだ……あれ」


　後うしろ姿すがたを眺ながめながらつぶやく。


「いなくなった？」


　背はい後ごから玖里子が顔を出す。


「うわっ、いつの間に」


　和樹は驚おどろいて振ふり向いた。


「まだなんか用ですか!?」


「さっきの続きよ。さ、しましょ」


　また両手を摑つかんで壁かべに押おしつけようとする。


「待ってください！　そうそう言うとおりにはなりませんよ！」


「言うとおりになってもらうわよ、こっちには切り札ふだもあるんだから」


「切り札って……うわーっ!!」


　和樹は大声を出した。玖里子の背はい後ごを見て目を大きく開き、それから口をぱくぱくさせる。


　視線の先には、仁に王おう立だちした夕菜がいた。


　しかも腰こしに手を当て、怒いかりの瞳ひとみで睨にらみつけ、身体を震ふるわせている。その表情たるや、まるで悪あく魔まの化け身しんだった。


「なにしているんですか……」


　地じ獄ごくの底そこから響ひびいてくるような声である。


「いえっ、その……く、玖里子さんと……お話……です」


　恐おそる恐る返事をする和樹。


「そうなんですか」


　全く信じていない口く調ちようだ。


「わたしには、和樹さんと玖里子さんが、これからとてもいやらしいことをしようとするように見えましたけど!?」


「そっ、そんなことない……と……思い……ます……けど」


「はあ!?　まるで恋こい人びと同士みたいに抱だき合あっていたじゃないですか！」


「だ、抱き合ってないだろ！」


　和樹はつっかえながら抗こう議ぎをした。すでに両手は離はなされている。


「僕が玖里子さんとなにをしたって……」


「くっついてました」


「それはいつもと同じで、玖里子さんが強ごう引いんに……」


「そうよ、夕菜ちゃん」


　玖里子が言葉をつなげる。


「あたしと和樹はなにもなかったわよ。ただお話ししてただけ。ね？」


「え、ええ……」


　玖里子らしからぬ意外な言葉に、和樹は驚おどろきつつも首しゆ肯こうした。


　夕菜も虚きよをつかれたのか、目をしばたたかせている。


「ですけど……」


「なにもしてないって。頼たのみごとがあっただけなんだから」


「なんです、それ」


「今度和樹と、パーティーに出るの」


「パーティー？」


　夕菜と、もちろん和樹もびっくりした声を上げた。


「なんですかそれ!?」


「今度、風椿家ウチで大きい集まりがあって、一族がやってくんのよ。同どう伴はん者しやがいないと駄だ目めだから、和樹を連つれて行くの。パーティーっていうか、ま、デートって感じ？」


「で、でえと……」


「ちょっと、玖里子さん！」


　初めて聞かされた話である。和樹は文もん句くを言おうとしたが、彼女の手で口が塞ふさがれた。


「だから今度の日曜日、あたしと和樹は仲良く夜遊び。するべきことは、そこでするから。そゆこと」


「……なっ、なんですかそれは！」


　怒いかりがぶり返したか、再び顔を紅こう潮ちようさせる夕菜。


「勝かつ手てにそんなことをしないでください！」


「そうですよ、いつ僕が……」


　手のひらを剝はがし、和樹も言う。しかし玖里子は声を潜ひそめ、


（あたしに話を合わせなさい）


「なんでそんなことを……」


　彼女は制服のポケットからポラロイド写真を取り出した。和樹にだけ見えるようにちらつかせている。


「…………!!」


　そこには、和樹と玖里子が顔を寄せ合うシーンが写されていた。さっき玖里子に押おさえつけられたときのものである。しかも、顔の部分がアップになっている上、角かく度どの関係でキスをしているように見えていた。
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（ど、どうしてこんな写真が）


　玖里子は小さく指を差す。廊ろう下かの窓の向こうで、望ぼう遠えんレンズ付きのカメラを持った生せい徒と会かい役やく員いんが、手を振ふっていた。


（さっき受け取ったばかりの出来たて。これを夕菜ちゃんに見せたら、怒おこるだけじゃすまないわよ）


（ぐっ……）


（話を合わせるわね？）


（き、汚きたない）


（あたし、その言葉大好き）


「さっきからなにこそこそしているんです！」


　イライラした夕菜が声を張り上げた。


「あら、ごめんなさい。ちょっとデートの打ち合わせ」


　玖里子はデート、のところに力を込めた。


「ま、夕菜ちゃんには関係ないことだから」


「関係ないって……よくもまあ！」


「だって和樹も行くって言ってたわよ」


「本当ですか!?」


　夕菜が炎ほのおの瞳ひとみを向けてくる。絶ぜつ句くしていると、玖里子がなにか言いたげな視し線せんをよこした。


　仕し方かたないので、ぎくしゃくとうなずいた。


「……う、うん」


「なっ……」


　彼女は言葉を失うしなった。


「ほら、見なさい」


　玖里子が勝かち誇ほこった顔をする。


「招しよう待たい状じようと同どう伴はん者しやが必要だから、夕菜ちゃんは来られないわよ。残念ねー、寮りようで寝ねてたら？」


「がっ……ぐっ……」


「あたしたちは大人のつきあいをするから。日にち曜ようの夜は、ゆっくり楽しもうって、ずっと話していたもんね」


「そう……です」


　和樹はせめてもの抵てい抗こうとばかり、なるべく声に感かん情じようを込めないようにした。だが夕菜は顔面を充じゆう血けつさせたまま、硬こう直ちよくしていた。


「か、和樹さ……酷ひど……」


　それだけ言うと、そのままばったり倒たおれた。


　夕菜は仰あお向むけになったまま、なにやら呪のろいの言葉をつぶやいている。怒いかりのあまり、周囲が全まつたく見えなくなったようだった。


「夕菜……大だい丈じよう夫ぶ？」


　和樹は慌あわてて助け起こそうとする。その腕うでが引っ張られた。


「夕菜ちゃんは床ゆかとお友とも達だちになるんだって。あたしたちは行きましょ。たっぷりデートの話をしなきゃ」


「え、ちょっと……玖里子さん！」


　彼は引きずられるように、その場を離はなれた。





　　　　○





　その週の日曜日。


　和樹は昼間から玖里子に連つれ回まわされた。地じ味み、もしくはくたびれているの二種類しか服を持っていないため、ブティックを梯はし子ごさせられたのである。


　さんざん取っかえ引っかえさせられ、七しち五ご三さんみたいにならず、かといってくすんだ色合いにならないようなスーツを着せられて、どうにか落ち着くと車に乗のせられた。


　黒くろ塗ぬりのリムジンは滑すべるように走り出すと、都内の一いつ等とう住じゆう宅たく地ちに向かった。鉄てつ製せいの門のある、やけに大きな屋や敷しきに着く。


　玄げん関かん先さきで車から降おりると、執しつ事じらしき男性が、玖里子に対して深ふか々ぶかと頭を下さげた。


「ようこそ、玖里子様」


「ん」


　彼女は鷹おう揚ように返へん事じをし、戸と惑まどっている和樹をうながす。


　びくびくしながら中に入った。執事だけではなく、体つきががっしりして目つきの鋭するどい男たちが、そこかしこに立っていた。


「なんか……凄すごいですね」


「あれ、私し服ふくのガードマンよ。お偉えらいさんも来るから、わざわざ選えりすぐりを並ならべたんでしょ。大げさなのよ、ウチは」


　彼女は事もなげに言うと、先を歩いた。


　招待状を見せる必要もなかった。とにかく出会う人間が玖里子を見ると、奥おくへ奥へと通すのだ。


　最後に通された部屋は、シャンデリアの下がった巨きよ大だいなホールだった。


　様々な服ふく装そうをした男女が高こう価かそうな装そう飾しよくを身につけ、そこかしこで談だん笑しようしている。銀ぎんのトレイを手にしたボーイが、間を縫ぬうように歩いていた。まるで映画のシーンだ。


　うろうろしていると、玖里子に手て招まねきされた。


「こっちこっち」


　彼女はボーイからオレンジジュースをもらうと、和樹に渡わたす。


「酒さけはやめたほうがいいでしょ。それとも飲んで景けい気きをつける？」


「いいです」


　グラスを舐なめながら、部屋を眺ながめた。


　新聞やテレビでしか見たことないような顔が、あちこちにいた。政せい治じ家かに評ひよう論ろん家か、名前は思い浮うかばないが、財ざい界かいの人間もいるようだった。全員、夫ふ人じん連づれで来ている。


　途と端たんに、自分がここにいるのが場ば違ちがいのような気がしてきた。明らかに浮いている。


「今日はあまりいないわね」


　同じくジュースを飲みながら、玖里子が言う。


「そうなんですか？」


「うん。前はもっと沢たく山さんいた。顔覚えられなかったから。今回は政府関係者が多いみたい。あそこで固まっているのは学者の集団だと思うけど」


　いちいち指さしながら解かい説せつをする。役やく人にんやら医い者しややら経けい済ざい学がく者しややら。少ないといっても結けつ構こういて、和樹は途と中ちゆうで話を聞くのをやめた。


　ぼうっとしていたら、玖里子が誰だれかに話しかけられていた。


「これは玖里子君」


「あら、先生」


　高こう価かそうなタキシードを着た、恰かつ幅ぷくのよい男性だった。


「相変わらず綺き麗れいだな」


「ありがとうございます。先生もお元気そうで」


「議ぎ員いんになると、瘦やせるか太ふとるかの二通りしかないよ。わしの場合は接せつ待たい漬づけだがな」


　笑い声を上げる。脂あぶらぎった手を、玖里子の肩かたに置いた。


　彼女は嫌いやな顔ひとつせず、笑え顔がおで返していた。


　都と議ぎ会かい議員の男性はしばらく言葉を交かわし、和樹のことは一いち瞥べつもせずに離はなれた。


　それからも玖里子は様さま々ざまな人たちに話しかけられた。官かん僚りよう、評論家、会社社長等々。高校生とはいえ風椿家の娘むすめなのだから、当然かもしれない。


　和樹は壁かべに寄りかかり、一人でジュースを飲むしかなかった。


　こうして見ていると、玖里子はかなり年上に見える。会話も手て慣なれているようだ。違い和わ感かんがない。


（まいったな……）


　彼女はいいだろうが、こっちは身の置き場がない。


　なんとなく、視線を漂ただよわせる。ブラウン管かんの中と同じで、別世界の住人たちだ。


　しかしその中に、知った顔が見えた。


（紅尉……先生？）


　葵学園の養よう護ご教きよう諭ゆ、紅尉晴はる明あきだった。高こう名めいな研究者らしいから招待されてもおかしくはないが、隣となりに紫乃までいた。


　二人は一人の女性と話していた。


　その顔にも見覚えがあった。廊ろう下かでぶつかった女性だ。


（…………？）


　疑問が浮うかぶ。知りあいのようだが、なにを話しているのだろう。深刻な顔をしていた。


　玖里子が戻もどってきた。


「退たい屈くつだった？　他ほかの人、紹しよう介かいしようか」


「いや、とんでもない」


　慌あわてて手を振ふる。顔を合わせた途と端たん、言葉が出なくなるに決まっている。それに、あまりいい気分ではなかった。


「今日だけで、もう会うこともないでしょうし」


「ふーん。やっぱり、こっちは向かないか……じゃ、隣に行こう」


　玖里子にせつかれ、その場を離れる。ボーイが隣りん室しつへのドアを開けた。


　そこもパーティーの会場だった。同じように人が沢たく山さんいる。ただ、服ふく装そうがカラフルというか、まちまちだった。


　タキシードは少なくて、アニメに出てくるコスチュームのような格かつ好こうや、芸げい人にんが舞ぶ台たいで着るような服、おまけにジーンズまでいる。それにやたらと声がでかい。ひっきりなしに笑い声がしていた。


「あの、ここは」


「向こうに行けない連中の隔かく離り部屋ってとこかしら」


「へ？」


　すると、初しよ老ろうの男性が近寄ってきた。


「やあ玖里子。今日もアマゾンの昆こん虫ちゆうみたいに綺き麗れいだな。いい男でも見つけたか？」


「こんばんは。叔お父じさんこそ、いつも水すい道どう管かんのネズミみたいに薄うす汚よごれた格好ですね。よろしければ、十番目くらいの愛人にしてあげますよ」


　男性はグラスを落としそうな勢いきおいで笑わらった。


「紹介するわね、ワイオミングででかい牧ぼく場じようと個人博はく物ぶつ館かんを経けい営えいしている叔父。こちらが式森和樹」


「おっ、君が和樹君か」


　男性は嬉うれしそうに笑った。


「化ばけ物ものらしいな。いや、こんなところで見られるとは」


「化け物……」


「渡と米べいしたら、ウチまで遊びに来なさい。珍めずらしいコレクションがたくさんある」


「ありがとうございます、叔父さん。でも、和樹は飛ひ行こう機き苦にが手てですから」


　にっこりとして、玖里子が告つげる。叔父は「はっはっは、そうかね」とか言いながら、去っていった。


「玖里子さん、僕は別に飛行機は」


「やめときなさい。叔父は珍ちん品ぴん集めるのが好きなの。あんた幽ゆう霊れいだから、向こうで飾かざられるわよ」


　和樹は恐おそろしげに身をすくませる。彼女はにこりとして、説明を続けた。


「あそこで変な格かつ好こうをしているのが、小学一年生のいとこ。太たい極きよく拳けんとヨガと気き功こうが趣しゆ味みで、将しよう来らいの夢ゆめは仙せん人にんだって。黒ずくめの青年はペットショップのオーナーなんだけど、裏うらで銀ぎん行こう強ごう盗とうをやってる。五十か所も襲おそってるくせに、成せい功こうは一度もなし。指し名めい手て配はいが三十か国だったかしら。あのユニフォームみたいなのを着てるのは母の友人で、野球選手の物もの真ま似ねを三百人以上も出来るのよ。ニークロ兄弟を完かん璧ぺきに演えんじ分わけられるのは彼しかいないわ」


　他ほかにも売れない芸人やら作家やら。口から火を吹ふいたり、袖そで口ぐちから鳩はとを取りだしている者もいた。


　火を吹く青年が輪わを作り、玖里子のいとこがそこをくぐる。失敗して、髪かみの毛けから煙けむりが上がった。


　何人かが水を出現させて消しよう火かする。すると水すい蒸じよう気きの中から、女の子に変身したいとこが出現した。


　どっと拍はく手しゆが起こった。


　続いて食器と家具を使った即そつ興きようの楽がく団だんが編へん成せいされた。ナイフやスプーンで銀ぎん器きを叩たたく、インスタントどころではないくらいのいい加か減げんさ。


　音楽が始まった。テンポのいいロック調。そこかしこに踊おどりの輪わができる。


「ねーえ、あたしも混まぜてよ！」


　玖里子が叫さけぶと同時に、輪に加わった。


　あちこちでダンスが始まった。といってもさっきまでの部屋のような優ゆう雅がさはなく、ハウスミュージックにクラブのダンスとラテンののりを混ぜたような無む茶ちや苦く茶ちやさだ。玖里子が率そつ先せんして、派は手でな振りつけで踊っている。


　爆ばく竹ちくのような音がした。誰かが魔法を使ったのだ。止めるものはなく、むしろ笑い声がしている。


　玖里子が手て招まねきをした。


「和樹、どう!?」


　強ごう引いんに招かれて、和樹も加わった。


　おぼつかない足取りだった。こんなのやったことがないのだ。酔よっぱらいがふらふらしているようにしか見えない。もっとも周りも無茶苦茶なので、違い和わ感かんがなかった。


　それを眺ながめながら、玖里子が言った。


「へたくそ！」


「いいじゃないですか！」


　負けじと怒ど鳴なり返した。


　彼女は笑った。底そこ抜ぬけに明るかった。


　音楽がさらに大きくなる。和樹は玖里子に引っ張られ、くるくる回り続けた。


　やがて踊り疲つかれたか、彼女は輪を離れた、和樹も従したがった。


「どう？　さっきの部屋よりはいいんじゃない？」


「ええ……そうですね」


　隣りん室しつの痺しびれるような緊きん張ちよう感かんに比くらべ、ここはいかにも和なごやかであった。身体からだの力が抜ぬけてリラックスできる。皆みなも同じ気分らしく、しきりと話し合っては笑っている。


　ひとことで言えば、楽しそうなのだ。


　玖里子もさきほどまでとはうってかわり、しきりとはしゃぎ回るようになっていた。よく笑い、喋しやべっている。声も大きくなっているが、この場ではふさわしい。


「ここの人たちはさ、向こうには好すかれてないのよね。一族の中でも変わり者ばかりだから。変へん人じん集団なんて呼ばれているしね」


　玖里子は誰だれとはなしに語かたっていた。和樹ではなく、自分自身に言っているようだった。


「あたしは、隣となりの部屋も嫌きらいじゃないわよ。ああいうのも面おも白しろいもん。でもね、やっぱり……こっちの方が好き」


　彼女は微笑んだ。日ひ頃ごろは見せない顔だった。


　いつもの玖里子はずっと大人びている。環かん境きようがそうさせるのか、子供っぽいところを見せることがほとんどない。周りも頼たよりにするし、彼女自身もそう振ふる舞まう。リーダーシップもある。


　家庭によるからだろうと和樹は思っていた。新しん興こうの家か門もんとして、そのような教育を受けているからだと。隣室での如じよ才さいのない態たい度どを見れば、だれだってそう考える。


　だが今は違った。若さが溢あふれ、きらきらしたエネルギーが弾はじけて見えた。


　この瞬しゆん間かんだけは、素すのままの少女であった。


「さ、もっと紹しよう介かいしてあげるわよ」


　そのとき、隣室のドアが開いた。


　背の高い女性が入ってくる。紅尉と話をしていた人だ。


　玖里子の顔が曇くもった。


「麻ま衣い香か姉さん……」


「こんなところにいたの、玖里子」


　風椿麻衣香は静かに言った。


「向こうの部屋に戻もどったら。みんな探さがしていたわよ」


「あたしはここに……」


「駄だ目めよ」


「放ほうっておいてください」


　珍めずらしく、玖里子はすねたような感じを見せた。


「ここにいます」


「向こうに行きなさい」


「嫌いやです」


「わがまま言うんじゃありません」


　とがめるような口調だった。場所が場所なので声は小さいが、その分言い方がきつい。


「あなたはまだ子供よ。向こうの世界に慣なれていないの。今はいいけど、いつまでもあの学校で遊ばせているわけにはいかないわ」


「あたしは、楽しんでます」


「そうとばかり言ってられないでしょう。風椿家の一員なのだから。家のやり方に従したがいなさい」


「その姉さんは、葵学園でなにをやっているんですか？」


　きっとして、彼女は言った。


「ずっと学校でなんだかいかがわしいことを。あたしが知らないとでも思っているんですか？」


「あなた……」


「いくら家のことだってやりすぎですよ。紅尉先生の頼み事を聞くのも、結局は自分のため。ここに呼んだのもどうせそうでしょう。学校のことなんかなにも考えていない。あたしを入学させたのだって、和樹に近づけって言ったときだってそうだった」


「止めなさい、玖里子」


「止めません。もう麻衣香姉さんに協力するのはお断ことわりです。和樹の遺い伝でん子しがなんだっていうんですか。確かに最初は、あたしだって割り切れました。でも今は駄だ目めです。あたしの気持ちは決まっていても、和樹が振り向いてくれなかったらなんの意味も……」


「玖里……」


　麻衣香は怒ど鳴なろうとしていたが、周囲を見て口をつぐんだ。何人かが、様よう子すをうかがっている。


「……ま、そう言ってなさい。あなたはまだなにも分かってない。卒そつ業ぎようしたら、わたしたちに従ってもらうわよ」


　それだけ告げると、彼女は隣りん室しつに帰っていった。


　和樹はほっと胸をなで下ろした。だが玖里子は、隣室への扉とびらを眺ながめたままだ。


「……ねえ和樹」


「なんでしょう」


「お酒、飲みたくない？」


「いえ、僕は」


「そう。あたしは飲のみたくなってきたわ」


　彼女はボーイを呼よび止とめた。差し出されたグラスを見て、少しためらったあと、シャンパンに手を伸のばす。


　何杯ばいも飲み干ほす。一ひと息いきつくのを待ってから、声をかけた。


「……玖里子さん」


「なに」


「今の人……お姉さんなんですか」


「そうよ。十七歳さい年上の姉。葵学園の理り事じをやってるわ。廊ろう下かで見たでしょ」


「ええ」


　ぶつかったときのことを思い出した。


「理事をやってるって、結構凄すごいんですね」


「それだけじゃないわ。どこかの会社社長と顧こ問もん、あー、政府の諮し問もん機き関かんの委い員いんもやっていたわね。まだ若いって言われてるはずだけど、よくやるわ」


「なんだか、玖里子さんとあまり仲なかが……」


「よくない」


　あっさりと彼女は認みとめた。


「昔から、麻衣香姉さんとは、トラブッてんの。姉妹しまいだけど色々あって……。ま、あまり訊きかないで」


「すみません……そういえばさっき、紅尉先生たちと話をしていたみたいですけど」


「現げん場ばにも顔を出す、お節せつ介かいな理事だからね。関かかわらない方がいいわよ」


　玖里子はテーブルにグラスを置いた。


「ごめん、白しらけちゃったわね。だから姉さんに会うのはいやなのよ。気き晴ばらしに、庭にわへ出ようか」





　庭も邸てい内ないに負まけず広かった。芝は手入れが行きとどき、あちこちに植しよく物ぶつが植うわっている。公園のようであった。


「んー、気持ちいい」


　玖里子は両手を広げ、夜よ風かぜを全身で受けていた。ドレスを着たまま、くるっとターンする。スカートがふわりと浮うかんだ。


「いい夜ね。そう思わない？」


「そうですね」


　と答えたものの、いつもとどう違ちがうのか分からない。


　玖里子が頰ほおをふくらませた。


「なによ、その気のない返へん事じは」


「だって……」


「もう。ムードのない男だこと」


　彼女は近ちか寄よると、両手を取った。


「じゃあ、踊おどらない？」


「こ、こんなところで？」


「冗じよう談だんよ、冗談」


　けらけら笑う。


「こんな誰もいない庭でなんか、踊るわけないでしょ。馬ば鹿かね」


「……玖里子さん、酔よっているんですか？」


「酔う？　そうかも。酔ってるかもね」


　彼女は「玖里子さんは酔ってます」と言いながら、庭の奥おくへ歩いていく。和樹はあとをついていった。


　庭土が盛もり上がって山のようになっていた。玖里子はそこを登ると、片かた手てを腰こしに当て、振ふり向く。


「どう、玖里子さんのこの姿は」


　月明かりに照てらされて、ドレスが輝かがやいていた。白い肌はだも栗くり色いろの髪かみも、夜よ空ぞらに映はえていた。全身が、まぶしいくらいに光っていた。


「綺き麗れい……です」


「本当？」


「ええ……」


「そうか……。ふふ、嬉うれしいな」


　玖里子は鼻はな歌うたを歌っていた。ステップを踏ふんでいるようだが、足あし元もとがおぼつかない。ふらふら揺ゆれると、和樹の方へ倒たおれかかる。


　急いで支ささえた。長身が腕うでの中に収まる。


「あん、ありがと」


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「んー、分かんない」


　そう言い、彼女はしばらくそのままでいた。


　背は高かったが、華きや奢しやな身体からだだった。思ったよりも軽かるい。顔にはほんのり赤みがさし、いつもと違ちがって可愛かわいらしさがある。


　二人は、なんとなく無む言ごんになった。


　玖里子は、じっと和樹を見つめている。


「──ねえ和樹」


　はにかんだような笑えみを浮うかべていた。


「キス、しようか」


　一いつ瞬しゆん、時が止まったような気がした。


「え──ええっ!?」


「こら」


　彼女が眉まゆをひそめる。


「なによそれは」


「だ、だって、くくく玖里子さんが僕と……その」


「いいじゃない。そういう気分なのよ」


　くいっと顔を近づけてくる。


「ムードはあんまりないけど我が慢まんして」


「で、でも」


「あたしの気が変わらないうちに。お願い」


　彼女の瞳ひとみが潤うるんでいる。少し恥はずかしがっているようにも見えた。


　唾つばを飲み込んだ。腰こしが引け、つい後ろに下さがる。


　こつん、となにかが当たった。


　下を向く。人間の足だ。


「……足？」


　男が倒たおれていた。がっしりとした体つきである。私し服ふくのガードマンだ。よく見ると、庭のあちこちに倒れている。


「い、いったいなにが？」


　男たちはいずれも体たい格かくがよく、いかにもその道に通じているような雰ふん囲い気きがあった。それをここまで倒してしまうとは、誰だれの仕し業わざなのか。


　答えはすぐに分かった。


　庭の中央で爛らん々らんと目を輝かがやかせ、一人の少女が立っていたのである。


「ひっ！　夕菜！」


「和樹さん!!」


　彼女は怒ど髪はつ天てんを衝つく、という言葉がぴったりの様よう相そうであった。髪かみの毛が全すべて逆さか立だっている。


「気になって忍しのび込こんでみたら……今なにをしようとしてました!?」


「なっ、なにも、なにもしてないよ！」


「噓うそつかないでください!!」


　夕菜の手に火か球きゆうが出現した。溶よう鉱こう炉ろのような明かりを放はなち、どんどん大きくなる。


「凜さんだけじゃなく、玖里子さんとも……!!」


「待った待った、誤ご解かいっていうか、まだなにもしてないし」


「まだ!?」


　彼女は火球を摑つかんで振ふりかぶった。目が本ほん気きである。黒くろ焦こげにする気だ。


「待ってって！　玖里子さんも、なんか言って……」


　だが玖里子は、胸むな元もとにしがみついてきた。


「いやーっ、怖こわい！　和樹、助けてー！」


　その瞬しゆん間かん、彼は夕菜の頭の線が切れる音を、確かに聞いた。


「うがーっ!!」


　巨きよ大だい化かした火球が投げられた。とっさに伏ふせる。そのまま飛んでいって、壁かべにぶつかり爆ばく発はつを起こした。


　熱ねつと爆風が頭ず上じようを通つう過かする。轟ごう音おんが、そこら中に響ひびき渡った。


「なんで避よけたんです!?」


「避けなきゃ蒸じよう発はつしちゃうよ！」


「知ったことですか！」


　また火球を作る。今度はさっきよりも大きい。


「避けたら許ゆるしませんよ！」


「うわーっ!!」


　和樹は心の底そこから悲ひ鳴めいを発はつし、ついでに玖里子を抱かかえ、邸てい内ないに向かって走った。


「逃にがすかーっ!!　浮うわ気き者ものーっ!!」





　邸てい内ないは大混乱になった。変わり者たちは秩ちつ序じよ正しくさっさと逃げ出したが、政せい財ざい界かいの人たちがパニックになっている。そこに夕菜が突とつ入にゆうして拍はく車しやをかけた。


　和樹としては、人ひと混ごみなら無茶はしないだろうとの読みがあったのだが、完全に間違った。夕菜は怒りに身を任まかせ、手当たり次し第だいに破は壊かいしているのだ。客にまぎれていても、ほとんど意味がない。


「どこですか！　和樹さん！」


　大声が聞こえる。騒さわぎを聞きつけてやってきたガードマンたちが、まとめて吹ふっ飛ばされた。


　頭を低くし、逃にげまどう招待客の中に隠かくれ、ドアから抜ぬけようとした。と、


「きゃーっ、助けて！」


　また玖里子が悲ひ鳴めいを上げた。聞きつけた夕菜がこっちを向く。


「そこですか！」


　蜘く蛛もの子を散ちらすようにいなくなる客。一瞬にして和樹と玖里子だけになった。


「ひ、ひえ……」


「覚かく悟ごはいいですね」


「よくないよ！　なんでそう毎回毎回……」


「だって……だって、裏うら切ぎったじゃないですか！　わたし、信じてたのに、今だって信じてるのに、なのにこんなことするなんて！　ひどーい！」


　夕菜は半泣きになりながら火球を持ち上げ、狙ねらいをつけている。さすがに心の中に、これで最後かとの思いが浮うかんだ。


　突とつ然ぜん、背にしたドアが開いた。


「なに、この騒ぎは!?」


　麻衣香だった。彼女は玖里子を見つけると、


「玖里子、どういうことなの。この騒そう動どうはいったい……」


　そこまで言って、息いきを呑のんだ。目の前に、両手で火球をかかげた夕菜がいるのだ。


「……なに？」


　目を丸くしている麻衣香にもいっさい構かまわず、夕菜は火球を振ふり下ろそうとする。


　そのとき、それまで身をすくませていた玖里子が、いきなり起きあがった。


「玖里子さん!?」


　彼女は短く呪じゆ文もんを唱となえて防ぼう壁へきの魔ま法ほうを放はなつと、和樹の手を摑つかんで、跳とぶ。


　直後に火球と防壁が激げき突とつする。二つの魔法が反はん応のうして、まばゆい光を発した。





「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」


　玖里子の声で、目が覚さめた。


　地じ面めんに寝ねかされていた。視し線せんを動かすと、傾かたむいた屋や敷しきが目に入った。


　パーティー会場だった邸てい宅たくは三分の二ほどが消し飛んでいた。防壁のおかげで壊かい滅めつは免まぬがれたものの、もはや廃はい墟きよのような有あり様さまであった。


「あー、死ぬかと思った……」


「死んでるくせに」


　玖里子が苦く笑しようする。


「夕菜、どうしました？」


「疲つかれ切きって倒たおれちゃった。あれだけ強力な魔法を、何度も使えば当とう然ぜんよね。ウチのものが車で送っていったわ」


「そうですか……すみません、玖里子さん」


　和樹は頭を下げた。


「家をこんなにしただけじゃなくて、世せ話わまでかけるなんて」


「あなたのせいじゃないでしょ」


「だけど僕にも原げん因いんはあるわけですから。お姉さんにも迷めい惑わくかけたみたいだし」


「いいわよ。死んだわけじゃないんだから」


　麻衣香は防壁に守られたものの、ショックで昏こん倒とうしたままになっている。破は壊かいされていない部屋に寝かされていた。


「まー、パーティーは台だい無なしだけどね。また偉えらい人を集めてインチキくさいことをしようとしてたみたいだから、いい薬くすりよ」


「いいんですか、そんなこと言って」


「いいって。あたしだって、夕菜ちゃんを、きちんと怒おこらせなきゃならなかったんだから」


「えっ……」


　玖里子がにやりと笑う。


「さりげなくこの屋や敷しきが分かるようにしたり、刺し激げきしたり。麻衣香姉さんだけが被ひ害がいを受けるようにしたり。なかなかいいタイミングだったと思わない？」


「あーっ」


　和樹は思わず立ち上がった。


「また仕し組くみましたね！」


「ざっとこんなもんよ」


　玖里子はＶサインをする。


「ひでえ……」


「ま、そう言わないで」


　肩かたに手が置かれた。


「ごめんね黙ってて。麻衣香姉さんにいじわるしたかったの。別に夕菜ちゃんに請せい求きゆう書しよが行ったりはしないわよ。姉さん、結構後うしろ暗ぐらいこともしているから。あたしが手を回しとく」


「もう……」


　怒る気き力りよくもなかった。それよりも、ほっとしたような気持ちがわいていた。


　玖里子がぱんぱんと手を叩たたいた。


「さ、そろそろ寮りように帰るわよ。まだ電車、動いているわよね」


「多分」


「じゃあ、一いつ緒しよに帰ろう」


　そう言いながら、和樹の左腕うでに手を回す。




[image: ]


「──え？」


「いいじゃない、腕くらい組んだって」


「でも……」


「ささやかなお詫わび。受け取りなさい」


「そうなんですか？」


「そうよ」


　そして、照てれたような表情を浮うかべる。


「あまり追つい及きゆうしないこと」


　それから二人は、駅まで歩いていった。




　第十話　和樹の未来と掃除と本










　夕方の葵あおい学がく園えん。太たい陽ようがそろそろ沈しずむころ。


　どの教室でも六時間目の授じゆ業ぎようを終おえ、片づけの物もの音おとがしていた。時じ報ほうの鐘かねと共に太陽は傾かたむき、窓まどから斜ななめに差さし込こむ光が、校こう舎しやを赤あかく染そめていた。


　その校舎の三階廊ろう下か。


「式しき森もり」


　式森和かず樹きは、小こ柄がらな一年生、神かみ城しろ凜りんに声をかけられた。


　和樹の二年Ｂ組でも授業は終わり、あとはホームルームだけになっていた。どこもざわついている時じ間かん帯たいで、廊下を走っている生徒もいる。


　彼はちょうど教室に戻もどるところであった。


「帰るのか？」


「いや、ホームルームがあるから。凜ちゃんは？」


「私はまだ用がある。あのな」


　彼女は和樹の背はい後ごを指ゆびさした。


「さっき、そこで夕ゆう菜なさんを見かけたぞ。なんだか態たい度どが乱らん暴ぼうだったが」


「ははは……そう」


　和樹は泣き笑いのような表ひよう情じようになる。夕菜の表情が想そう像ぞうできた。


　宮みや間ま夕菜はこのところ、ずっと腹はらを立てっぱなしであった。それはもちろん和樹のやばいシーンを連れん続ぞくして目もく撃げきしているためで、非ひは彼かれの方にある。


　和樹にしてみれば不ふ可か抗こう力りよくであり、誤ご解かいを解ときたくもある。しかし彼かの女じよはろくに話をしてくれなかった。


　いつかは怒いかりも収おさまるだろうが、それまでは頭を低ひくくしているしかないのであった。


　和樹の態度を見て、凜が目をしばたたかせた。


「なんだ、夕菜さんはまた怒おこっているのか？」


「うん……このままだと、本当に仲なかが悪わるくなるかも」


　彼女が首を傾かしげる。


「そうでもないと思うのだがな」


「え？」


「さっきもそうだったが、廊ろう下かの端はしからお前の方をちらちら見ていたぞ。話をしないだけで、顔も合わせないわけではないのだろう。夕菜さんなりに、気にしているんじゃないのか」


「そう？」


「案あん外がい、あの人の方から謝あやまってくるんじゃないのか」


「そうなのかなあ……」


　なにしろ、何度も攻こう撃げき魔ま法ほうの餌え食じきになりかかっているのだ。そこまで頭が回らなかった。


「私としては、仲が悪くなってくれたほうがいいんだが」


「え？」


「いや、なんでもない」


　彼女は首を振ふった。


「じゃあ私は、用があるから」


「どこかに行くの？」


「見ての通りだが」


「見ての通りって……」


　和樹はあらためて彼女が持っている物を眺ながめた。


　大きなほうきにモップ。ブリキのバケツの中には火ばさみと軍ぐん手てが入っていた。


「えっと……」


「掃そう除じだが」


「それは分かるけど……どこの掃除なの」


「旧きゆう校こう舎しやだ。知らないのか」


「うん」


「そうだな……あー、時間がないか」


　彼女はちらりと腕うで時ど計けいを見た。


「とにかく旧校舎を掃除するんだ。お前のクラスでも、何人か出してくれと言われるんじゃないのか。それだけだ」


　そう凜は言うと、足あし早ばやに階段を下りていった。





　ホームルームは紅あか尉い紫し乃のが受け持っていた。担たん任にんの伊い庭ばかおりは、今日もゲームセンターに行かねばならぬとかでいない。


　彼女は通りいっぺんの注ちゆう意い事じ項こうを告げたあと、思い出したように付つけ加くわえた。


「そうそう、さきほど伊庭先生に言われたのですが、本日は掃除があります」


　生徒たちが首を傾かしげた。後ろの方で手が上がる。


「先生、大掃除まではだいぶ間がありますけど」


「この教室ではありません。旧校舎を取り壊こわすので、各クラスから数名、掃除に出てもらいます。本当なら朝言うことなのですが、伊庭先生はすっかり忘わすれていたそうです」


　紫乃によると、旧校舎はエリザベートら幽ゆう霊れいたちが住んでいたのだが、別にいい物ぶつ件けんを見つけて立ち退のいたらしい。


　前回テーマパークのアトラクションを夕菜が破は壊かいしてしまったのだが、壊れた施し設せつをそのままホラーハウスとしてオープンする事にしたらしく、従じゆう業ぎよう員いんとして雇やとわれたのだそうだ。エリザベートたちは「住むことができて、金も稼かせげる」ということで、喜よろこんで移うつったという。


「あの校舎はとにかく古くて、昔使っていた教きよう材ざいや設せつ備びがまだ残のこっています。全部捨すててしまってほしいとのことです」


　教室の隅すみから手が上がった。


「先生、誰だれが行くんですか」


「二人です。誰でも構かまいません」


　クラスの全員が、「面めん倒どうくさい。やだなあ……」というような顔をした。


「あと、教材は捨てますが、使えそうなものは持って帰って構わないそうです。珍めずらしい魔ま


　法ほう書などがあるかもしれませんよ」


　途と端たんに、話し声がぴたりと止やんだ。


　それを見て、紫乃が出しゆつ席せき簿ぼを閉とじる。


「わたくしも手て伝つだいます。先に旧校舎に行ってますので……そうですね、宮間さん」


「はい？」


「あなたが司し会かいをして、どなたが掃そう除じをするか決めてください。なるべく早く来てくださいね。それでは」


　彼女は礼をすると、教室の扉とびらを開けた。


　紫乃がいなくなる。指し名めいされた夕菜は困こまった顔をしていたが、やがて教きよう壇だんに上がった。


「えっと……では、掃除に行く係を決めたいと思います」


　チョークを手にとって、書く準じゆん備びをする。


「どなたか、ご自分で行くという人は」


「…………」


「あのー」


　返事がない。生徒たちのあいだには重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　全員、落ち着きなく周囲を見回している。他人の顔色を盗ぬすみ見み、目が合うと、慌あわててそらしたりしていた。


　行きたくないから目立ちたくない、ではない。クラスメートの出で方かたをうかがっているのである。


　掃除は放ほう課か後ごである。普ふ通つうなら「帰るのが遅おそくなる」と誰もが嫌いやがることだ。しかし今回は話が違ちがった。


　旧校舎のあちこちには、レアな魔術書や道具が放ほう置ちされたままになっているかもしれないのだ。おまけに拾ひろったら自分の物にしていい。これは日ひ頃ごろから「どうにかして他人より優ゆう位いに立ちたい」と考えているＢ組生せい徒とにとっては、願ねがってもないチャンスなのだ。


　もちろん、誰もが「クラス中の人間が自分と同じことを考えている」ことを知っている。そのため警けい戒かい心しんが先走って、口に出したくないのであった。


「えーっと、どなたかいませんかー」


「…………」


「みなさーん」


　無む言ごんが続く。夕菜は途と方ほうに暮くれていた。彼女は和樹のこと以外はかなり疎うとい。いまだに自分のクラスの性せい質しつが分かっていなかった。


　やがて、一本だけ手が上がる。


「あ、仲なか丸まるさん」


　夕菜はほっとした顔をする。


「出ていただけるんですね、それじゃあ……」


「ちょっと待って」


　知ち的てきなイメージの女子生徒が立ち上がった。松まつ田だ和かず美みである。


「仲丸君を行かせるわけにはいかないわ」


「おい、松田……」


「泥どろ棒ぼうを開あけっ放ぱなしの金きん庫こ室しつに入れるようなものよ。危あぶないわ」
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「なにを馬ば鹿かな……」


「どうせ掃そう除じもしないでアイテムを集めて、このクラスを牛ぎゆう耳じるつもりでしょ！」


　一いつ斉せいに、「そうだそうだ！」「汚きたねえぞ仲丸！」「クラスをなんだと思っているの!?」と声が上がった。まるで魔ま女じよ裁さい判ばんのように罵ののしっている。仲丸がなにを考えていようが問題ではない。皆みな、このチャンスを待っていたのだ。


　しかし罵ば声せいの中でも、仲丸由ゆ紀き彦ひこは予よ期きしていたかのように落ち着いていた。


「まあ話を聞け。俺おれは掃除に立りつ候こう補ほしたわけじゃない。掃除に行く係を決めるための、提てい案あんをしたいんだ」


「提案？」


　和美が胡う散さん臭くさげな顔をする。彼はこほん、と咳せき払ばらいをした。


「知っての通り旧きゆう校こう舎しや内部には、創そう設せつ以前からの貴き重ちような物ぶつ品ぴんが数多く眠ねむっている可能性が高い。取り壊こわしの件は、俺たちにとってまたとないチャンスだ。手に入れれば、Ｂ組はおろか学校内で覇はを唱となえるのも夢ではない」


　そんなことは分かっている、と野や次じが飛んだ。しかし仲丸は無む視しして、


「思い出して欲ほしい。葵学園は『諸外国に負けない魔ま法ほう使つかいの育いく成せい』という理り念ねん上じよう、クラス同士での競きよう争そうを奨しよう励れいしている。どのクラスも一いつ致ち団だん結けつして、切せつ磋さ琢たく磨ましているんだ。だけど俺たちは、今までなにをしていたか」


　ぐるりとクラス中を見回した。


「体たい育いく祭さい、スポーツ大会、文ぶん化か祭。林間学校に修学旅行。一年生からずっと、あらゆる行ぎよう事じでいがみ合っていた。しかもクラスの中でだ。とても無む駄だなことだったと思わないか？　俺たちの実力は、こんなものじゃないはずだ」


　二学年の中でもっとも優ゆう秀しゆうとされているのはＦ組である。試し験けん、スポーツとも良りよう好こうで、特にクラスの団だん結けつ力りよくは比ひ類るいがない。お手本のように仲の良いクラスと言われている。


　だが魔力、学がく業ぎよう成せい績せきの統とう計けいを取ると、実はＢ組がトップなのである。夕菜をはじめとして強力な魔力の持ち主が多く、運うん動どう神しん経けいも優すぐれているものがごろごろしているのだ。


　しかしその実力がまともに発はつ揮きされたことがない。ほぼ全員「真しんの敵てきは自分以外のＢ組生徒」と考えていて、級きゆう友ゆうの足を引っ張ることを最さい優ゆう先せんにしているからだ。例たとえば去きよ年ねんのマラソン大会。組くみ対たい抗こうだったにもかかわらずクラスメートに毒どくを盛もる生徒が続ぞく出しゆつしたため、Ｂ組だけ全ぜん員いん棄き権けんする羽は目めになった。


「なあ、もういいじゃないか。もうこんなことはやめよう。俺たちは仲間なんだ、友とも達だちなんだ。みんなで協きよう力りよくして、頑がん張ばるべきじゃないか」


「まあ……それは……そうよ」


「分かってくれたか。じゃあ、提案したい。掃そう除じの係といえど、他ほかのクラスより上回る必要がある。魔力に優れ、鉄てつの意い志しを持ち、人じん望ぼうがある生徒にやってもらう」


「つまり？」


「つまり、俺……あたっ！」


「なによ、偉えらそうなこと言っておいて、結けつ局きよくはそれ!?」


　和美は仲丸にカンペンケースを投げつけたフォームのままで罵った。クラスの生徒も同どう調ちようする。


「やっぱり仲丸は信用できねえ！」


「噓うそしかつけないのか！」


　シャーペンや消しゴムがバラバラ飛とび交かう。デモ隊たいの投とう石せきのようだ。


「物を投げるな！　条じよう件けんに当てはまるのは俺しかいないだろう」


「あんたが一番当てはまらないわよ！　くじ引きの方がまだマシじゃない！」


「分かった。じゃあくじを作ろう。みんなもそれでいいか」


　仲丸は同意を求めようとする。それを和美が遮さえぎった。


「駄だ目めよ、仲丸君のことだから、くじに不ふ正せいをするわ」


「じゃあ二、三人で作ればいいだろう。俺と共きよう同どう作さ業ぎようで」


「全員ぐるになる可能性があるわ。くじを作る人間を、仲丸君が関かん与よできないようにして選せん抜ばつする」


「どうやって」


「わたしがリストを作るから、それを基もとにして……」


　この言葉も、クラスからの怒ど号ごうに包つつまれる。


「松田も不正をする気だ！」


「和美、見み損そこなったわ！」


「自分の都つ合ごうのいいように操そう作さする気だろう!?」


　和美の顔がん面めんが引きつる。図ず星ぼしだったようだ。それでも負けないように声を張り上げた。


「待ってみんな、このままだと仲丸君のいいように動かされるわよ！　どんな手しゆ段だんでもいいから、防ふせがなきゃ駄目！」


「そうしたら松田の天下だ！」


「和美にも監かん視しをつける必ひつ要ようがあるわ！」


「その監視も信しん用ようできん。監視の監視がいる！」


「監視の監視にも監視を……」


　議ぎ論ろんは延えん々えんと続いた。揃そろいも揃って、人の意見をまったく取り上げようとしない。はじめから、他人の言葉にはなにか裏うらがあると決めてかかっているのである（そして、その推測は正しい）。


「他ほかのクラスからくじの監視団を派は遣けんしてもらおう！」


「よそに貸かしを作る気か!?」


「どうせそいつらも買ばい収しゆうされる！」


「せめて仲丸と松田はこの件けんから外はずせ！」


「そうしたら二人が共きよう闘とうするわ！　手て強ごわいわよ！」


「待て、待て、みんな待つんだ、落ち着け！」


　仲丸が机つくえをばんばんと叩たたいた。


「分かった、くじは止やめよう。時間もないし、このままだと他のクラスにアイテムを押おさえられる。いっそすぱっと決めちまおう」


「だからどうやるのよ。また立りつ候こう補ほする気？」


　と和美が言う。


「違ちがう。不正をせず、掃除をきちんとやって、クラスからも学校からも非ひ難なんが出ない人じん材ざいを選えらべばいいんだ。みんなから好かれているような人がいい」


　全員黙だまった。誰かが「このクラスにそんなまともな奴やつがいたか」と言いそうなものだが、実はいるのである。


「夕菜ちゃん……」


「はい？」


　教きよう壇だんの彼女は、自分を指さした。


「残ざん念ねん……いや、心こころ苦ぐるしいけれど、掃そう除じ係をやってくれないか。このままだと、決まりそうにない」


「ええ……構かまいませんけど」


　誰からも疑ぎ念ねんの声は上がらない。ほっとした空気が流れる。


　となると、残りは一人である。


「では一いつ緒しよに掃除に行くのは俺が……」


「もう仲丸には喋しやべらすな！」


　再ふたたび怒ど号ごうが飛ぶ。果はてしない論ろん争そうが再さい開かいされようとしていた。が、


「あの」


　機き先せんを制せいし、夕菜が言った。


「わたしが決めていいですか？　一緒に行くんですし」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、あちこちから「それは確かに公こう平へいだ」「あきらめもつく」といった声が聞こえた。


「じゃあ名前を言いますね。ええっと……式森和樹さん」


「えっ!?」


　名を呼ばれ、和樹は思わず声を漏もらした。


「掃除、お願いします」


「は……はい」


「よかった、これで決定ですね」


　彼女はぽんと両りよう手てを合わせた。


「じゃあこれで終わりです。みなさんは帰宅してください。わたしたちは、旧きゆう校こう舎しやに行ってきます」


　夕菜はぺこりと頭を下げると廊ろう下かに出る。和樹も急いで後に続いた。


　二人は背はい後ごからの「うわーっ、しまったー！」「Ｂ組最大の不ふ覚かく！」との声を聞きつつ、旧校舎へ向かった。





　旧校舎は、相変わらず陰いん気きな雰ふん囲い気きであった。以前夕菜がエリザベートと戦せん闘とうをしたため、壁かべの所々が破は損そんしている。他ほかのクラスはすでに掃除に取りかかっていて、あちこちから物もの音おとがしていた。


　二人は木もく製せいの階かい段だんを登のぼる。議ぎ論ろんで時間を食ったせいで、陽ひはかなり傾かたむいていた。掃除のための臨りん時じの電気が、足元を照てらしている。


　夕菜が先頭を歩く。和樹は背中を見ながらついていった。


「あの、夕菜」


　和樹は小さな声で言った。


「なんで、掃除の係を僕ぼくにしたの？」


「…………」


「いやその、まだ怒おこっているみたいだし、なんで僕なのか分かんなくて」


「…………」


「えーっと……」


「……分かってくれないなら、いいです」


　彼女はくるりと振ふり向き、


「私は三階の掃除をします。式森さんは四階に行ってください」


　そう言って掃除用具を押おしつけると、和樹に背を向けて奥おくへ向かった。


　取り残された和樹は、しばらく茫ぼう然ぜんとしていた。それから気を取り直して上へ向かう。


　四階は旧校舎内部でもかなりガタがきていた。屋や根ねには穴も空あいていて、床ゆかにはシミもついていた。


　その中を他クラスの生徒たちが清掃をしている。和樹は手前の教室に入った。ここはまだ様々なものが散さん乱らんしている。


　とりかかろうとして、肩かたを叩たたかれた。


「式森、結局お前も掃除か」


「凜ちゃん……と、玖く里り子こさん」


　凜はほうきを肩に担かついでいた。隣となりの風かぜ椿つばき玖里子は、火ばさみの他にビニール袋ぶくろを下げている。


「二人とも掃除係だったの」


「私は日につ直ちよくで、そのまま掃除だ」


「あたしはアイテム狙ねらい。かなり珍めずらしいものがあったわ。成せい果かは上々」


　玖里子がビニール袋を掲かかげてみせる。


「ところで夕菜ちゃんはいないの？　どうせ一いつ緒しよなんでしょ」


「えー、実は」


　和樹は事情を話した。


　玖里子はうなずいて聞いていたが、やがて呆あきれたような顔になった。


「あんたそれで、のこのこ四階まで来ちゃったの!?」


「はあ。いけないんですか」


「まったく……。そりゃこっちにはチャンスだけどねえ」


「チャンス？」


「そう。和樹が鈍にぶくて助かってるわ。ねえ、凜？」


「な、なんです？」


　凜が身体からだをぴくっとさせた。


「あたしなんかより、凜の方が嬉うれしいんじゃない？」


「う、嬉しいだなんて、その、私は夕菜さんの友人として、この件を大変遺い憾かんに思って……」


「またまた。無む理りしちゃって」


　にやにや笑う玖里子と、しどろもどろになって弁べん解かいする凜。和樹はわけが分からず、ただ眺ながめていた。


「いっそここで告こく白はくしちゃうってのはどうよ」


「へ、変なこと言わないでください！」


「難なん波ば君の時から、凜って気持ちが揺ゆらいでるのよねえ。あれで感かん激げきしちゃった？　確かに和樹って時々格かつ好こ良くなるから、困こまっちゃうわよね」


「玖里子さん、私は掃除に来たのです！　そ、そうです。掃除です。式森、お前も掃除をするんだろう!?」


「……もちろん」


「じゃあ早く始めるんだ。私もやるから、早くしろ」


　凜は顔を真っ赤にしながら、猛もう然ぜんとあたりを掃はきだした。


　和樹はなんだか分からないまま、掃除を始めた。散らばっているがらくたを拾ひろい集める。


　整せい理りはかなり進んでいたが、それでも机つくえや椅い子すが散さん乱らんしていた。どれもこれも古ぼけていて、色がくすんでいる。


　隅すみには本が積つみ重かさなっていた。誰だれかが一か所に集めたのだろう。上の一冊を手に取ってみると、昔の教科書だった。旧きゆう仮か名な遣づかいで書いてある。


　元に戻もどし、作さ業ぎように戻ろうとする。と、なにか光っていた。


「なんだこれ」


　ゴミの山の中に、書しよ類るいの束たばがある。手に取ってみると、背せ表びよう紙しがボロボロになった本だった。表紙が金きん箔ぱくで飾かざられている。だから目についたのだろう。


　本文は知らない文字で書かれていた。


　レアな魔法書のようだ。もらっておくかと考え、思いとどまる。


　こんなのをＢ組に持ち帰ったら、また揉もめ始めるのは目に見えている。貴き重ちようそうな本を金に換かえようと、騒ぎ出すに違いない。


　結局、玖里子に見せることにした。


「玖里子さん、これ、なんだか分かります？　読めないんですけど」


「んー、どれどれ」


　彼女は親の仕事の関係で世界中を飛び回っており、外国語がかなりできた。本を受け取って、ざっと眺ながめる。


「あら、これマラヤラム文字ね」


「なんですかそれ」


「インド南部でのみ使われている言げん語ごよ。魔ま術じゆつか宗しゆう教きようの本じゃないかしら。これはずいぶんとレアね……」


　言いながら、玖里子は慎しん重ちようにページをめくった。じっくりと文字を追っている。


　その瞳ひとみが、だんだんと曇くもっていった。


「歴史書かしら……。ねえ和樹。この本、もらっていいかしら」


「え？　なんでです？」


「いいから」


「そこまで言うんでしたら」


　と、そのとき。和樹は背はい後ごからがっしと肩かたを摑つかまれた。


「待つんだ、式森！」


「？……うわっ!?」


　和樹は飛び上がった。背後にいたのは仲丸であった。


「いつのまに!?」


「不安になって来てみたらこれだ。いいか、よく考えろ。この校舎には貴き重ちようなお宝が眠ねむっているんだぞ」


「う、うん」


「お前が見つけたのは、そのお宝だ。みすみす他人に渡わたす気か？　Ｂ組の財ざい産さんじゃないのか？」


「そ……そうなのかな」


「そうとも。だからその本は俺が預あずかる。責せき任にん持ってクラスに届とどけ──」


　仲丸は台詞せりふを全部言うことができなかった。廊ろう下かを走ってきた少女が、力ちから一いつ杯ぱい張り倒たおしたのである。


「なに寝ねぼけたことを！　そうやってまた抜ぬけ駆がけしようっての!?」


　和美は肩で息をしながら叫んだ。


「痛いてえな！　グーで殴なぐったろグーで！　お前はそんなに俺が信用できないのか！」


「あんたよりも結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しのプロポーズの方が安心できるわよ！」


「この清せい廉れん潔けつ白ぱく好こう青せい年ねんの俺になんてことを──」


「うるさい！　式森君、本はわたしにちょうだい」


「松田、てめえ！」


　激げつ昂こうする仲丸。ほぼ同時に教室の扉とびらが開いて、Ｂ組生徒がなだれ込んできた。なんと全員が、見張っていたのである。


「仲丸、そうまでして魔ま術じゆつ書しよが欲ほしいのか！」


「和美もずるいわよ！」


　突とつ然ぜんの出来事に、二人は顔を見合わせた。それから、さも悲しげに言葉を漏もらす。


「……お前ら、後をつけるなんて、どこまで心の腐くさった奴やつらなんだ」


「本当……クラスメートとして恥はずかしいわ」


　その言葉は猛もう烈れつなブーイングでかき消された。「人のこと言えるのか!?」やら「腐っているのはどっちよ！」などの声が飛んでいる。


　仲丸は急いで手を振ふった。


「分かった分かった！　じゃあこうしよう。今は式森の魔術書のことが先だ。それを手に入れてしまおう。そうすればあとは俺たちの問題だ」


　あっという間に怒ど声せいが止まった。全員の視線が、一いつ斉せいに一点へと集中する。


　和樹の毛け穴あなから、ぷわっと汗あせが噴ふき出した。


　クラスメートたちは横に広く散さん開かいした。じりじりと距きよ離りを詰つめる。その目は一人の例外もなく、欲よく望ぼうカラーに染そまっていた。


「ひ……」


　喉のどの奥おくで悲ひ鳴めいを上げる和樹。後ずさりをする。


　その前を、凜が進み出た。


「お待ちくださいみなさん。これはどういうことなのです？」


　静かな声。威い嚇かくするような口く調ちようだった。


「聞いていると、あなたたちは自分の欲よつ求きゆうのみで行動しているように感じます。式森になにをするつもりですか」


　Ｂ組生徒の前進が止まった。立ちふさがっている少女と、いつの間にか握にぎりしめられている日本刀に注目していた。


「みなさんは仮にも級友でしょう。元がん来らいはお互たがいに助け合い、励はげまし合あうもの。それをこんな──」


　凜の台詞にうなだれる生徒たち。大人しく聞いているように見える。だがその陰かげで、彼らはぼそぼそ囁ささやいていた。


（あれ、一年生の神城凜じゃないのか）


（人気あるわよ。ファンが多いんだから）


（くそっ、あんな可愛かわいい娘こがなんで式森なんかに）


（あそこにいるのは風椿さんだな）


（生徒会にまで魂たましいを売るとは……）


　妬ねたみ嫉そねみの炎ほのおが立ちのぼる。欲望に憎にくしみをプラスして、彼らは前進を再さい開かいした。


　その迫はく力りよくに、つい凜もたじろいだ。何人かが呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。


　いくつも火球が出現した。


「式森、伏ふせろ！」


　凜が和樹の袖そでを引っ張る。頭上を火か炎えんが通つう過かしていく。木もく造ぞうの壁かべにぶつかって、派は手でな炸さく裂れつ音おんを奏かなでた。


　和樹は仰ぎよう天てんした。


「なんてことをするんだ！　校舎が壊こわれるじゃないか！」


「やかましい！　他人の幸しあわせを黙だまって見み過すごすほど、俺たちは甘あまくねえんだ！」


　さらに炎が飛ぶ。いくつか凜が刀かたなで落とすが、残りは一直線に和樹へ飛んできた。


　大だい爆ばく発はつが起こった。





（ふんだ……）


　夕菜は三階で黙もく々もくと掃そう除じをしていた。


　まだ誰だれも手をつけていなかったらしく、ほとんど整理されていなかった。倉そう庫ことして使われていたときがあったのか、床ゆかに木き箱ばこやロープが散らばっている。


（和樹さんたら……。どうして上に行っちゃうんだろう）


　埃ほこりを掃き続ける。だが考えごとをしているので、同じところばかりぐるぐる回っていた。


（ちょっとは意い地じ悪わるだったかもしれないけど……。ついてきてくれると思ったのに）


　心の動どう揺ようを抑おさえきれない。動かしている手が荒あらっぽくなった。


（ちっともわたしのことを気にかけてくれないんだから）


　ばばばばば。砂すな煙けむりみたいに埃が舞まい上がる。視し界かいが塞ふさがった。


　手で払はらった。埃を避よけようとして、よろめく。


「痛いたっ」


　なにかにぶつかった。


　テーブルだった。足が一本はずれていて、やや傾かたむいている。上に小こ瓶びんが載のっていた。


（え……和樹さんの……身体からだ？）


　ピンク色の塵ちりが入っていた。彼女はきょろきょろ辺りを見回して、誰もいないのを確かく認にんした。


　そっと手を伸のばす。


　触ふれた途と端たん、ぴん、と音がした。


　突とつ然ぜん床に投なげ捨すてられたロープが伸のびた。見えない糸に操あやつられたかのように、夕菜の身体にまとわりつく。


「きゃあああっ！」


　悲鳴を上げたときには、すでに彼女はがんじがらめになっていた。


「あら、宮間さんでしたか」


　奥おくから女性が出てきた。


「和樹君かと思ったのに、宮間さんが引っかかるなんて、ちょっと残ざん念ねん」


　紫乃はテーブルの小瓶を取り上げた。


「先生、なんでこんなことを……！」


「もちろん和樹君を捕つかまえるための罠わなです。そのために掃そう除じのことを朝話さないよう、伊庭先生に頼たのんだんですから。ま、宮間さんでもいいんですけど」


　彼女は小瓶を右手に持ち、左の手のひらをくるっと返す。手て品じなのように、そこにも小瓶が出現した。


「塵がまた……」


「そうです。この二つで最後のはず」


　紫乃は小瓶を、目の前でちらつかせた。


「これが欲ほしいのですよね？」


「……あんな浮うわ気きばかりする人のことなんか、知りません」


　そっぽを向く夕菜。


「無理はなさらないで。本当に嫌きらいなら、瓶を取ろうなんてしませんわよ。和樹君とここまで来たのも、仲直りをしたかったのでしょう」


「……ほっといてください」


「別に、これを差し上げてもいいのですよ」


　夕菜は慌あわてて向き直った。


「ほ、本当ですか!?」


「ええ。ただし条じよう件けんがあります」


　紫乃はじっと彼女の顔を見つめた。


「差し上げるのは一つだけです。あと、今後わたくしの言うことを、必かならず聞いてもらいます」


「またそんな……」


「どうします？」


「どうしますって、そんな約やく束そく、できるわけないじゃないですか！」


　夕菜は身体からだを揺ゆさぶって叫さけんだ。


「わたしになにをさせるつもりですか！」


「今は話せませんが、ちょっとつらいことになるかもしれません。ああ、まだ条件がありました。このこと、和樹君には絶対に内ない緒しよにしててください」


「変なことばっかり……」


「これで取り引きしたほうがいいですわよ。今のまま、和樹君が人間に戻もどるよりはね」


「なんですかそれは」


「そうなんです。風椿理り事じとも相談したのですが……」


「風椿……理事？」


「あらいけない。わたくしとしたことが」


　紫乃が口を押おさえた。小こ瓶びんの一つをポケットにしまう。


「ま、それはそれとして。条件はさっき言ったとおりです。和樹君のことが大好きな宮間さん、これ、欲ほしくありませんの？」


「…………」


「かなり人間に近づきますわよ。一つだけでも手に入れたいのではありません？」


　夕菜は言葉に詰つまった。紫乃がにやりと笑って、これ見よがしに小瓶を振ふる。


「さあ」


「う……」


　彼女は口を開こうとした。そのとき。


　轟ごう音おんがして、天てん井じようが崩くずれた。





　仲丸たちの放はなった魔ま法ほうは、木もく造ぞう校舎を破は壊かいするのに十分なものだった。


「どひゃーっ!!」


　床ゆかが抜ぬける。絶ぜつ叫きようと共に和樹は落らつ下かした。


　三階の床に、身体をしたたか打ちつけた。続いて凜、玖里子、それにＢ組の級友たちも落ちてくる。


「和樹さん……」


「ゆ、夕菜？」


　ロープで縛しばられた夕菜が、目を丸くしてこっちを見ていた。


「なんでそんな格好……わっ」


　木もく片へんとクラスメートが降ってくる。痛いたむ身体からだを引きずって、這はいながらかわした。


「式森ー！　どこだー！」


「ちょっと仲丸君、重いから乗っからないで！」


「松田、どけ！」


「きゃあっ、どこ触さわってんの！」


　みんな混こん乱らんしているらしい。攻こう撃げき魔法を適てき当とうに放っているものもいる。校舎がどんどん崩れていった。


　足元が大きく傾かたむいた。和樹は転ばないよう踏ふん張ばりながら、夕菜のいましめを解とこうとする。意い外がいと簡かん単たんにロープはほどけた。


「和樹さーん」


「夕菜、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「はい。平気です」


「逃にげよう。こんなところにいちゃ、崩ほう壊かいに巻き込まれる」


「分かりました。あ、あれを」


　夕菜が指さす。そこに塵ちりの入った小こ瓶びんが転がっていた。


「紫乃先生がいません。早く」


　和樹は瓶を拾ひろうと夕菜の手を摑つかんだ。


「階かい段だんへ！　凜ちゃんも！」


　そう叫さけんでから、走る。振しん動どうはますます大きくなり、天てん井じようや壁かべが崩ほう落らくしていく。


　転ころがるようにして階段を下りた。外に出て、旧きゆう校こう舎しやから離はなれる。すぐ後ろから凜が、かなり遅おくれて仲丸たちがバラバラと飛び出した。


　旧校舎は地じ響ひびきをたてながら、ゆっくりと潰つぶれていった。


「危あぶなかった……」


　和樹は地面に座すわり込こみ、ため息をついた。夕菜と凜も、ほっとしたような表情だった。


　しばらくしてから、和樹は小瓶の蓋ふたを開けた。中の塵が空中に舞まい、くるくる回ると身体に吸いこまれていった。


「よかった、本物だ」
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　自し然ぜんと、表情が柔やわらかくなった。


「あと一回くらいかな……夕菜、怪け我がはない？」


「はい。大丈夫です」


「そりゃよかった」


「あ、あの、和樹さん」


　夕菜が立ち上がった。うつむき加か減げんで、身体からだの前で両手を合わせている。


「その……あの……ご、ごめんなさい」


　彼女はぴょこんと頭を下げた。


「わ、わたし、変に意い地じはっちゃって、意地悪しちゃって……でも、それなのに和樹さんが助けてくれるなんて。その……本当にごめんなさい」


　また頭を下げる。


　和樹は大きく息をついた。さきほどのものとは比べものにならない安あん堵ど感かんが、身体の中に充じゆう満まんした。


「和樹さん……怒おこってますよね」


「別に怒ってないよ。僕だって悪いんだし」


「本当に、怒ってませんか」


「怒ってないって」


　夕菜の顔が明るくなる。彼女もまた、安心したような顔だった。


　それを見て、和樹は笑えみを浮うかべる。と同時に、節ふし々ぶしを痛みが襲おそった。


「あたたたた」


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　校庭に横になった。夕菜が慌あわてて近寄る。


　今になって、落らつ下かの激げき痛つうがやってきたのである。関かん節せつだけではなくて、背中や足も痺しびれていた。


「少し待ってください。治ち癒ゆ魔ま法ほうを使いますから」


「痛いてて……でもそれって、幽ゆう霊れいにも効きくのかなあ」


「そういえば……」


「効かないと思うわ」


　別の声がする。彼らのそばに、いつの間にか玖里子が立っていた。


「玖里子さん、無事だったんですね」


「あたしはいつまでも痴ち話わ喧げん嘩かにつきあうほど暇ひまじゃないのよ。これを読んでたせいもあるんだけど」


　手にはまだ、あの本を持っていた。真ん中あたりを開いている。


「よく取られませんでしたね」


「あんたのクラスメート、同どう士し討うちに熱ねつ中ちゆうしていたわよ。でまあ、この本なんだけどさ。説せつ話わの形を取っているんだけど、幽霊について書かれているのよ。あんたのような半はん端ぱなお化け、まったく例がなかったわけじゃないみたいね」


「え、そうなんですか」


「うん……。あたしもマラヤラム語はあまり分からないけれど、そんなことが書いてある。身体からだが痛いのも、人に戻もどりかけているからみたい」


「じゃあ、もうすぐ人間ですか」


　凜が口を挟はさむ。どことなく嬉うれしそうだ。


「そうね。ただ、ねえ……」


　玖里子はなにか言おうとして、口を閉じた。表情が沈しずんでいる。逡しゆん巡じゆんしていた。


「なんですか」


「……あー、ごめん。もっとよく調べてから教えるわ。さっきの言葉、忘わすれてね」


　彼女はそう言うと、きょとんとしている和樹たちを残して、校舎へと戻もどっていった。




　第十一話　家具と共に紫乃は語る










　月曜の朝。雀すずめの鳴き声も一いち段だん落らくして、日ひ射ざしが家々の屋や根ねを照てらすころ。


　それは学生にとって人じん生せいでもっとも眠ねむい時間であり、また寝ねかせてもらえない時間でもあった。


「和かず樹きさん」


「ん……」


「和樹さん、起きてください」


「んー……」


　式しき森もり和樹はゆっくりと目を開けた。


　頭の上では、宮みや間ま夕ゆう菜なが少し怒おこったような顔をしてのぞき込んでいた。


「あまり寝てると遅ち刻こくしちゃいますよ。起きてください」


「むー……」


　和樹は布ふ団とんを蹴け飛とばすようにしてどかした。ひんやりした空気が身体からだにまとわりつく。


　寝ぼけまなこであたりを見み渡わたす。彩さい雲うん寮りようの自室は、昨さく晩ばん散ちらかしたまま片かたづけられていなかった。制せい服ふくが乱らん雑ざつに放ほう置ちされており、読みかけの本が畳たたみの上に積つみ上げられている。


　ＣＤの山の中から時と計けいを探さがす。時間を見ると、いつもより一時間もよけいに寝ていた。


「こんな時間か……」


　身体をさすりながら、起きた。


「寝ね過すぎです。伊い庭ば先生に怒られますよ」


　夕菜はすでに制服を着ていた。鞄かばんを抱かかえたまま、枕まくら元もとに座すわっている。


「うん……。あれ？　なんで、僕ぼくの部屋に」


「ノックしてもなかなか起きないからですよ。鍵かぎ、開あけっぱなしでしたから、入っちゃいました」


「そう……」


　鍵をかけて寝たかどうかは思い出せない。まだ頭がはっきりしていなかった。


「なんでこんなに寝てるんです？　昨日はずっと寮にいて、どこにも出かけなかったんじゃないんですか」


「んー、眠ねむくて」


「それはそうでしょうけど」


「そうじゃなくて、ずっと寝ねられなかったんだ。一ひと晩ばん中身体が痛くて、ずっと起きてた。明け方にようやく眠れたんだよ」


　和樹は目をこすりながら言った。


　昨晩から、全身に痛みが走っていたのである。激げき痛つうと言うほどのものではなかったが、無む視しすることもできない。気になってしかたなかった。


　おかげで眠りも浅あさい。身体はだるいし、頭にはずっと疲ひ労ろう感かんが残っていた。


　もっとも原げん因いんは、だいたい分かっていた。


「やっぱり、人間に戻もどりかけているから、ですか？」


　と夕菜が訊きく。


「たぶん。玖く里り子こさんもそう言ってたし」


　前回塵ちりを手に入れた時から、ときどき鈍どん痛つうが身体からだを襲おそうのである。治なおりかけたかさぶたがかゆいのと同じらしい。治ち癒ゆ魔ま法ほうや薬くすりを試ためしてみたが、多少やわらいでも治まりはしなかった。


「治ち療りよう法もないみたいだから、我が慢まんするしかないと思う」


「じゃあ、最後の塵を取り返すしかないですね」


「うん」


　ところがその塵は紅あか尉い紫し乃のが持っていた。一ひと筋すじ縄なわではいかない相手である。なにしろ、いまだに和樹を死体にしようと狙ねらっているのだ。


「紫乃先生、返す気あると思います？」


「……ないだろうね」


「困こまっちゃいます」


　彼女は頰ほおを膨ふくらませた。それから時計をちらりと見た。


「和樹さん、早くしないと」


「そうだった」


　呑のん気きに話をしている場合ではなかった。このままだと本当に遅ち刻こくをしてしまう。


　和樹は散ちらばっているワイシャツと制せい服ふくをかき集めた。


「夕菜、先に行っていいよ。待ってると君まで遅おくれちゃう」


「和樹さん、朝ご飯は？」


「食べない」


「もうっ、そんなの身体に悪いです」


「休み時間にパンを買うよ。先行ってて」


　半ば強ごう引いんに、夕菜を学校に行かせた。


　パジャマを脱ぬぎ捨すて、乱らん暴ぼうに畳たたむ。せめてなにか飲もうかと思ったが、ジュースのペットボトルが全部空からだったので諦あきらめた。


　鞄かばんを引っ張り出し、まだ目が覚さめきらないのでラジオのスイッチを入れる。


　ニュースをやっていた。北ほく米べいで巨きよ大だいなハリケーンが発生し、フロリダ州に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしているらしい。コーカサスでは政府軍とゲリラの内戦が勃ぼつ発ぱつ。中央アフリカでは干かん魃ばつが深しん刻こく化か。


（物ぶつ騒そうな世の中……）


　パンツ一枚でそんなことを考えていたら、ドアががちゃりと開いた。


「そうだ、和樹さん」


「わっ！」


　半はん裸らの状じよう態たいで飛び上がる。夕菜が顔を覗のぞかせていた。


「昨日、玖里子さんが呼んでましたよ。今日の昼休みに三年Ｅ組の教室まで来て欲ほしいそうです」


「わ、分かったよ。早くそこ閉しめてくれ。着き替がえてるんだから」


「……見ちゃ駄だ目めですか？」


「駄目！」


　彼女はちょっと残念そうな顔をすると、ドアを閉めた。





　結けつ局きよく和樹は、水道水を一口飲のんだだけで部屋を飛び出した。走る音だけが廊ろう下かに響ひびく。みんな学校に行ってしまったので、やけに静しずかだった。


　急いで靴くつを履はき、玄げん関かんを抜ぬける。


　すると、いきなり肩かたを摑つかまれた。


「和樹君」


「わっ……って、先生？」


　紫乃が立っていた。相変わらず清せい楚そで、柔やわらかな笑えみを浮うかべている。


「やはり寮りようにいたのですね」


「ええ、まあ」


「あまり遅おそいので、迎むかえに来ました」


「それは……なんか手間ばかりかけて申し訳ないです」


　とりあえず頭を下げる。学校に向かおうとした。


　しかし、紫乃は肩を離はなそうとしなかった。


「そっちではありません」


「え？　学校はこっち……」


「寮内に戻もどります」


「はあ？　なんでそんな……」


「実はですね」


　彼女はすぐには言葉を継つがず、周囲を見回した。それから声を潜ひそめる。


「話があります。和樹君の身体からだに関することです」


　不ふ吉きつな予感がした。


　これまで紫乃は、和樹に対してろくなことをしていない。とにかく「死体になりなさい」と言いながら、葬ほうむり去さろうとするのである。今回も腹はらに一いち物もつあるに違ちがいなかった。


　和樹は「またなにか企たくらみごとを」と言おうとした。が、その台詞せりふは口から出ていかなかった。


　紫乃の表情が、いつになく真ま面じ目めだったのである。


「あの……どんな話なんですか」


「外では言えません。和樹君の部屋に行きませんか。今の時間なら、寮には誰だれもいないはずです」


「そうですけど、僕は学校行かなきゃならないですし、紫乃先生も授じゆ業ぎように出なきゃまずいでしょう」


「伊庭先生にごまかしてもらいます。この前ゲームセンターで百円玉が落ちてないか探していたので、お貸かししたらどんな工作でも請うけ負おうと言ってくれました」


「また、あの先生は……」


「つきあってもらえますね」


「はあ……」


　ぶつぶつ文もん句くを言う和樹。紫乃に摑つかまれたまま、彩雲寮の中に戻った。


　彼女は和樹の部屋を知っていたらしく、迷まよったりはしなかった。


　和樹が鍵かぎを開け、もう一度部屋に入る。敷しかれたままの布ふ団とんを二つ折りにして、部屋の隅すみに置おいた。ラジオがつけっぱなしになっていたが、面めん倒どうなのでそのままにした。


　紫乃は珍めずらしげに、中を眺ながめていた。


「汚よごれてますね」


「ほっといてください。男の部屋なんてこんなもんです」


　比ひ較かく的てき綺き麗れいな座ざ布ぶ団とんを探し出して、彼女の前に敷く。自分は直じかに腰こしを下ろした。


「それで、話ってなんでしょう」


「はい。それはですね」


　紫乃は座布団に醬しよう油ゆ染じみがあることに気づくと、横にずらした。それからアナウンサーの声が流れているラジオを手に取る。


「…………？」


　怪け訝げんな顔をする和樹にかまわず、彼女は自分の脇わきに置いた。さらに置き時計を持ってくると、隣となりに並べる。


　紫乃は次々に電でん化か製せい品ひんを持ち出した。テレビにＣＤプレイヤーに電気ポット。電でん卓たくからオーブントースターまで。さすがに冷れい蔵ぞう庫こは動かさなかったが、コンセントを抜ぬいた。


　そこまでして、やっと畳たたみに座すわる。ピンク色の塵ちりの詰つまった、小こ瓶びんを取りだした。


「あっ」


「これは和樹君の身体からだです……あげません」


　和樹は手を伸のばしたが、紫乃にかわされた。彼女は小瓶をもてあそびながら、


「最後の一つ。これがあれば元に戻もどれます」


「だったら返してください」


「駄だ目めです。和樹君は、人間に戻ってはいけないのです」


「なんでですか」


「……教えません」


　和樹はむっとして、言った。


「またですか。いつもはぐらかしてますよね。そんなに僕ぼくに嫌いやがらせをするのが楽しいんですか？」


「……そう言うと思いました」


　紫乃はきちんと正せい座ざをすると、小さく咳せき払ばらいをした。
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「教えないと言ったのは噓うそです。お話しします。和樹君、最近身体が痛くありませんか？」


「ええ。昨さく晩ばんも痛くて、ろくに寝ねられませんでした」


「そうでしょう。察さつしはついていると思いますが、それは人間に戻りかけているからです。一番中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいと言えます」


「でも人間に復活したら、痛みも消えるんですよね」


「そうですけどね。もっと良くないことが起こるんです」


　もったいつける紫乃に、つい和樹は不ふ審しんな顔つきになった。


「……だからなんです？」


「順じゆんを追ってお話しします。まずわたくしのことなのですが、教きよう育いく実じつ習しゆうで葵あおい学がく園えんに来たことはご存じですわよね」


「そりゃもう」


「でもそれは仮かりの姿です」


　不意をつかれ、和樹はぽかんと口を開けた。


「なんですかそれ」


「つい数か月前のことです。わたくし、現在でも大学に在ざい籍せきしているのですが、当時はたまたま南米を旅行していました。密みつ林りんの中をボートで探たん検けんをし、インディオの秘ひ宝ほうを発見したり、ゾンビの一員を引き連れてコカイン密みつ売ばい人にんと戦せん闘とうになったりしていました。そうそう、アメリカの有名な考古学者とかいう人を騙だまして、安やす物ものの装そう飾しよく品ひんを売りつけたりもしましたわ。なんとかジョーンズさんとか言いましたけど」


「はあ」


「そうしたら日本から連れん絡らくが来ました。兄からで、至し急きゆう帰ってきて欲ほしいとのこと。ちょうどコカイン組そ織しきに買ばい収しゆうされた警けい官かん隊たいと追おい駆かけっこをしていたので、これ幸さいわいと帰国したのです。そうしたら、待っていたのは兄と葵学園の風かぜ椿つばき理り事じでした」


　風椿理事とは、玖里子の姉、風椿麻ま衣い香かのことだ。和樹も一度だけ会ったことがある。


「そこで和樹君のことを聞かされたのです。兄は大おお雑ざつ把ぱな成なり行ゆきだけ説明しましたが、風椿理事は違ちがいました」


「……なんでしょう」


「あの方は政府の魔ま法ほう関係の諮し問もん委い員いんをやっており、政せい界かいとは深ふかい関かかわりがあります。話は和樹君の魔力のことでした」


「は……。でも、僕はもう魔法を使い切っちゃって……」


「それはわたくしも聞きました。しかし風椿理事は、まさにそこからが問題だというのです。彼女は別に企たくらみごとをもっていたようですが、聞けば確かにもっともな理由。兄はわたくしに教育実習生として葵学園に潜せん入にゆうするように言いました」


「なんで……また」


「実はですね──」


　そこまで口にして、紫乃は台詞せりふを切った。


　じっと耳を澄すませている。と、立ち上がり、窓まどを開けた。


「紫乃先生、いったい……」


「あらあら。戻もどって来ちゃったみたいですね」


　彼女は外を見て、嬉うれしそうに言った。





　　　　○





　時間は少しさかのぼる。


　夕菜は二年Ｂ組の教室で、いらいらしながら和樹が来るのを待っていた。先に行けと言うから来たのに、ちっとも姿を見せないのだ。


　予よ鈴れいはとっくに鳴った。まだ授じゆ業ぎようは始まっていないが、これは単たんにかおりが遅おくれているだけだ。


　そうしていると、だんだん不安になってくる。事じ故こにあったとは思えないが、また布ふ団とんに潜もぐり込こんで寝ねてしまったのかもしれない。考えてみたら、相そう当とう眠ねむそうだった。


　教室から廊ろう下かに出る。もしかしてと思って下げ駄た箱ばこまで行く。


　ジャージに着き替がえた一年生たちがいた。体たい育いくの授業なのだろう。かき分けるようにして和樹を探したが、やはりいなかった。


　代かわりに、校庭に出ようとする少女の姿が目に入った。


「あ、凜りんさん」


「夕菜さん、どうしたのです？」


　神かみ城しろ凜は驚おどろいた顔をしていた。


「和樹さんを探しているんです」


「式森を……？」


「ええ、実は……」


　理り由ゆうを話そうとしたら、別方向から声をかけられた。


「ほう、ミヤマではないか」


　聞き覚えのある声だった。振ふり向くとそこには、背の低い、まだ小学生くらいの少女がいた。


「エリザベートさん？」


　少女が重おも々おもしくうなずく。数百年前に肉にく体たいを失った神しん聖せいローマ帝てい国こく貴き族ぞく、エリザベート・フォン・ノインキルヘンであった。


　彼女は葵学園の旧きゆう校こう舎しやで、仲間と共に夜よな夜な宴えん会かいを繰くり広げていたが、つい先日別の場所へ移うつっていったばかりであった。


「なにか急いでいるようじゃな」


「ええ、ちょっと……。エリザベートさんは、千ち葉ば県けんに引っ越こしたんじゃないんですか？」「さよう。仲間と一いつ緒しよに楽しくやっておる。今日はクリコに呼ばれてな。さっき来たところじゃ」


「玖里子さんが？」


「うむ。なにやら聞きたいことがあるらしい。こう見えてもわらわは帝国の伯はく爵しやく。本来なら呼び出しなど一いつ喝かつするところじゃが、他ほかならぬ彼女の頼たのみ。こうして足を運んだのじゃ」


　ぽっと顔を赤らめる。この少女は、玖里子に惚ほれているのである。


　その仕し草ぐさは見なかったことにして、夕菜は尋たずねた。


「頼みって、なんでしょう」


「そこまでは聞いておらんが、どうもシキモリのことらしいな。やけに深しん刻こくそうであったぞ」


「和樹さんの……あっ」


　夕菜は気づき、慌あわてて時計を見た。すでに授業が始まっていた。


「迎むかえに行かないと！」


「シキモリか？」


「ええ。まだ来てないんです。本当にもう……」


「なら、わらわも行こう」


　とエリザベートは言った。


「シキモリにも久ひさしく会ってなかったからの。ちょうどよい」


「玖里子さんのこと、放ほうっておいていいんですか？」


「かまわん。早く着きすぎて、暇ひまをもてあましていたのじゃ」


「じゃあ一緒に来てください。凜さん、引き止めちゃってごめんなさい。わたしたちは寮りように戻もどりますから」


「私も行きます」


「え？」


　夕菜はきょとんとした。


「走れば彩さい雲うん寮りようまではそれほど時間はかかりません。もしものことがあったら大変です。急ぎましょう」


　凜はきっぱりと言った。もう靴くつに履はき替かえている。


「でも、授業は……」


「構かまいません。行きましょう」


　凜は外に出ると、二人の先頭に立って駆かけ出だした。





　　　　○





「ふふふっ。宮間さんったら。あんなに息を切らして」


　紫乃は口に手を当てて笑っていた。和樹は彼女の背中から外を覗のぞく。


　確かに、寮の玄げん関かんには夕菜がいた。凜とエリザベートまでいる。


「和樹君のことが心配で、走っちゃったみたいですね。さて、用意用意」


　彼女はにこにこすると、並べられた電でん化か製せい品ひんの前で、なにやら呪じゆ文もんを唱えた。両手を伸のばして、指し揮き者しやみたいに振ふっている。


　やがて、虫がざわつくような音がした。


「さ、みなさん行ってらっしゃい。しっかり戦ってくるんですよ」


　電化製品が一いつ斉せいに動き出した。歩くという表現がぴったりで、四角い身体からだを左さ右ゆうに振りながら進んでいく。先頭はオーブントースターで、最さい後こう尾びは冷蔵庫。


　目を丸くしている和樹の側そばを通り過ぎる。軍ぐん隊たいのように二に列れつ縦じゆう隊たいとなり、ドアから出ていった。


「い、いったい」


「ちょっとした魔ま法ほうです。風椿さんが剪紙成兵ジエンジチエンビンを使うでしょう。あれの応おう用ようです」


　彼女は鼻歌を歌っていた。やけに楽しそうだ。


「あの……あれはどこに行ったんですか？」


「迎げい撃げきです」


「……迎撃？」


「はい。和樹君を人間に戻もどそうとする、悪い宮間さんを迎撃するのです」


　そう言うと、右手で空くう中ちゆうに輪わを描かいた。


　ぼん、と音がして巨きよ大だいな釜かまが現れた。中は得え体たいの知れない液えき体たいで満みたされていて、ぐつぐつ煮にたっていた。かまどまでついていて、赤あか々あかと燃もえている。


「さあ、ここにお入りになって」


「……はい？」


「強きよう行こう手しゆ段だんを取らせていただきます。幸さいわい、宮間さんたち以外に邪じや魔ま者ものはいません。今日こそ死し体たいになっていただきますので。入ってもらえますわね？」


「……冗じよう談だんじゃない！」


　和樹は叫さけんだ。


「やっぱり僕を殺ころす気なんですか！　風椿理事とか魔力とかはどうしたんです！」


「あら。信じていたんですか」


「……え？」


「くすくす。和樹君は騙だまされやすいんですね」


「噓うそつきー!!」


　和樹は身をひるがえして逃にげだそうとした。だがその前に紫乃が立ちふさがる。


　彼女の瞳ひとみが鈍にぶい光を放はなった。


　途と端たんに和樹の全身から力が抜ぬけた。意い識しきだけははっきりしたまま、へなへなと崩くずれ落おちる。


「逃げようとなさらないでくださいね。というか、逃げたらただじゃすましませんわよ」


　紫乃は口元だけ動かし、にたりとする。


「真しんの死体になるのですから、文もん句くを言ってはいけません。特とく別べつ大きなお墓はかを建ててあげます。あの世に行ってたっぷり自じ慢まんしてください」


「そんなのやだー！」


　畳たたみに横たわったまま、和樹は悲鳴を上げた。





　夕菜とエリザベートは和樹の部屋を見上げていた。かたわらには凜もいる。


　窓からは紫乃が顔を出していた。彼女は夕菜に気づくと、不ふ敵てきに微笑ほほえみ手を振ふって引っ込んだ。


　それだけで、夕菜は頭に血ちを上のぼらせた。


「なんじゃあの女は」


　エリザベートが訊きく。


「敵です！」


　彼女は断だん言げんした。


　夕菜は足音も荒あらく、寮りよう内ないに突とつ進しんした。エリザベートと凜は、急いでついていった。


　土ど足そくで玄げん関かんに上がる。階かい上じようからは叫さけび声ごえがしていた。


「悲鳴が！」


「相あい変かわらず情なさけない声を出す男じゃな」


　エリザベートが首を振る。


「早く助けなきゃ！」


　階段を駆かけ上がろうとする夕菜。何段か登のぼったところで、その足が止まった。


　ちょうど中ちゆう間かんのあたりに、オーブントースターが置いてあった。和樹の部屋にあった、ナショナルの古いタイプである。


　夕菜はよく見ようと目を細ほそめた。後ろで凜がつぶやく。


「なんでオーブンが？　誰だれかが置おき忘わすれたのですか」


「さっきはこんなもの……」


　オーブンの蓋ふたがぱかっと開いた。


「……みなさん、伏ふせて！」


　夕菜が怒ど鳴なった。ほぼ同時に、オーブンから火ひの玉たまが吐はき出だされた。


　火の玉は三人の頭の上を通つう過かすると、壁かべにぶつかった。派は手でな音がして、真まっ黒くろな穴を開ける。


「なんじゃあれは、人を狙ねらうのか!?」


「きっと紫乃先生の仕し業わざです！」


　オーブンは続けざまに攻こう撃げきをおこなった。あちこちに炎ほのおが乱らん舞ぶし、壁や天てん井じようを炭たん化かさせる。


　三人は必ひつ死しに逃にげ回まわった。


「絶ぜつ対たいに当たらないでください！　きっと一いつ兆ちよう度どはあります。ゼットンと同じです！」


「夕菜さんはたまにマニアックになりますね」


　凜はそう言うと、日本刀を鞘さやから抜ぬいた。タイミングを見み計はからって、床ゆかを蹴ける。


「危あぶない！」


　夕菜が叫さけぶ。発はつ射しやされた火の玉が、少女の真まっ正しよう面めんに接せつ近きんする。


「ていっ！」


　凜が横に薙なぎ払はらう。真っ二つになった。ジャンプすると、上からオーブンめがけて刀を振ふり下ろした。


　がん、と音がして、日本刀の峰みねがスチールに激げき突とつする。深いへこみができた。


　オーブンは黒い煙けむりを吐はいて、動かなくなった。


「倒たおしました!?」


「はい。でも、まだ終わりではないようです」


　凜が刀かたなを構かまえたままで言う。


　二階の廊ろう下かから、続々と家電製品が姿を現した。どれもこれも和樹の部屋で使われていたものである。


　先せん頭とうに立つ電気ポットが、勢いきおいよく液えき体たいを噴ふきだした。


　飛びすさった凜をかすめるようにして、液体が床に落ちる。どろどろに溶とけて、穴が空いた。


「……酸さんか！」


　凜は警けい戒かいして後ろに下がった。日本刀でかわすことができても、鋼はがね自じ体たいが溶けるかもしれない。うかつに近寄れなかった。


「これはやっかいな……」


「ならば、わらわに任まかせい」


　エリザベートが進み出た。


「しかし……」


「案あんずるな。飛び道具を使う敵には慣なれておる。オスマンの軽けい騎き兵へいも同じだったからの」


　少女の両手のひらに、それぞれ光こう球きゆうが浮うかび上がる。あたりを青あお白じろく照てらした。


「同じ幽ゆう霊れいでも、わらわはシキモリとは違ちがうぞ！」


　彼女は飛び上がると、同時に光球を投げた。


　二つの球は、輝かがやく軌き跡せきを残のこしながら電気ポットに接近する。ポットの注そそぎ口ぐちから、再び酸が吹きだした。


「甘あまい！」


　エリザベートは両手の人差し指をくいっと曲まげた。呼こ応おうするように光球がコースを変化させる。一つは右から、もう一つは上から。


　ポットが横よこ倒だおしになる。右側から接近する光球に向けて酸を発はつ射しや。正面から光が当たり、酸が中ちゆう和わされる。


　だがそのときは、もう上からの光球が、象ぞう印じるしの部分に命中していた。爆ばく発はつ音おんと、真まっ白しろな輝きが家電製品を包つつみ、ポットは廊ろう下かの向こうへと飛ばされていった。


「ざっとこんなものじゃ」


　エリザベートは胸むねを張はった。


　しかし電化製品も引かなかった。廊下に密みつ集しゆうし、バリケードのように塞ふさいでいる。独どく特とくの殺さつ気きみたいなものが押おし寄よせてきた。


「……リサイクルショップで買われた製せい品ひんが多いくせにしつこいですね。東とう京きよう湾わんのゴミ処しよ分ぶん場じように埋うめちゃいますよ！」


　夕菜が罵ののしる。


　敵てき対たいする家電製品の中で、もっとも巨きよ大だいなのは冷蔵庫であった。と言っても一人用なのでたいしたことはない。それでもその迫はく力りよくは他を圧あつ倒とうしていた。


　他の製品を従したがえ、夕菜たちを睥へい睨げいするかのように、立ち塞がっている。


「あれがボスですね」


「手て間まがかかりそうです。三人でやりますか」


「よかろう」


　冷蔵庫の扉とびらが開く。受けて立つ気のようだ。コンプレッサーの音が鳴なり響ひびく。廊下に冷れい気きがこもった。


　冷蔵庫からブリザードが放たれた。


「はっ！」


　三人は同時に跳ちよう躍やくした。





「なかなかやりますね」


　紫乃がドアから首を出してつぶやいた。廊下では息をもつかせぬ激げき戦せんが繰くり広ひろげられていた。


　和樹は彼女を横目に、両りよう腕うでで這はいずった。上半身だけは、なんとか回かい復ふくしていた。


　開あけっ放ぱなしの窓に近づき、どうにかして身を乗り出そうともがいた。廊下から逃にげ出すのは危険だが、ここなら可能性はある。この部屋は二階だが、かまっていられない。


　サッシに手が触ふれた。


「あら、駄だ目めですよそんなことをしては」


　足を摑つかまれ、引っ張られた。


「いけない生徒さんですね。そんなにわたくしといるのがお嫌いやですか」


　紫乃が見み下おろしながら言った。


「やですよ！」


「まあひどい。これが欲ほしくないとおっしゃるのですか」


　塵ちりの入った小こ瓶びんを振ふる。


「どうせくれないんでしょう！」


「よくお分かりですね」


　彼女は和樹の上じよう体たいを引っ張ろうとした。捕つかまってたまるかと、必ひつ死しになって逃げだす。釜かまの周しゆう囲いをぐるぐる回まわった。


　しかし腕の力だけでは限げん度どがある。紫乃は余よ裕ゆうで追おいついた。


「さあ、真しんの死体になりましょうね」


「やですってばー！」


　紫乃は意い外がいに力があった。和樹の上半身が起こされる。さきほどから泡あわを立てている釜に近づけられた。


「うわー、熱あつそー！」


「熱いのは最初だけです。すぐ感じなくなりますわ。死ぬし」


「そんなー！」


　暴あばれるがどうにもならない。釜の縁ふちが迫せまる。そのとき。


　突とつ如じよ轟ごう音おんが起こり、ドアが吹ふっ飛んだ。


「あらら」


「うわーっ！」


　扉とびらを破は壊かいした衝しよう撃げき波はが釜に命めい中ちゆう。粉こな々ごなにうち砕くだいた。中身が部屋中に飛とび散ちり、水すい蒸じよう気きが立ちこめる。


　余よ波はで二人ははじき飛ばされた。


「和樹さん！」


　白い霧きりの向こうから夕菜の声がする。身体からだ中に巻まきついた電でん気きコードを剝はぎ取とりながら、部屋に入ってきた。よく見えないが、凜とエリザベートもいるようだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「うん、僕は平気。夕菜はどうなの」


「わたしはなんとも……あっ」


「あって……え？」


　和樹の言葉が止まる。夕菜が口を半はん開びらきにして硬こう直ちよくしていた。


　そこで気づいた。和樹は畳たたみに四つん這ばいになっていた。下半身に力が入らないので、腕うでだけで支ささえている。そして真ま下したに、紫乃がいた。


　まるで彼女を、押おし倒たおすような格かつ好こうになっているのであった。


「な……な……な……」


　夕菜が唇くちびるをわなわなと震ふるわせた。まなじりが吊つり上あがっていく。


「ゆ、夕菜。あの、ちょっと、これは……」


「和樹さん、また……」


「ストップストップ、これはなんでもないって！」


「生せい徒とと教きよう師しって……やっていいことと悪いことがありますよ！」


「誤ご解かいっていうか事じ故こっていうかトラブル！　なんていうの……自し然ぜん災さい害がいなんだよ！」


「…………」


　無む言ごんのままの夕菜の右手が、青白く光り始めた。魔ま力りよくが集しゆう中ちゆうしているのだ。


「うわーっ、あの、先生、なにか……」


　半泣きになって助けを求める。しかし彼女は、頰ほおを染そめて横を向いた。


「いやですわ和樹君。もっと人のいないところでなさって」


「……和樹さんっ！」


　夕菜が右腕を振ふり上げようとする。が、その前に凜が進み出た。


　彼女は手が白くなるまで日本刀を握にぎりしめていた。唇も固く引ひき締しめている。そしてその瞳ひとみには、まぎれもない怒いかりのマークが浮うかんでいた。


「りりりり凜ちゃん！　なんで!?」


「式森……死ね！」


　凜は力ちから一いつ杯ぱい日本刀を振り下ろした。


　和樹は大変久しぶりに、彼女の怒りの一いち撃げきを食くらうことになった。





　　　　○





「……和樹さん、和樹さん」


　どこか遠くから聞こえてくるような声だった。和樹はうっすらと瞼まぶたを開ける。


　夕菜と凜、それにエリザベートがいた。紫乃の姿は見あたらない。凜はなぜか、小さくなっていた。


「よかった……」


　夕菜が胸をなで下おろしていた。和樹はまだ、ぼんやりしていた。


「……えーと」


「気き絶ぜつしていたんです。ずっと」


「そうなんだ……紫乃先生は」


「いなくなっちゃいました。いつの間にか姿を消したんです。それよりもこれ」


　彼女は小こ瓶びんを見せた。


「和樹さんの身体からだです。紫乃先生が落としたみたいです。これで元に戻もどれますよ！」


　満まん面めんに笑えみを浮うかべていた。よほど嬉うれしいのか、今までのことも気にしていないようだった。


「よかった……」


　つぶやいて、和樹はゆっくり起きあがる。自じ室しつで倒たおれているのが分かった。


「……僕、なんでここに？」


「なんでって……ここ、和樹さんの部屋ですよ？」


「そうか……あれ、凜ちゃんがいるの？　エリザベートも？」


　不ふ思し議ぎな顔をする。


「わらわはずっといたぞ」


「私も」


　和樹は首をかしげた。どうして二人が彩さい雲うん寮りようにいるのか思い出せない。


「だってそろそろ授業が始まるじゃないか。凜ちゃんもここにいると、遅ち刻こくしちゃうよ」


「……式森、もう昼近いぞ」


「えっ、そうなの？　朝じゃないの？」


「和樹さん、なにを言ってるんですか？」


　夕菜が怪け訝げんな顔をしている。和樹は必ひつ死しになって記き憶おくをまさぐった。


「……今、朝じゃないんだ」


「違ちがいます」


「僕は夕菜に起こされて、それから着き替がえようとしてラジオをつけて、それから……あれ？　夕菜が起こした？　そうだったっけ？」


「和樹さん……」


「今日は何なん曜ようだっけ。月げつ曜？　違う、金曜……いや、そうじゃなくて木曜……ええっと、ええっと」


　頭が混こん乱らんしてきた。記憶をさぐればさぐるほど、記憶が断だん片ぺん的てきに浮ふ上じようして、しかも端はしから消えていくのだ。昔のことが猛もう烈れつな勢いでフラッシュバックする。


「掃そう除じじゃなくてパーティーじゃなくて、テーマパークに遊びに行ったのが昨日きのうで……違う、紫乃先生の屋や敷しきに忍しのび込こんだはずで……」


「和樹さん!?」


　夕菜が両りよう肩かたを摑つかんで揺ゆさぶった。


「しっかりしてください！」


「やめなさいよ、夕菜ちゃん」


　彼女は声のする方向を振ふり返った。


　そこにはいつのまにか、玖里子がいた。


「そんなことしても、よくならないわよ」


「どうして……」


「エリザベートが来ないから探したのよ。寮にいるとは思わなかったけどね」


　彼女は本を取りだした。掃除の時に見つけた、マムヤラム文字の書しよ物もつである。


「和樹は記き憶おく障しよう害がいを起こしているの。これに書いてあった」


「記憶障害……和樹さんが？」


「そう」


　玖里子は本を開いてページを繰くくった。指でなぞりながら説明をする。


「身体からだが痛い、記憶が混こん乱らんする……まあ、そんなことが起こるみたいね」


「じゃあ人間に戻もどれば、解決ですね」


　それには返事をせず、玖里子はエリザベートに言った。


「ねえ、訊ききたかったんだけど、昔にも和樹みたいな幽ゆう霊れいはいた？」


「このような半はん端ぱものが、そうそういるわけはない」


「人間になろうとするお化ばけとかは」


「そういうものならおる。魂たましいだけのくせに肉体への未み練れんが残のこっておるのじゃな。なんとか復ふつ活かつしようと、様さま々ざまな努ど力りよくをしておったぞ。全すべて失しつ敗ぱいしたがな」


　エリザベートは両りよう腕うでを組みながら喋しやべった。


「そもそも幽霊が人間になろうとするのは、自然の摂せつ理りに反はんしておる。うまくいかないのが当然なのじゃ」


「僕が塵ちりを集めるのも、そうなの？」


　和樹が言う。


「あたり前じゃ。幽霊は幽霊のままでいるのが一番自然なこと。おぬしは無む理りに戻ろうしておる。身体に負ふ担たんがかからない方がおかしい」


「そうなんだ……」


「分かりづらいんだけどさ、この本によるとあまりいいことないみたい。むしろ人に戻るのを諫いさめる文ぶん章しようになっているわね」


　渋しぶい表情で、玖里子が口を挟はさんだ。


「教きよう訓くん話ばなしになって載のっているわ」


「……どういうことなんです？」


　つい身体を乗り出し、和樹は訊きいた。


「人間になった瞬しゆん間かん、思い出が失われる」


「えっ？」
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「記き憶おくがね、なくなっちゃうの。綺き麗れいさっぱり、なにもかも」


　彼女ははっきりと、そう言った。




　第十二話　消える想い










　私し立りつ葵あおい学がく園えんの学生寮りよう、彩さい雲うん寮りよう。


　その夜、式しき森もり和かず樹きは眠ねむれなかった。


　暗くら闇やみの中、布ふ団とんの中で横になってはいたが、まんじりともできなかった。ごろごろと寝ね返がえりの回数だけが増ふえていく。身体からだはくたくたで手て足あしが重い。そのくせ意い識しきだけははっきりしていた。


　ずっと頭に引っかかっている。気にしないようにすればするほど、注ちゆう意いがそっちへと向く。その言葉は和樹を常つねに揺ゆり動うごかし、忘わすれることを許ゆるさなかった。


　頭の中にそのことが何度も現れ、ゆっくりと渦うず巻まいている。昼間起こったあれは、それほど彼の心に深く食くい込こむ出で来き事ごとであった。





　風かぜ椿つばき玖く里り子こに告つげられたとき、和樹は、いったいなにを言われているのだろう、という顔をしていた。


「……あの、どういうことなのか……」


　彼女は少し目を細ほそめて繰くり返かえした。


「記き憶おくがなくなる」


「なくなる……」


「言葉のとおり。今まで持っていた記憶、出会いとか思い出とかが、一いつ切さい消えてしまうのよ。真っ白になってしまう」


「真っ白って……」


　和樹は混こん乱らんした。玖里子の言っていることは分かったが、それが自分の身に降ふりかかろうとしていることが理り解かいできなかった。記憶がなくなるって、一体どういうことなんだ？


「玖里子さん、それは……」


「それはどういうことなんですか！」


　大声を出したのは、宮みや間ま夕ゆう菜なであった。


「記憶がなくなるって、なんなのです!?　人間に戻もどるのに思い出が失うしなわれるって変じゃないですか。そもそも和樹さんは、幽ゆう霊れいになってもなにか忘れていたりはしてませんし、不ふ都つ合ごうもありませんでした。それに元の姿に戻るんだから、全部元通りになる方が自然で……」


　彼女は、まるで食ってかかるようにまくし立てた。玖里子は片手を軽く上げ、夕菜を落ち着かせようとした。


「あたしにも分からないわ」


「じゃあ、一体……」


　玖里子はそれには答えず、隣となりにいる幽霊貴き族ぞく、エリザベートに目を向けた。


「人間に戻ろうとする幽霊は、昔にもいたって言ってたわよね。みんな失しつ敗ぱいしたって」


「うむ」


「そのことが聞きたくて呼んだんだけど、どんな感じだったの」


「感じもなにも、幽霊がどうかなったりはせん。古こ代だいの秘ひ術じゆつに手を出したり集団で力を合わせたりと、試こころみは様さま々ざまあったが、成せい功こうしたところを見たことがない。無む駄だな努ど力りよくの見本みたいなものじゃな」


　エリザベートは小首をかしげ、記憶を探さぐる風ふうであった。


「シキモリはむしろ珍めずらしい。わらわも幽霊が長いから、様々な仲間と出会ったが、このような奴やつは例れい外がいじゃ」


「じゃ、見たこともない？」


「そうじゃな。このような試みは、不ふ老ろう不ふ死し研けん究きゆうの一いつ環かんとして、国がお抱かかえの魔ま術じゆつ師しに研究させていたことが多くての。秘密になっていることがあるのじゃ。だからわらわの知ち識しきも限られるが……どうして思い出がなくなるのかは、想像がつくぞ」


　彼女はそこで言葉を切った。和樹たちは話を聞き逃のがすまいと、無む言ごんで耳を澄すませる。


「シキモリは魔法を使い切って一度死んだのであろう。魂たましいは残ったが、死んだという事実に変わりはない。そこから人間に戻るのだから、いわば生まれ変わるようなもの。だから記憶が空からの状態から始まるのじゃ」


「えっと……つまり、僕ぼくがリセットされるってこと？」


　と和樹が訊きく。


「おそらく。新しい人生なのだから、それまでの出来事を抱えていても仕し方かたがない。赤あかん坊ぼうと同じじゃな」


「防ふせぐ方法、とかは」


「分からん。ないのかもしれん」


　和樹は愕がく然ぜんとした。自分の背はい後ごで、扉とびらが閉しまった気がした。


　もう、なにが起こったのかは分かる。理り解かいしたくなくても、事じ実じつがそうさせてくれなかった。エリザベートの言葉によって、その事実が目の前に突つきつけられていた。


　自分は生き返る。紫し乃のの残していった塵ちりを使えば、すぐにでも戻もどることができた。それには小こ瓶びんの蓋ふたを開けさえすればよい。


　だがそれは、これまでの人生を放ほう棄きすることに他ほかならなかった。幼よう児じ期きから小学生、中学生。現在の高校生活までもが失われる。


　そして夕菜たちとの出会いも。


　和樹はなにか言おうとしたが、言葉が出てこなかった。無む意い識しきのうちに、腕うでをさすっていた。


「で、でもさ」


　ようやく喋しやべった。声が震ふるえていた。


「幽ゆう霊れいのまま、いるってこともできるんだよ。べ、別にこのままでも物は食べられるし、話もできる。身体からだはたまに痛くなるけど……あっ」


　自分の腕うでを見て、絶ぜつ句くした。


　色が薄うすれていた。幽霊になりたてのころのように透すけていて、向こうの畳たたみが見えている。しかも輪りん郭かくがぶれ、時々二に重じゆうになっていた。


　腕を振ふったが直なおらない。茫ぼう然ぜんとしたまま、眺ながめるしかない。


　しばらくすると、腕は落ち着きを取り戻したように元へ戻った。


「今の……」


「一番不安定な時じ期きなのよ。全身に痛みが走るか、さもなくば身体が透とう明めい化かする。この本にも書いてあった」


　玖里子がぽつりとつぶやく。


「放ほうっておいたらどうなるか分からない。ずっと不安定なままかもしれないし、本当に死んじゃうかもしれない。安あん定ていさせるには最後の塵ちりを使うしかないわ。だけどそうすると──」


　記き憶おくは消えてしまう。


　長い長い沈ちん黙もくが降おりた。誰だれもが口をつぐんだ。


「い……いやです、そんなの」


　最初に声を上げたのは夕菜だった。


「和樹さんが人間にもどったら、忘れちゃうんですよね、なにもかも」


「…………」


　皆みな、言葉を発さない。


「そんなのってないです。今までのことが、全部なくなっちゃうじゃないですか。わたしのこと、玖里子さん、凜りんさん……伊い庭ば先生や紅あか尉い先生、紫乃先生、エリザベートさん、Ｂ組のみんな……それを全部忘れちゃうんですよ。そ、そんなの……そんなのひどすぎます!!」


　いつになく彼女は叫さけんでいた。ときおり言葉がつかえるのは、胸きよう中ちゆうから思いが一度に溢あふれたためか。


「わたし、和樹さんのことを忘れたくないです。なにがあっても、絶ぜつ対たいに忘れないと言い切れます。公こう園えんで初はじめて会ったときからずっと、ずっと覚えています。沢たく山さんのことを経験したんです。忘れられるわけないじゃないですか。なのに……なのに、和樹さんが……」


　彼女はピンク色の塵ちりの詰つまった小こ瓶びんを拾ひろい上げた。


「こんなの捨すてちゃいます！」


　窓まどから投げようとする。玖里子が急いでその手を摑つかむ。


「なにするのよ！」


「離はなしてください！」


　夕菜は小瓶を握にぎったままもがいていた。サッシに手をかける。彼女よりも背の高い玖里子が手を焼いた。制せい止しできない。


「やめなさいよ！　誰だれか手て伝つだって！」


　凜が駆かけ寄より、夕菜の身体からだを押おさえた。


「そのようなことをしては……！」


「夕菜ちゃん、落ちついて！」


　窓まど枠わくから引き離され、彼女は小瓶を落とした。よろめいて、尻しり餅もちをつく。


「どうして、邪じや魔まをするんです……」


「なんにもならないわよ」


　髪かみを乱みだし、息いきを弾はずませたまま、玖里子が言う。


「せっかくの最後の塵なのよ。捨てたら意味がないじゃない」


「だって……忘れられちゃうんですよ。それでもいいんですか!?」


　夕菜の瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。挑いどむように言った。


「楽しかったことがたくさんあるのに、これからも、たくさんあるかもしれないのに。それが……」


「でも和樹が死ぬわけじゃないのよ。仕し方かたない……」


「仕方ないって……玖里子さんのことだって覚えてないかもしれないんですよ!?　凜さんだって！　そんなの絶対嫌いやです！」


「ごめん悪かった。落ちついて、夕菜ちゃん」


「忘れられたくありません！　だってわたしは和樹さんのことが……」


「お願い。ね、もうやめて」


「玖里子さんとは違ちがいます。わたしには和樹さんが全すべてなんです！」


「落ち着いてよ夕菜ちゃん」


「あなたは冷つめたいんですよ！　どうせ本気じゃありませんからね。そうやって冷れい静せいなふりして。なにがあったって悲かなしんだりなんか──」


「……落ちつけって言ってるでしょう!!」


　玖里子が力ちから一いつ杯ぱい壁かべを叩たたいた。轟ごう音おんが響ひびく。


　夕菜はびくっと身をすくませ、それから両手で顔を覆おおった。


　やけに広く感じられる室しつ内ないに、泣き声だけが響いた。


「ねえ夕菜ちゃん……よく考えて。あなたの気持ちは分かるわ。悲しむのもすごくよく分かる。でもね、これはあなたのことじゃない。あたしでも、凜でもない。他ほかの誰のことでもない、和樹の人生なのよ」


　玖里子はしゃがみ、夕菜の髪かみをなでた。そしてゆっくりと、嚙かんでふくめるように話した。


「このままだと和樹はずっと幽ゆう霊れいのままよ。人間に戻もどれるように、ずっと探していたんじゃない。これが最後のチャンスかもしれないのよ」


「そうですけど……でも……」


　夕菜はうつむいたまま首を振ふった。結ばれた髪が大きく揺ゆれる。


　玖里子は小さくため息をついた。


「凜。悪いけど、夕菜ちゃんを部屋まで連つれていって」


「ですが……」


「一人にしてあげたほうが気き分ぶんも収おさまるわ」


「はい」


　凜が夕菜になにごとか話しかける。彼女はうつむいたままだったが、何度かうなずくと立ち上がった。


　二人はゆっくりと和樹の部屋から出ていった。


　玖里子が大きく息をつく。彼女らしくない行こう為いだった。


「あたしも帰るわ。なんかすごく疲つかれた。エリザベートもごめんね。こんなにつきあわせちゃって」


「構かまわん」


「あとこれ、あんたが持ってて」


　彼女は小こ瓶びんを和樹に渡わたした。


「……僕が？」


「そうよ。あんたのでしょ。紫乃先生とか取り返しに来るかもしれないわよ。ちゃんとしまっておいて」


「でも、玖里子さんとかが持っていたほうが安あん全ぜんじゃないかと」


「駄だ目め。だって、あたしが捨すてちゃうから」


　玖里子は笑おうとして、失しつ敗ぱいした。心の奥おくに様さま々ざまなものをしまい込んでいる表情であった。


　そして彼女も、自分の部屋に戻もどっていった。


　六ろく畳じよう間まががらんとする。和樹とエリザベートだけが残されていた。


「……わらわには分からぬ心配じゃが」


　とエリザベートが言う。


「人間は大変じゃな」


　それを聞き、和樹は少しだけ苦く笑しようした。


「僕、幽ゆう霊れいだよ」


「今はな」


　少女が答える。


「だが今後はおぬしが決めねばならん。そうであろ」





　結局和樹はその日一日、授じゆ業ぎように出なかった。夕菜も出席した様よう子すはない。玖里子と凜がどうしたかは知らない。


　全身には痛みが走っていた。我が慢まんできないほどではないが、無む視しもできない。治おさまっているときは、身体からだが薄うすくなっていた。


　自分が不安定になっているのが分かる。記き憶おくもぼんやりとするのだ。直前までのことをふっと忘れたかと思うと、昔のことが突とつ然ぜん思い浮うかぶ。今なにをしているのかも分からなくなり、ずっと座すわっていたこともあった。


　昼食も食べずに自室にいた。窓から差し込む日光が次し第だいに傾かたむいていき、薄うす暗ぐらくなっていく。そのことにも気づかなかったので、電でん灯とうをつけることすら忘れていた。


　カーテンを閉めて布ふ団とんに横になる。そうしていたら夜になった。夕食の時間も過ぎていたが、空くう腹ふくではないのでどうでもよかった。


　今は身体は痛くない。代わりに浮ふ遊ゆう感かんがある。透とう明めい化かしているのだ。暗くら闇やみの中、恐おそる恐る手を見たら三さん重じゆうにも四よん重じゆうにもなっていた。ぶれがひどい、と思ったら違ちがった。


　震ふるえているのだ。


　ずっと黙だまっていたが、身体は噓うそをついていなかった。少し前までは思いもしなかったこと、人間に戻もどることによる恐きよう怖ふで覆おおわれている。


　忘れられることに夕菜は泣いた。記憶がなくなることを嫌いやがった。それは和樹も同じだった。過か去こが消きえ去さるのが怖こわい。


　貴き重ちような思い出。夕菜や玖里子、凜たちとの出会いがなにもかも消しよう滅めつしてしまう。別わかれるよりも辛つらく、身を切られるような痛みだった。


　実じつ際さいに塵ちりを使う。瞬しゆん時じに人間へと変化するだろう。同時に記憶もリセットされる。これも一瞬だ。やってしまえば、どうということはないはず。


　それだけに、実際におこなうことができない。たった一回の行こう為いでなにもかもが変わってしまうのである。自分が受け入れるには若わかすぎた。三人の少女たちと、繫つながりが深すぎた。


　そう、これは自分の問題だ。玖里子の言うとおり、望のぞむかどうかだ。不ふ安あん定ていな状態で、いつなにが起こるか分からずに怯おびえるか、吹ふっ切きってゼロから始めるか。


　考えがまとまらない。リラックスしようとして、ラジオのスイッチを入れた。家電製品は昼間の騒そう動どうであらかた破は壊かいされていたが、これだけはかろうじて残っていた。


　雑ざつ音おんと共に時じ報ほうが鳴った。もう明け方だ。アナウンサーの声が流れる。中ちゆう東とう情じよう勢せいについて原げん稿こうを読み上げていた。コーカサス地ち方ほうに続き、不ふ穏おんな動きがあるらしい。


　気き晴ばらしにもならなかった。音おん声せいを止める。そこで物もの音おとが聞こえた。


　スイッチを切ったときの静せい寂じやくが、その音を際きわだたせていた。かすかだが、廊ろう下かがきしみを上げていた。


　風などではない。誰だれか歩いている。ゆっくりと近づいていた。


　和樹の部屋の前で止まった。


　扉とびらがかちゃかちゃ音を立てる。合あい鍵かぎでもあるのか、さほど時間もかからず扉は開いた。


　和樹は布ふ団とんの中で身を縮ちぢめた。誰だ？　いったいなんの用だ？


　静かに入ってきた。廊下からの小さな明かりに照てらされてはいたが、顔は見えなかった。室内を見回している。


　なにを探しているんだろう……。そこまで考えて、はっと思いあたった。金きん品ぴんの少ない学生寮りように泥どろ棒ぼうが侵しん入にゆうすることはほとんどない。なのに和樹の部屋に忍しのび込こむのなら、目的は一つ。塵だ。


　するとこの影かげは紫乃か？　盗とられる前になんとかしないと。


　和樹は跳はね起おきた。小こ瓶びんは本と一いつ緒しよに机の上に置いてある。


　侵入者も気づいた。机に駆かけ寄よろうとする。


「待った！」


　和樹の声よりも一いつ瞬しゆん早く、人物は小瓶を取った。くるっと背を向け、廊下まで走ろうとする。


　手を伸のばしたが捕つかまえられない。前につんのめる。積つみ上あがっていた教科書を倒たおした。崩くずれて侵入者にぶつかる。少しだけひるんだ。


　もう一度手を伸ばす。足首を払はらうようになった。


　小さく悲ひ鳴めいを上げて相手は転ころんだ。その上にのしかかる。暴あばれるのを押おさえつけようとした。


「和樹さん、どうしたんです!?」


　扉の外から声がする。和樹は電気をつけるよう言う。


　明かりが点てん灯とうした。


　部屋の入り口には夕菜が立っている。後ろからは玖里子が覗のぞき込んでいた。二人とも、驚おどろきの表情をしていた。


　和樹も侵入者の顔を見た。そしてゆっくりと、その上から離はなれた。


「凜ちゃん……」


　凜は小瓶を取り落とし、上体を起こした。


　うつむき加か減げんで横を向いている。目を合わせることを、怖こわがっているようにも見えた。




[image: ]


「なんで……」


「…………」


　答えなかった。黙だまりこくっている。


「ねえ、凜ちゃん……」


「……だって」


　小さい声。彼女のこんな声は聞いたことがなかった。


「私だって……し……式森に、忘れて欲ほしくない。それは……好このましく、ない……」


「え……」


「塵ちりがなくなればいいと……思っていた。夕菜さんに捨すてて欲しいと。だが、そうならなかったから……いっそ、自分で……」


　和樹は戸と惑まどった。こんなに弱よわ々よわしく、消え入りそうな凜は、なにかの間ま違ちがいではないかと思った。


「でも、相手は僕ぼくなんだよ。僕の記き憶おくがなくなるんだから、好こう都つ合ごうなんじゃ……。そんな、凜ちゃんらしくない」


「いけないのか」


　さっと彼女は顔を上げた。


「私がそういうことを想おもっては……いけないのか」


「いや、いけないっていうか、その」


「夕菜さんだけが、お前のことを考えているのではない。お前は、お前は気づいていないだけだ」


「ちょっと、なに言ってるんだ凜ちゃん……」


「夕菜さんや玖里子さんが許ゆるされて、他ほかは駄だ目めなのか。それとも私がなにを思っていたか、知っていて言っているのか。お前といて、どれだけ楽しかったか……」


「凜ちゃん、凜ちゃん……」


「私だって……私だって……」


　そこまで言って、凜は口くち元もとを押おさえた。


　顔を背そむける。指の間から嗚お咽えつが漏もれた。かすかに、目め尻じりが光っているように見えた。


　和樹は立ちつくすしかなかった。少女が初めて見せる意い外がいな一面に、慰なぐさめることもできない。


「な……なにがなんだか、僕には……」


　かろうじてそれだけ漏らす。


　玖里子が近づき、和樹の頭を軽くはたいた。


「あたっ」


「鈍どん感かん」


　彼女は凜の腕うでを摑つかんで立たせた。


「まあ気持ちは分かるけどさ……無む茶ちやはやめなさいよ」


「だって、だって……」


　目を真っ赤にし、玖里子にしがみつく凜。胸むな元もとに顔を埋うずめる。


「もう……仕し方かたない娘こね」


　玖里子は彼女の髪かみを、ゆっくりとなでる。ふいに、なにごとか気づいたような顔になった。


「……塵ちりは？」


　和樹もはっとして、室内を見回した。


　塵の入った小こ瓶びんがない。凜が手て放ばなしたはずだが、見あたらない。どこにも落ちていなかった。


「なんで……」


「さっきまであったわよ？」


　和樹はしゃがみ込んだ。廊ろう下かまで転がったとは考えられない。室内にあるはずなのだが。


　そのとき、壁かべ際ぎわに立っていた少女が、すっと身体からだをずらした。


「あ……」


　和樹と玖里子は同時に声を上げた。


　夕菜の両手が、鈍にぶく光っていた。


　胸の前で包つつむ込こみように両手を合わせ、きつく握にぎりしめている。その手の中に、小瓶があった。


　和樹が近づく。と、彼女は怯おびえたように後ろに下がった。


「夕……」


「…………」


　無言のまま、手を後ろに回す。壁を背せにしていた。


　玖里子が凜をそっと離はなし、夕菜に言った。


「夕菜ちゃん、それは和樹のなのよ」


「嫌いやです……」


　彼女はつぶやく。


「渡わたしたくありません……」


「そんなこと言っちゃ駄だ目め。人間になれなくなるの」


「嫌……嫌なんです！　和樹さんに忘れて欲ほしくありません！　絶対に！」


「わがままなんか言ってる場合じゃないでしょう!?」


「わがままだって知ってます！　でも嫌なんです！」


　夕菜は叫さけんだ。泣きながら、叫んでいた。


「今までのことがなくなるなんて嫌！　和樹さんが和樹さんじゃなくなるなんて嫌！　そんなの間ま違ちがってます！」


　髪かみを振ふり乱みだしていた。手が真っ白になるまで、小瓶を強く摑つかんでいる。張はり裂さけそうな声が発せられるたびに、涙なみだが宙ちゆうに舞まっていた。


「わたしまだ、和樹さんにお弁当作ってあげてない。一いつ緒しよにお買い物だって行ってない。キスだって、してない……なのに、和樹さんが……」


「夕菜……」


　和樹が声をかける。だが、感かん情じように翻ほん弄ろうされている少女の耳には届いていない。


「そんなのやだ！」


　彼女はばっと窓の方を向いた。手に持った小こ瓶びんを振ふりかぶる。


「こんなもの！」


「夕菜！」


　和樹は声を振り絞しぼった。


　投げられる寸すん前ぜんだった。思いがけない大だい音おん声じように、動きが止まっていた。


「分かった。いいよ……捨てても」


　彼ははっきりと言った。


「僕は、ずっとこのままでいる。君が望のぞむなら、このままで」


「和樹さん……」


「僕だって忘れたくないんだ。夕菜のことを。それだけじゃない、みんなのことを覚えていたい。気持ちは同じだよ」


　静かに微笑ほほえむ。安心させようとしたのではなく、自然と笑え顔がおになっていた。


「幽ゆう霊れいだって悪くないさ。最近ずっとそうだったんだから。だからそれは……っ！」


　声が出なくなった。


　視し界かいが歪ゆがむ。部屋が回かい転てんしたようになり、平へい衡こう感かん覚かくが失われる。全身は薄うすくなり、大きくぶれていた。


「くそっ……またか……」


　たまらずしゃがみ込む。今度は痛いたみも襲おそっていた。


「長いな……。夕菜、早く……それを捨すてて」


　和樹は苦くるしみに耐たえながら口を開いた。


「そんなのがあるから、痛みが続くんだ。遠くに投げてくれ……」


　よろめきながら立ち上がる。窓に近づいて、開けた。


「いいよ……さあ」


　夕菜は再び握にぎりしめる。外を見、そして──


　小瓶を、落とした。


　うつむいていた。全身から力が抜ぬけたようになり、彼女は壁かべに寄よりかかる。かすれた声で言っていた。


「できるわけ……ないじゃないですか」


　涙なみだが頰ほおから落ちていく。足元に一つずつ、わずかな染しみを残していく。


「和樹さんが苦しんでいるのに、捨てられるわけないじゃないですか。わたしのわがままで、最愛の人を……」


　夕菜は小瓶を拾ひろうと和樹に差し出す。


「使ってください」


　下を向いたまま、言った。


「でも……」


「開けてください……早く開けてください！」


　彼女は叫さけんだ。


「でないとわたし、わたし……本当に捨てちゃいますから……」


「……分かった」


　ぶれは治おさまらないが、触ふれることができた。栓せんに触れる。軽く力を加えると抜ぬけた。


　ピンク色の塵ちりが舞まい上あがる。きらきら光りながら空中に広がり、ゆっくり回り始めた。和樹の頭ず上じようにくると、少しずつ、霧きりのように拡かく散さんしながら落ちていく。


　身体に触れるたび、塵は和樹の中へ吸いこまれていった。


　やがて痛みが消えていく。不ふ快かい感かんもなくなっていき、肉体が形かたち作づくられるのが感じられる。同時に、視界がぼやけていった。


　目の奥おくが痺しびれる。三人の姿がかすれていた。解かい像ぞう度どが落ちていくように、見えなくなっていく。


　感覚も急速に薄うすれる。意識が消えていく。なにも考えられない。自分が何者で、どこにいるのかも知ち覚かくできない。する必要もない。どうでもいい。


（……ずきさん……）


　この声は、誰だ？


（和樹さん……）


　少女だ。聞いたことのない声。


（今までありがとうございます……。もう、覚えていて欲ほしいとは……言いません）


　小さいが、しっかりとした口く調ちようだった。かすかに、本当にかすかに懐なつかしさを覚えた。


（でもわたしは忘れません……わたしは……忘れませんから……）


　そして彼の意識は飛んだ。





　　　　○





　部へ屋やにいた。


　建物の一室だ。畳たたみの六畳じよう間ま。机つくえに椅い子す。時計にカレンダー。畳たたまれた布ふ団とんと上に置かれた学生鞄かばん。


　そして少女が三人、彼の前にいた。


　右みぎ端はしは背が高く、左端は低い。真ん中はその中間だった。


　三人はじっと彼を見ている。やがて、中央の一人が前に進み出た。


「戻もどったんですね」


　言われて彼は自分を眺ながめる。どこかに変なところがあるとは思えない。


「よかった……」


　少女は悲しげな顔をしながらも、胸をなで下ろした。


「思ったより時間がかかって、心配しました。でも、もう大だい丈じよう夫ぶです。なんともありません」


　教えるように、彼女は喋しやべっていた。まるで母親のようだ。


「これから、学校に行きます。……心配しないで。わたしが、ずっと側そばにいます。全部教えてあげますから」


「あ……」


　彼は口を開いた。うまく言葉が出てこない。


「ありが……とう」


「お礼れいなんか、いりません」


「ありがとう、夕菜」


　少女の目が、信じられないという風に、大きく見開かれた。


　和樹は言った。


「夕菜、だろ」


「和樹さん！」


　彼女はその胸に飛び込んだ。





　そろそろ朝になる時間だったが、登とう校こうにはまだ余よ裕ゆうがあった。


「でもさあ、あんたなんで記き憶おくがあるのよ」


　瞳ひとみに安あん堵ど感かんを漂ただよわせつつも、呆あきれたように玖里子が訊きいた。


「さあ……」


　こう答えるしかない。なにしろ目を開けたら、全すべてを覚えていたのだ。


「あの本、間ま違ちがっていたのでしょうか。かなり古いものですし」


　凜が、和樹に抱だきついたまま離はなれない夕菜を横よこ目めで眺ながめつつ言う。


「かもねえ……」


　突とつ然ぜん、しわがれた音おん声せいが鳴り響ひびいた。


　ラジオのスイッチが入っていた。スピーカーからはアナウンサーが、北米に出現した六つ目のハリケーンと南米での火山の噴ふん火か。中ちゆう東とう情じよう勢せいのいっそうの深しん刻こく化かを早口で伝つたえていた。


「な、なん……」


　誰も気がつかなかったが、このとき部屋の扉とびらが静かに開いていた。


「やっぱり」


　背はい後ごから声がし、和樹たちは飛び上がった。


　振ふり向くと、そこにはいつもの教きよう育いく実じつ習しゆう生せいがいた。


「しっ、紫乃先生」


「あれほど止めたのに、人間に戻もどったのですね」


　恨うらめしそうな口く調ちようである。いつもは静かな笑えみを絶たやさない彼女だったが、今度ばかりは苦にがり切きった表情をしていた。


「い、いいじゃないですか」


　和樹はつっかえながら言った。


「僕は戻りたかったんです。先生は記憶の心配をしてくれたみたいですが、この通りなにもかも、全部覚えていますよ」


「記憶？　誰がそんなことを言いました」


「え？」


　紫乃の台詞せりふに、四人はきょとんとした。


「わたくしは、和樹君のことだけを心配していたのではありません。人間になったところで、別に関係ないです」


「じゃあなんで、僕の塵ちりを渡わたそうとしなかったんですか」


「説明しましょうか？」


　彼女は背後をちらりと見て、うながした。


　部屋に入ってきたのは、長ちよう髪はつの養よう護ご教きよう諭ゆであった。


「紅尉先生まで……」


「塵が全部集まったようだな。式森君も元気になってなにより、ではあるのだが」


　紅尉晴はる明あきは淡たん々たんと言葉を継ついだ。


「厄やつ介かいなことになった」


「……はあ」


「こう見えても私は生徒思いでね。君が人間になりたいというなら、その願いをかなえてあげるのが自然だと考える。なるべく戻れるようにと、それなりに手は尽つくしてきたつもりだ」


「そうですかあ？」


　不ふ審しんな目で兄きよう妹だいを眺ながめる。


「そうとも。紫乃を呼んだのも事じ態たいを悪あつ化かさせないためと、この件を葵学園だけに留とどめておくためだ。噂うわさが広がるのを防ふせがなければならんし、馬ば鹿か馬鹿しい騒さわぎの方がまだましだからな。そうすればいずれ、なんの支し障しようもなく人間に戻もどる手しゆ段だんが見つかったかもしれない」


「でも僕はちゃんと元通りになりましたよ」


「違ちがう。君は以前の君ではない。魔ま法ほうだけは使うな」


「使ったらどうなるんです」


「知りたいのかね」


「そりゃそうです」


「じゃあ教えよう。世界が滅めつ亡ぼうする」


　あっさりと、紅尉は言った。


　和樹と三人の女の子たちは、しばらくの間、なにを言われたのか理解できないままでいた。


「……あのー……」


「世界が滅ほろぶ。だから魔法は使うな」


　紅尉は表情を変えない。それが大したことではなく、なにかのついでに告げたような口ぶりであった。


「い……いいいいったいなんなんです!!」


　動どう転てんしたまま和樹は言った。


「そんな冗じよう談だんみたいな……！」


「冗談など言わん。今の君は魔力を放ほう出しゆつするたびに世界に被ひ害がいをもたらすのだ。使い続けたらどうなるか想そう像ぞうしたくない」


「でも世界滅亡なんて……」


　紅尉は黙だまってラジオを指さす。ニュースはまだ続いており、アフリカの異い常じよう低てい温おんと極きよく地ちの気き温おん上じよう昇しよう、中東で国境地帯に軍隊が集結していることを告げていた。


　さっきより、さらに深しん刻こくさを増ましたようであった。


「すでに影えい響きようは出ている」


「あ……」


　和樹はへなへなと崩くずれ落ちた。


「これ、もしかして、僕のせい……」


「そう。使ってないのにこれだ。だから君が人間に戻もどるのを引き延のばしていたのだ。いずれ収まるだろうが、魔法を使ったらまた発生するからな。よく覚えておくように」


　半分目を回しそうになる。自分に降りかかった出来事を、嘆なげくことすら忘れていた。


「あの……先生はどうしてこのことを知って……」


「国立の研究所と繫つながりがある。以前から式森君のことを追っていた。過か剰じような介かい入にゆうにならないよう、風椿理事とはかなり話し合ったぞ。おかげで政界への影響力拡かく大だいの協力と、寄き付ふ金きんを約束させられた。理事の手にのってしまい、大だい損そん害がいだ」


「そういうことならもっと早く教えてくれたって！」


「そうしたら信じたのかね？」


　絶ぜつ句くする和樹。隣となりで玖里子が手を上げた。


「あのさ、世界が滅ぶくらいって、やっぱ和樹の魔力は前より上がったの？」


「そうだな」


「ふーん。とすると……」


　彼女はくるりと和樹の方を向く。


「ねえ和樹。あなたの身に起こった不ふ幸こうはとても悲しいわ。あたしの部屋でゆっくり話し合わない？　ベッドもシャワーもあるわよ」


　そう言いながら腕うでを摑つかんで、無理に引っ張っていこうとする。


「なにするんです！」


「野や暮ぼねえ。アレが目当てよ決まってるじゃない。前よりも凄すごいんだからさ」


「なんてことを！」


　二人の間に夕菜が割わって入はいった。玖里子を睨にらみつける。


「またそんなことばっかり！　人間に戻ったのを喜よろこんだりしないんですか！」


「そうです。式森は疲つかれているのです。私の室内の方が落ち着けます」


「凜さん!?」


「別に式森は夕菜さんだけのものではありませんから」


「こらー！」


　揉もみくちゃになった。


　それぞれ罵ののしり、摑み合ったりしている。和樹は彼女らがいさかいをしている横で、ただおろおろしていた。


　紫乃がさも呆あきれたかのように首を振ふる。


「先が思いやられますね」


「まったく。少し異い性せいに迫せまられたくらいでうろたえる少年に、世界の命めい運うんは握にぎられているのだからな」


　紅尉も、困こまったものだという口調であった。和樹は夕菜たちを仲ちゆう裁さいしながら、大声で反はん駁ばくする。


「少しは僕の身になってください！」


「誰が君の身になぞなるか。間ま違ちがっても魔法を使ったり、使い切ったりしないようにしたまえ」


「どうしてそう冷れい静せいなんです！　世界の命運がかかってるんでしょう!?」


「手は色々打ってあるし、これからも打つ。だが君が使わないようにすることが、一番重要なのだ。心するように」


「そんなー！　せっかく人間に戻ったのに！」


　世にも情なさけない声で、和樹は嘆なげいた。


「和樹さん！」


「和樹！」


「式森！」
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　女の子たちが三さん者しや三さん様ように叫さけぶ。その声は、どれも明るい。


　開け放たれた窓から、さわやかな風が吹ふき込こむ。昇のぼりきった太たい陽ようが、日ひ射ざしを存ぞん分ぶんに注そそいできた。


　それは彼らに告つげる、新しい朝であった。




　番外編一　ザ・ワイルド・ツー










　日にち曜よう日び、式しき森もり和かず樹きは一日中ごろごろしていた。


　葵あおい学がく園えんは全ぜん寮りよう制せいだが、土ど曜ようだけは外がい泊はくが許ゆるされている。だから週末は泊とまりがけで遊あそびに行く等などの選せん択たく肢しがあるのだが、今日に限ってなにもしなかったのだ。遊びたい盛さかりの学生とはいえ、なにもすることがない日もある。なのでこの日曜日は退たい屈くつと暇ひまが友とも達だちだった。


　和樹は朝からテレビと漫まん画がを交こう互ごに眺ながめていた。アニメの再放送とバラエティを観みて、週しゆう刊かん雑ざつ誌しをまとめ読みする。それなりに時間は過ぎたが、感かん性せいもヒマしているためか、どうにも面おも白しろくない。すぐに飽あきてしまった。


　テレビを消して漫画を放ほうり出す。じっとしているのもなんなので、一階の食しよく堂どうに下りることにした。


　食堂にはそれなりに人がいた。やはりすることがないのか、ぼーっとした顔をして、遅おそい昼食か早い夕食を取っていた。


　和樹はトレイにジュースだけを載のせた。


「和樹さーん」


　きょろきょろしていると、奥おくから声がかかった。


　夕ゆう菜なが手を振ふっていた。外出していたのか、上着を着たままだ。彼女は意外と活かつ動どう的てきで、休みの日はあちこち遊びに行く。今日は買い物にでも出かけていたのだろう。


　彼女の横に座すわった。


「なんかぼーっとしてますね。ずっと寮にいたんですか？」


「うん」


　和樹はあくびをした。


「夕菜は？」


「松まつ田ださんたちとお買い物です」


　にこやかに夕菜は言った。同じテーブルには、クラスメートの松田和かず美みと杜もり崎さき沙さ弓ゆみがいた。


「楽しかったですよ。お買い物だけじゃなくて、お昼ご飯はんも食べたし、お茶も飲みました」「あたしが紅こう茶ちや専せん門もんの喫きつ茶さ店てんに連つれていったんだけど、気に入ってくれたみたい」


　和美が言った。


「松田さん、紅茶に詳くわしいんですよ。美お味いしかったです」


「へえ……」


　感かん心しんした。和美はクラスで一、二を争うトラブル大好き、平へい穏おん無ぶ事じ大だい嫌きらいな女子生徒である。陰いん謀ぼうとか強請ゆすりが趣しゆ味みで、とにかくアンモラルという言葉がよく似に合あうのだ。


　和樹はそんな側そく面めんしか知らないので、女の子らしいところを見せられると驚おどろく。良く考えれば不思議はないのだが。


「和樹さんはなにしてたんですか？」


「寝たり漫まん画がを読んだり」


「もう、不ふ健けん康こうですよ。そんなことじゃ」


「退たい屈くつなんだ」


　和樹は苦く笑しようしながら、ジュースを飲んだ。


「そうね。確かに今はやることないから暇ひまかもね」


　珍めずらしく和美が似たようなことを言った。


「そうだよね。テストも体たい育いく祭さいも文ぶん化か祭さいもないし」


「そうそう。テストがあれば出しゆつ題だい範はん囲いの予よ想そう屋やで儲もうけられるし、体育祭なら他クラスに攻こう撃げきが仕し掛かけられるわ。文化祭なら来校者から金をむしることだって可能よ。そんな楽しいことがなにもないのよねえ」


「…………」


　和樹は彼かの女じよに感心した直前の行こう為いを、記き憶おくから消そうとした。やはり和美は和美なのであった。


「ひとつ、ドカーンと派は手でなことでもないかしら」


「……なくていいじゃん」


「寂さびしくて死んじゃう」


「ウサギか」


　和樹は彼女を気にしないことにした。こんなことに付き合っていては、Ｂ組にはいられない。


　軽かろやかなメロデイが食堂に流れる。時じ報ほうであった。


　夕菜がなにかに気づいたように顔を上げた。


「そろそろ門もん限げんですね」


　葵学園は土曜日の外がい泊はくが許ゆるされている分、日曜日の門限は厳きびしく管かん理りされているのだ。遅おくれると様さま々ざまな罰ばつ則そくがある。


「みんないるから気にしなくても」


「でも凜りんさんが出かけたままなんです」


　彼女は心配そうに言った。


「玖く里り子こさんに聞いたんですけど、凜さん、静しず岡おかに行ったんですよ。実じつ家かに用があったらしくて」


「珍めずらしいね」


「まだ帰ってないみたいですから、門限を破やぶっちゃうんじゃないかと思ってるんですけど……」


　不安げな夕菜。そう言われると、和樹も気になってきた。


　ちょうどそこに、風かぜ椿つばき玖里子が通りかかった。


「あ、玖里子さん。凜さん帰ってきました？」


「誰だれ？」


　玖里子は食べ終わったところなのか、トレイを返へん却きやくしようとしているところだった。


「凜さんです。外出しているんですけど」


「ああ。さっき見た。そこにいるわよ」


　彼女が指ゆびさすと、ちょうど神かみ城しろ凜が食堂に入るところであった。


　凜は玖里子と入れ替かわる感じで、和樹たちのところへやって来た。椅い子すをかき分けるようにして近ちか寄よる。


「お帰りなさい。門限、大だい丈じよう夫ぶでした？」


　夕菜が訊きく。


「ええ。危あぶないところでした。電でん車しやが遅おくれてしまって」


「実家に帰ってたんですよね」


「突とつ然ぜんの呼び出しです。久しぶりに戻もどったら、本ほん家けからも人が来ていて大変で……ああ、式森、これ」


　凜は手に提さげていたビニール袋ぶくろを和樹に渡わたした。


「なにこれ？」


「土産みやげだ。実家の豆とう腐ふ」


「あ……ああ。ありがと」


　和樹は若じやつ干かん戸と惑まどいながら受け取った。剣けん豪ごう少しよう女じよと豆腐とは変わった組み合わせだが、家が豆腐屋なのである。


「絹ごしと胡ご麻ま。夕菜さんの分も入っているからな」


「どうもありがとう。もらっちゃっていいの？」


「構かまわん。遠えん慮りよしないで食べてくれ」


「うん……これを取りに行ってたの？」


「いや。さっきも言ったが、本家の方で色々と……」


　不ふ意いに彼女の眼めが細ほそまった。


「凜ちゃん？」


　和樹は声をかけた。いきなり無む言ごんになり、しかも身体からだを硬かたくしたのだ。


　凜の視線の先には、一人でコーヒーを飲んでいる沙弓の姿すがたがあった。


　じっとその姿を見ている。そこには友好的なものが少しもない。緊きん張ちよう感かんだけが存そん在ざいしていた。


「……ねえ、凜ちゃん？」


「ん……ああ」


　凜は目を離はなさず返へん事じをした。


「すまなかったな式森。邪じや魔まをした」


「別に邪魔ってことも……」


「それじゃあ」


　和樹に付け加えさせず、凜はボストンバッグを下げて出ていった。


　話を強ごう引いんに打ち切られ、なんとなく無言になった。


　和樹だけではなく、夕菜も戸惑っている。和美はなにを考えているか分からないが、やはり居い心地ごこちが悪そうだ。平へい然ぜんとしているのはひとりだけ。


「あの……杜崎さん」


　和樹がそのひとりに、恐おそる恐るといった感じで声をかけた。


「なに」


　沙弓が目だけを動かす。


「凜ちゃんと、なんかあったの？」


「なんで」


「いや……二人ともなんかこう……張りつめているみたいだから」


「そう」


　面めん倒どうくさそうに、彼女は返事をした。明らかに、凜が来てから態度を変化させていた。


「四割守しゆ銭せん奴ど四割陰いん謀ぼう、残りの二割は得え体たいの知れないクルクルパー」と言われるＢ組の中で、沙弓はかなり「マトモ」な部ぶ類るいに入る。口数も少なく、奇き怪かいな行動もない。逆ぎやくにそのためＢ組内で浮うくこともあり、クラスメートたちから「ウチで一番変わっているのは杜崎」と言われることもある。それくらい普ふ通つうであった。


　あまり好こう悪おを表面に出すタイプではない。その彼女がわずかとはいえ、凜を嫌きらう素そ振ぶりを見せたのは珍めずらしいことであった。


「凜ちゃんのこと、嫌い？」


「どうでもいいでしょ」


「んー、でも、凜ちゃんも杜崎さんのこと知ってるみたいだし」


「向こうが知ってるからって、愛あい想そよくしなきゃならない法はないわよ」


「まあ、そうなんだけど……でもさ」


「しつこいわね」


　眼まな差ざしが鋭するどくなる。冷つめたさを伴ともなった拒きよ絶ぜつ感かんが押おし寄せてきた。


　和樹は沙弓が格かく闘とう技ぎのプロだということを思い出し、絶ぜつ句くする。


　しばらく戸と惑まどっていると、彼女がふっと表情を和やわらげた。


「そんなに知りたいなら教えてあげるけど……前に、私の家と神城凜の本家は仲が悪いって、言わなかった？」


「あ……そう言えば」


　思いあたることがあった。修学旅行で京都に行った際さい、そのことでトラブルに巻き込まれたのである。


「神城の本家は九州で、うちもそうなのよ。どちらも馬ば鹿かみたいに歴れき史しが古くて、家系図を広げると端はしがかすんじゃうほどの旧きゆう家か。名めい家かってはやし立てる人もいるけど……かびの匂においに気合いが入っているだけだと思うわ。それが山ひとつ隔へだてた近所にあるのよ。いつも眺ながめるには遠くて、無む視しするには近い距きよ離り。でまあ、旧家どうしにつきもののいざこざがあって、二つは対たい立りつしてるわけ」


「どんな対立なの？」


「さあ。どっちも化ばけ物もの退たい治じを売りにしているから、路ろ線せんの違ちがいじゃないの。小さいころ聞いたけど忘れたわ。あまり興きよう味みもないし」


　どこか他ひ人と事ごとのような言い方であった。本当に興味がないのであろう。


「杜崎さん、凜ちゃんのことずっと知ってたの」


「知らない。いつだったか学校の名めい簿ぼを見たけど、それでも気づかなかった。実家から連れん絡らくがあって、初めて神城の人間だって分かった」


「実家の人は知ってたんだ」


「気にしてるのよ。嫌きらいだから、余よ計けいにね」


　沙弓は目の前のコーヒーカップを口につけ、一気に飲み干ほした。話はこれで終わり、と言いたげだった。


　あえて和樹は訊きいた。


「凜ちゃんも杜崎の家のこと、知ってるのかな」


「どうかしら。訊けば？」


「でも訊けるような雰ふん囲い気きでもなかったから……」


　先ほどの凜は、いつにもまして冷たかった。もともと愛あい想そのいい方ではないが、あそこまで素そっ気けないのも珍めずらしい。


「そうですね」


　黙だまって聞いていた夕菜が口を挟はさんだ。


「最近の凜さんは、もっと柔やわらかくなってたんですけど」


「ああ」


　沙弓は肩かたをすくめた。


「私と同じ手て紙がみをもらったんでしょう」


「手紙？」


　和樹と夕菜は同じ台詞せりふを口にした。


「これ」


　沙弓は自分のバッグから、一通の封ふう筒とうを出した。


　和樹が受け取った。変へん哲てつのない茶封筒で、表に寮りようの住所と沙弓宛あての名が書いてある。


「読んでいいわよ」


　言われるままに、中から手紙を出した。


「『拝はい復ふく　秋も深くなってまいりました。沙弓様もご健けん勝しようのことと存じ上げます』……これ、家族からの手紙だよね？」


「うちって堅かたいの。挨あい拶さつや実家の出来事は関係ないからとばして」


「分かった。えーと、『さて、このたび杜崎家、神城家双そう方ほうの同意より、永なが年ねんの雌し雄ゆうを決するべく代表者選せん抜ばつのうえ果はたし合あいをすることと相あい成なりました。親族一同の会議の末、沙弓様を杜崎家代表として選ばせていただいたことをお知らせ申し上げます。つきましては日時をお知らせの上』……って、これ決けつ闘とうするってこと!?」


　和樹は思わず大声を出した。杜崎家を代表して、神城と戦えというのだ。


　夕菜も驚おどろいて口に手を当てている。が、沙弓は平然としていた。


「そう」


「で、でも、凜ちゃんの実家と戦うわけだよね!?」


「相手は神城凜みたい。あの態たい度どからいって、向こうも知ってるんでしょう」


　彼女は世せ間けん話ばなしのつもりのようだが、和樹の驚きは収まっていなかった。


「凜ちゃんと決闘なんてことしたら……」


「確か決闘罪ざいってのがあったと思うけど。捕つかまるのかしら」


「それで、ど、どうするの？」


「どうもこうもない」


　さもつまらなさそうに言った。


「やらないわよ。果たし合いなんてアナクロニズム」


「あ……そうなの」


　とりあえず安心した。友人と同どう級きゆう生せいが戦うところなど、あまり見たくもない。


「じゃあ、ご実家にも断ことわりを入れるんですね」


　同じようにほっとした夕菜が言った。


「別に」


「いいんですか？」


「いいわよ。そのうち忘れる」


「杜崎さんの立場が悪くなったりとか……」


「そうねえ。その手紙って五通目なのよ。前に来たのには、決闘しないと勘かん当どうするみたいなことが書いてあった」


　あっさりと答える沙弓。逆に和樹は唾つばを飲み込んだ。


「ならまずいんじゃ……！」


「もともと立場は良くないから。それに修学旅行で式森君たちにも迷めい惑わくかけたでしょう。ここで従したがってもしょうがない。ま、あまり心配しないで」


　沙弓は椅い子すを引いて立ち上がった。本当に話を終わらせるらしい。


　彼女は空からになったコーヒーカップをトレイに載のせると、返へん却きやく口ぐちへと歩いていった。


　和樹たちは部屋に帰る姿を、茫ぼう然ぜんと見送った。


「大だい丈じよう夫ぶなのかな」


　室しつ温おんでぬるくなってしまったジュースに口をつけた。


「杜崎さんは平気みたいでしたけど……」


　夕菜も心配そうであった。当人は平然としていても、内容が内容だけに気にかかる。


「凜ちゃんのこともあるしねえ……」


「そうですね……」


「それほど心配しなくていいわよ。沙弓は前からああだから、本当に平気なんじゃないかしら」


　と言ったのは、なにも喋しやべっていなかった和美であった。


「松田さん、杜崎さんのこと前から知ってたっけ」


「中学が一いつ緒しよだった。あの娘こ二年の時、叔お父じさんの家に越こしてきたのよ」


　和美はサンドイッチを頰ほお張ばりながら語った。


「それほど話したりはしなかったけど、まあ友達だったわね。一番仲良しだったのはＦにいた山やま瀬せだけど」


「そっか。でも、同級生だったんだよね」


「まあね。あのころから背は高かったけど、それほど目立ってなかったわよ。どっちかというと大人おとなしかったし。本とか好きなタイプよね」


「ふーん」


　相あいづちを打ったものの、和樹にはピンとこなかった。沙弓は静かではあるものの、大人しいという印いん象しようはない。


「あまりそんな感じはしないね」


「そうね。でもあたしだって、あの娘が格かく闘とう技ぎやってるなんて知らなかった。大人しそうな顔の裏うらで、トンボの羽はねをむしるくらいはしてたと思うけど」


　余よ計けいなことを付け加くわえるのが和美であった。


　食堂が混こみはじめた。かなり埋うまってきたので、和樹と夕菜は席を詰つめた。


「凜ちゃんのところに行ったほうがいいかな」


　ふと思い出し、和樹は言った。


「ええ。凜さんちょっと不ふ機き嫌げんそうでしたし」


　さっきも沙弓と目を合わせようとしなかった。意識はしているようだが、話をしたくないのがありありと分かった。


「式森君と夕菜、神城凜と仲良かったっけ」


「うん。まあ」


「なら説せつ得とく次し第だいで、二人の対戦なんてのも見られるわね」


　和美の言葉に、和樹は顔をしかめた。


「そうかもしれないけど、でもね」


「二人が戦ったら面おも白しろそう。見たいと言えば見たいわね」


「僕ぼくはそうならないといいなって思うよ」


　和樹は立ち上がった。そして夕菜と共に、なにやら考え事をしている和美を残し、食堂を出ていった。





　凜は部屋にいた。ノックすると、すぐに開いた。


「はい？」


　彼女は硬かたい表情をしていたが、二人を見るとすぐ元に戻もどした。


「式森と……夕菜さんか」


「凜ちゃん、ちょっといいかな」


「構かまわんぞ」


　和樹は、わざわざ来たものの女の子の部屋に入るのはまずいかと思ったが、凜がうながしたので足を踏ふみ入れた。


　凜の部屋は畳たたみ敷じきだった。荷に物もつはきちんと整せい理りされ、掃そう除じも行き届いている。ただポスターもなければぬいぐるみもないので、簡かん素そすぎるきらいはあった。


「なんの用だ」


「さっき杜崎さんに聞いたんだけど……」


　和樹は畳に座すわり、手て短みじかに話した。


　話の途と中ちゆうで、果たし合いのところをあえて強きよう調ちようしたが、彼女はとくに驚おどろかなかった。


　凜は最後まで無む言ごんで聞き、終わるとゆっくりうなずいた。


「その話は、実家に帰ったときにされた」


「やっぱり……」


　和樹は夕菜と共に息をついた。


「杜崎の娘むすめと決着をつけろと言われた。家の名めい誉よがかかっているのだそうだ」


「凜ちゃんがやる必要があるの？」


「都と内ないに神城の人間は、私しかいない」


「でも、少し勝かつ手てですね。凜さんにあんなことをしておいて」


　夕菜が頰ほおを膨ふくらませた。


「本家も兄がいなくなってから、柔やわらかくなったみたいですから」


　凜は立ち上がり、ポットと湯ゆ飲のみを用意した。ほうじ茶を注ついで、和樹と夕菜の前に置く。


「凜ちゃんはどうなの？」


　和樹はお茶をすすりながら訊きいた。


「なんかあまり杜崎さんのこと、好きじゃないみたいだけど」


「好きになる理由はない。本家とは縁えんが薄うすいから、反対に杜崎の人間と仲良くしろと言われても困こまる」


「そりゃそうかもしれないけれど……」


　凜と沙弓が会話をしているところなど見たことないから、関係がないことは分かる。それに、さきほども実によそよそしかったから、実家同士云うん々ぬんではなく波は長ちようが合わないのであろう。


「私だって好き嫌きらいくらいはある」


「まあね……」


「じゃあ、凜さんは杜崎さんと決けつ闘とうするつもりなんですか？」


　夕菜が言った。


「いえ、それはないです」


　凜は即そく答とうした。


「本家とは実家経けい由ゆで連れん絡らくを取ることが少しあるくらいで、ほとんど縁がありません。従したがう気はないです。もっとも」


　凜の顔が少しだけこわばった。


「一度は格かく闘とう家かと手合わせしたい気持ちもありますが」


　少しだけ、和樹の背せ筋すじが寒さむくなった。


　見み慣なれてしまったが、凜は剣けん術じゆつの達たつ人じんである。部活こそ生せい物ぶつ部ぶだが、その腕うで前まえは高校生離ばなれしたものがあった。事実、剣けん道どう大たい会かいでは有名人なのだ。


　最近はずいぶん丸くなったが、ときおりこういった剣気みたいなものを見せる。それは皮ひ膚ふに突つき刺ささる鋭するどさを持っていた。彼女自身は剣術が好きではないようだが、やはり血ちが流れているのだ。


　和樹と夕菜が黙だまった。それに気づいたか、凜が急いで付け加えた。


「ああ、もちろん向こう次し第だいです。いくら私でも、嫌いやがる者と無む理り矢や理り戦ったりはしません。向こうがやる気なら、です」


「そうだよね」


　和樹は胸むねをなで下ろした。


　凜がそんな和樹を見て、複ふく雑ざつな表ひよう情じようをした。


「……式森は、やはり武器を持っているような女は嫌きらいか？」


「ん？　なんで？」


「その……恐おそれているような感じが」


「んー、苦にが手てといえば苦手だけど。普ふ通つう、女の子は武器なんか持ってないし。でも凜ちゃんなら平気かな」


「そうか……良かった」


　凜もまた、胸をなで下ろしていた。


「なんで？」


「いや、なんでもない」


「ふーん？」


　和樹はなんのことか分からず、首をひねった。凜には明るさが戻もどり、夕菜だけが面おも白しろくなさそうな顔をしていた。


「とにかく」


　こほんと咳せき払ばらいをする夕菜。


「凜さんが対決しないのであれば、ひと安心です」


「そうだね。杜崎さんもやる気はないって言うし」


「一いち応おう杜崎さんにも伝つたえておきましょうか」


　二人は凜に礼を言って、部屋を辞じした。


　かなり時間がたっていた。窓の外も暗く、外出から帰ってきた生徒たちが、廊ろう下かを行ゆき交かっている。


「でも杜崎さんって、実家から圧あつ力りよくかけられてるんだよね」


　同級生を避よけつつ、和樹が思い出すように言った。


「それは心配ですけれど、平気だって言ってましたから」


「まあね。杜崎さんしっかりしてるから大だい丈じよう夫ぶか。余よ計けいな邪じや魔まも入らないだろうし」


「ええ」


　だが二人は間ま違ちがっていた。しなくていいことをする人間というのは、どこにでもいるのである。それもごく身近に。





　翌よく日じつ。


　この日は珍めずらしく、和樹は夕菜よりも早起きをした。先に登とう校こうすると、Ｂ組の教室がなにやら騒さわがしかった。


　黒こく板ばんに複ふく雑ざつなタイムチャートが書かれており、生徒がそこに集まっては議ぎ論ろんを繰くり返かえしている。どの顔も真しん剣けんで、熱ねつ心しんであった。


「おお式森、いいところに来た」


　仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが声をかけてきた。議論の中心にいて、板ばん書しよをしていたのもこの男だ。よく見ると和美もいる。


「お前も加くわわれ。話がまとまらないんだ」


「うん……？　いいけど」


　和樹は鞄かばんを自分の机つくえに置いた。


「じゃあ続けるぞ。式森、お前も杜崎のことは聞いただろう」


「聞いた」


　昨日の会話を思い出した。


「俺おれたちも松田から知った。杜崎は神城凜と決けつ闘とうさせられるそうだな。このところずっと圧力をかけられているらしい」


「ひどいよね」


「だが杜崎は、そんな馬ば鹿か馬鹿しいことはしてられないと言ったそうだな」


「うん」


「そこでだ。困こん難なんに直ちよく面めんしているクラスメートを助けるにはなにができるか、俺たちはこうやって考えているんだ」


「へえ……」


　和樹は感かん心しんした。


「なんだ」


「いや仲丸が、とてもまともなことを言ってるから」


　仲丸は和美と同じで、他人を見れば足を引ひっ張ぱりたがり、自じ己こ中ちゆう心しん的てきどころか俺宇宙な男である。これでクラスメートに優やさしければ救すくいがあるのだが、身み近ぢかであればあるほどろくなことをしない。その彼が人への思いやりとは、「アポロは月に行ってません」とＮＡＳＡが発表したと言われたようなものであった。


　また仲丸だけではなく、他ほかのクラスメートも真ま面じ目めなのが珍めずらしかった。普ふ段だんは誰もがマキャベリやフーシェの眷けん属ぞくである。


「それで、どうやって説せつ得とくするかなんだが……」


「うーん、杜崎さんよりも、ご両りよう親しんと話をしたほうがいいんじゃないかな。うまくすれば家の対たい立りつも解かい消しようされるし、そこから杜崎さんに話をすればいいし」


「杜崎の実家はいいだろう。必要ない」


「でもそうしなきゃ意味が」


「せっかく決闘を決めてくれた実家に、ケチつけてどうする。気が変わったらことだ」


「え？」


　和樹は目をぱちくりさせた。


「説得するんだろ？」


「そうとも。杜崎を説得して、なにがなんでも決闘させるに決まってるじゃないか」


「あ……」


　和樹は椅い子すから滑すべり落おちた。
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「なんでそんなことするんだよ！」


「馬ば鹿かなことを聞くな。最近娯ご楽らくが少ないことは知っているだろう。そこにこの話だ。ライブで果たし合いなんて滅めつ多たに見られるもんじゃない。味あじ気けない学園生活に潤うるおいを与あたえようというわけだ」


「それだけなのか!?」


「それだけなわけあるか。賭かけ屋やも開かい業ぎようして金を儲もうける。杜崎と神城の実じつ力りよくは伯はく仲ちゆうしているから、どちらに転ころぶかわからんぞ。これはいける」


　仲丸が嬉うれしそうに手を叩たたいた。


　結けつ局きよくこの連中は、どうやったら沙弓と凜を戦わせられるか相そう談だんしていたのである。それであれば真しん剣けんな表情をしていたのもおかしくない。和樹はげんなりし、少しでもクラスメートに感心した自分の愚おろかさを呪のろった。


「神城凜の方はやる気があるらしいじゃないか」


「凜ちゃんは杜崎さんがやるって言えばやるんだよ」


「ほれ。だから杜崎を説得すればいいんだ」


　俺は正しいと断だん言げんする仲丸は諦あきらめ、和樹は一番前に座すわっていた女子生徒に言う。


「松田さん！」


　少し声を荒あららげる。


「なんでこんなことになるの！　松田さんも昨日きのう聞いていたじゃないか」


「聞いてたわよ」


　変なこと訊きかないで欲ほしい、と言いたげな和美。


「二人が戦ったら面おも白しろそうって、わたし言わなかったかしら」


「ぐ……言ってたけど」


「だから戦わせようとしてるのよ」


「冗じよう談だんじゃなかったの？」


「わたしはいつだって本気よ」


「威い張ばられてもなあ……」


　和樹は多少小声になったものの、文もん句くをつける。


「松田さん、杜崎さんと友達じゃないの？」


「友達よ。沙弓はかけがえのない友人だわ」


　彼女はうんうんと首しゆ肯こうした。


「だから友人のために、わたしたちが頑がん張ばろうってわけ。沙弓が戦うことでわたしたちが儲ける。美しい友ゆう情じようね。素す晴ばらしいことよ」


「……それ、杜崎さんのためになることじゃないよ」


「わたしたちが利り益えきを得えれば、彼女も喜よろこぶわよ。きっと」


　まるで根こん拠きよのない理り屈くつだが、和美の中では理り路ろ整せい然ぜんとしているらしい。おまけに他ほかの生徒も特に異い論ろんはないようだ。


「松田の友達である以上、俺たちとも友人だ」


　と仲丸。


「だから俺たちが金儲けをすることに問題はない。いや、クラス全部がこの賭かけに参さん加かをするべきだ。そうすれば莫ばく大だいな額がくが動く」


「そこから僕を外はずしてくれ……」


「そこで提てい案あんだ」


　和樹の台詞せりふを無む視しして仲丸は言った。


「杜崎を動かすには色々方法が考えられるんだが、式森はなにが思いつく」


「知らないよ」


　頭かぶりを振ふる。このクラスメートの発はつ想そうにだけは、どうにもついていけない。


　代わって男子生徒の一人が発言した。


「なにか弱点はないかな。普ふ通つうの人間なら後うしろ暗ぐらいことをしているはずだ」


　普通はしないんだと和樹はつぶやいた。


「聞かないわね。腕うでは強いし、変な噂うわさもないから」


　和美が答える。


「変な噂がないってところも、怪あやしいんだけどね」


「松田、杜崎の周しゆう囲いを探さぐってくれ。使えるネタがあるかもしれない。誰か他に手はないか」


　女子生徒の一人が手をあげる。


「やっぱりお金じゃないかな。現げん金きんに心を動かされない人間はいないわよ」


「確かにそうだ」


　仲丸は腕うで組ぐみをした。


「杜崎は一見ストイックに見える。が、実はそうではない」


「どこにそんな根こん拠きよがあるんだ……」


　嘆く和樹。


「現金を積つめば心は動くはずだ。金が嫌きらいな人間はいないからな」


　和樹を除のぞいたクラスメートがうなずいた。


「つまり額がくの勝しよう負ぶとなる。いくらが杜崎の心を動かすかだ。高すぎず安すぎず、ぎりぎりの範はん囲いを見み極きわめたい」


　その台詞に、他の生徒たちが次々に口を出した。


「杜崎の小こ遣づかいを調べて、そこから割わり出したらどうだ」


「円じゃなくてペソとかルーブルにしたら。とっさに計算できなくするの」


「縛しばり上あげて、うんと言うまで札さつを口に突つっ込む」


　ろくなことを言わない。「金では動かないかもしれない」ことが全く考こう慮りよされていなかった。


　和樹には無む益えきな議論に感じられた。だがクラスメートたちは真しん剣けんだ。それがあまりに真ま面じ目めなものだから、本当に金でなんとかなるような気もしてくる。


　とはいえ、決定的な結論が出ることもなかった。額の多た寡かというよりも、金額の負ふ担たんを皆みなが嫌いやがったのである。


　時間ばかりが過ぎ、やがて予よ鈴れいが鳴った。


　外にいた生徒たちが教室に入ってくる。その中に夕菜や沙弓もいた。


「やばい、ホームルームが始まる。式森」


　自分の席に戻もどろうとした和樹に、仲丸が声をかける。


「お前の役目だ。いくらなら受けるか訊きいておいてくれ」


「……誰に？」


「決まってる」


　仲丸が目め線せんを動かした。そこに沙弓がいる。和樹は慌あわてた。


「ちょっと待った。なんで僕が？」


「乗りかかった船だからな」


「それは僕が使えば正しい台詞だ」


「なんでもいい。俺たちは、それぞれの金の負担額について話し合わなきゃならん。任まかせたぞ」


「おい、ちょっと！」


　すでに仲丸たちも自分の席につき始めた。担たん任にんの伊い庭ばかおりもやって来て、あせっている和樹を残し、ホームルームが行われようとしていた。





　昼休み、和樹はさっさと昼ちゆう食しよくを終わらせた。話しかけてくる夕菜を「待ってて」と制せいし、沙弓の席に向かった。


　無む論ろん、いくらのお金で果たし合いをするか訊くためである。仲丸の頼たのみを受けてのことだ。我われながらとことんお人ひと好よしだなと思った。


　沙弓は手作りの弁べん当とう派はである。食べ終わっていた。


「えー、杜崎さん」


　和樹は無む言ごんで弁当をかたづけている沙弓に声をかけた。


「どうしたの、式森君」


「最近お小こ遣づかいに困こまってるとか、そういうことないよね」


「…………？」


　怪け訝げんな表ひよう情じようをする沙弓。


「お金をもらえればどんなことでもするとか。例えば肉にく体たい労ろう働どうとか、そういうの」


　和樹はあいまいないい方を続けた。彼女はますます疑ぎ問もんを深めているようだ。


「だから、えー、お金をもらって凜ちゃんと決けつ闘とうするとか、そういうことをやるのかなあと」


「……やらない」


　想そう像ぞう通り、返へん答とうは素そっ気けなかった。


「そうだよね。ごめん」


　と和樹は言った。初めから無む理りなことは分かっていたのだ。彼自身にも本気で説得しようとする気力がない。


　軽く手をあげて詫わび、帰ろうとする。


「ちょっと待って」


　和樹は振ふり返った。


「誰に頼たのまれたの？　だいたい想像はつくけど」


「仲丸とか……」


「やっぱり」


　沙弓はさもうんざりした、という感じだった。


「ねえ式森君、もう少し友達を選えらんだほうがいいわよ」


「まあね。それはいつも思っている」


「私も人のこと言えないけど……和美もいたんでしょ」


　どこか疲つかれたような顔をしていた。彼女にしては珍めずらしい。


「松田さんのこと、中学から知っているんでしょう」


「だからまずいのよ。私のことを色々知ってるから……。忘わすれてくれればいいけど、千ち早はやと違ちがってあんな性せい格かくだから、困るのよね」


「へえ……杜崎さんにも苦にが手てな人っているんだ」


　違った意味で感心した。およそ隙すきのない女性に見えるのである。


「まあね。平気だとは思うけど」


　肩かたをすくめている。


　和樹はよく分からなかったが、とりあえず「じゃあこれで」と声をかけ、席に戻もどった。


「和樹さん、一体どうしたんです？」


　一いち連れんの出来事を見ていた夕菜は、頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。


　彼は手っ取り早く、今け朝さの仲丸たちのことを話した。


　聞き終わるころには、夕菜はかなり呆あきれていた。


「もう……なんですかそれは。せっかく杜崎さんと凜さんが戦わなくて良かったって思ってたのに」


「でも杜崎さんは全然その気がないから、変わらないよ」


「ならいいんですけど。仲丸さんたちにはどうするんですか」


「言うよ。諦あきらめるだろ」


　和樹と夕菜は教室から出た。


　仲丸たちは中庭に集まっていた。陰いん謀ぼうめいた相そう談だんだから、人に聞かれないところを選んでいるのだろう。


　Ｂ組の連中は、車くるま座ざになって話をしていた。


「式森か、果たし合いは、かなり細こまかいところまで決まってきたぞ」


　彼を見かけると、さっそく仲丸が言ってきた。


「場所は外の河原かわらで行うことになった。学校から離はなれているが、むしろいいだろう。座席はカテゴリー分けして販はん売ばいする予定だ。賭かけの胴どう元もとは候こう補ほ者しやが多かったが、駒こま野の、飯いい尾お、久く藤どうの三人でやる。その方がそれぞれで賭かけ率りつが違ちがって面おも白しろみが増ますからな」


「いやあの」


　心しん底そこうんざりして、和樹は遮さえぎった。


「なんだ。インターネットによる受うけ付つけもするつもりだが」


「そうじゃなくて、杜崎さんは金に興きよう味みがないみたいなんだけど」


「……なに？」


　仲丸が目を丸くする。告つげられたクラスメートたちは、一いつ斉せいに「信じられん」と叫さけんだ。


「金で動かない人間がいるとは。もしかしたら人間じゃないのか？」


「抽ちゆう象しよう的てきだったからよ。目の前に札を積めば考えも変わるわ」


「額をつり上げようとする駆かけ引ひきかもしれん」


　てんで勝かつ手てなことを言う。自分たちの間違いを認めたくないというより、本当に予よ想そう外がいのことなのである。


　落ち着きをなくす級きゆう友ゆうたちを静めるためか、仲丸が発言した。


「まあまて。世間は広い。一億二千万も日本人はいるんだから、中には金に興味がない変わり者だっている」


　自分たちがその変わり者だという認にん識しきはないらしい。


「他ほかに手が必要だ。杜崎をなにがなんでも戦わせなけりゃならない」


「ないよそんなの」


　和樹が言う。


「いや、ある」


　仲丸が自信ありげに言い返した。


「なあ式森、松田がいないのに気づいていたか」


　言われて級友たちを見回した。そう言えば、陰いん謀ぼう話ばなしには必かならず加くわわっているはずの和美の姿がない。


「確かに……」


「松田に言わせれば、杜崎は絶対に戦うそうだ。あいつが家まで行って、ネタを持ってくる」


「……そうなの？」


「まあ安心しろ。お前は神城の方にでも当たってくれ」


　なんで僕が安心するんだと思いつつ、和樹は黙だまる。心しん中ちゆうに若じやつ干かんの胸むな騒さわぎが起こった。


　夕菜の顔を見る。彼女もなにやら複ふく雑ざつそうであった。


　仲丸たちは再び決けつ闘とうの打ち合わせに戻もどった。もう和樹たちには目もくれようとしなかった。





　二人はもう一度凜に話を聞きに行った。


　彼女は相変わらず積せつ極きよく的てきに戦う気はないようだが「向こうがその気なら」受けて立つということであった。


　授業中には目立った動きはなく、放ほう課か後ごとなった。


　和樹は帰り支じ度たくをしていた。そこに、妙みように嬉うれしそうな和美の姿が目に入った。


　しきりに仲丸たちと話をしていた。その眼めが邪じや悪あくに笑っている。


　胸騒ぎが大きくなった。夕菜をうながし、急いで教室の後ろへと行く。


　沙弓も帰るつもりだったのか、鞄かばんを持っていた。


「ねえ杜崎さん、ちょっと」


「あら、今日はよく話しかけてくるのね。私に惚ほれた？」


「冗じよう談だん言ってる場合じゃないって。なんか仲丸たちが企たくらんでいるみたいだよ。杜崎さんに決闘をさせるんだって」


「仲丸君が？　大だい丈じよう夫ぶでしょ」


　気にも止とめていないらしい。


　それがむしろ不安になった。和樹だけではなく夕菜も言う。


「でも、松田さんまで加わっているんですよ。注意した方が」


「和美まで？」


　眉まゆを顰ひそめる沙弓。そこへ別方向から声が。


「はーい、さーゆーみー」


　和美であった。後うしろ手でのまま、やけににこにこしている。明るすぎるくらいの笑え顔がおであった。


「……なに」


　警けい戒かいするような声こわ音ねの沙弓。


「ねえ、一年生の神城凜との決闘のことなんだけど」


「やる気はないって言ったはず」


「そうつれないこと言わないで。あたしたちのためじゃない」


「……和美の素す直なおなところって好きだけど、そんな願いは聞けない」


　それだけ答えて帰ろうとする。だが和美は余よ裕ゆうの態たい度どであった。


「待ってよ。確かあなた、中学生のころ少しよう女じよ漫まん画がとか熱ねつ心しんに読んでて、夢ゆめ見みがちな女の子だったわよね」


「それが？　珍めずらしいことなの？」


「面おも白しろいものがあるんだから」


　手に持っていたものを見せた。


　一冊のノートであった。ピンク色の表紙で、上のところに蛍けい光こうペンで『My Best Poem』と記しるしてある。


　沙弓の顔が、見る見る青くなっていった。


「ど……どこでそれを」


「実家。授業中に思い出したわ。沙弓がこれをくれたのよね。詩を作ったから読んでみてくれって」


「……返して」


「いや」


　和美はノートを広げた。澄すまし顔になる。


「題名、『リアルなto・ki・me・kiスキャンダル』





　あなたのこころにいけないアタシ


　支えきれないloving you


　もしかしてあなたはマボロシ


　それとも噓うそ？」


「げふっ！」


　和樹と夕菜は同時に噴ふいた。なにかとんでもないものを聞いた気がしたのである。


「詩し人じんね沙弓。こんなのがたくさん書いてあるんだけど。読み上げていい？」


「やめてよ！」


　素す早ばやく沙弓の手がノートに伸のびる。だが和美はあっけなくかわした。


「動どう揺ようしてるの？　いつもの切れがないわね」


「寄よこしなさい！」


「まあまあ。もっとあるから。





　外は嵐あらしのラプソディ


　まるでアナタの気持ちのよう


　愛してるってココアの味？


　あなたの心に震ふるえるMy Heart


　雨の中で叫さけばせて


　I'm Clying　I'm Clying


　Kill Me　Kill Me　I Love You





　……ねえ沙弓。スペル間ま違ちがってるわよ。クライはCry」


「きゃーっ!!」


　目にも止まらぬ早はや業わざで前まえ蹴げりが飛んだ。スカートがめくれようが、まったく気にしていない一いち撃げき。


　蹴られた机つくえが天てん井じようまで跳はね上あがった。


　あっさり避よけた和美は、にやにやしながら言う。


「まあ怖こわい。友人に向かってなんてことをするの。あたし悲かなしい」


「殺ころしてやる！」


　沙弓は顔を真っ赤にして絶ぜつ叫きようしていた。


「やめてよ。その元気は決けつ闘とうまでとっておいて。これ以上バラされたくなかったら、当然やるわよね？」


「やるわけないでしょう！」


「あらそんなこと言うの。ノートだけじゃなくて、いまどき珍めずらしいカセットテープも出てきたわ。なんだかひとりでなりきっているラジオ番組で、沙弓がずっとＤＪやっててハガキまで読み上げちゃって──」


「絶ぜつ対たいに殺す！」


　沙弓がダッシュをした。手しゆ刀とうを叩たたき込こもうとしている。


　和美が笑いながら逃にげた。あっという間に、二人は教室から消えた。


　しばらくの間、廊ろう下かの向こうでドタンバタンと暴あばれる音がした。


　やがて二人は帰ってきた。和美は髪かみも服ふくも乱みだれているものの、おかしそうに腹はらを抱かかえたままだ。


「ああ楽しい」


　一方沙弓は顔面を赤くしたまま、全ぜん身しんを震わせている。


「……式森君！」


　沙弓が怒ど鳴なった。


「は、はい」


「神城凜に伝つたえて。果たし合いをするから、逃げるなって」


「え……やるの？」


「やるわよ！　やっちゃいけない!?」


　ものすごい勢いきおいで叫さけぶ。


「この世でもっとも凄すさまじい戦いってやつを、みんなに見せてやるわ!!」


　そのとんでもない迫はく力りよくに、和樹はついたじろぐのであった。





　凜も果たし合いをあっさりと承しよう諾だくした。日にちは二日後と決まった。


　そして当日。河原かわら桟さ敷じきは、観かん衆しゆうで一いつ杯ぱいとなっていた。


　小こ柄がらな剣けん豪ごう少しよう女じよ、凜のことは校内でも知れ渡わたっている。大会まで試合を見に行くファンまでいるのだ。沙弓も、高身長のため目立つ存在で、格かく闘とう術じゆつに秀ひいでていることが知られている。


　そんな二人が激げき突とつしたらどうなるか。学園中の耳じ目もくを集めていた。


　授じゆ業ぎようが終わった直ちよく後ごから会場には人が集まり、立りつ錐すいの余よ地ちもない。定てい員いんを上うわ回まわる観客が集まったので、席を取り合う揉もめごとがあちこちで発はつ生せいした。他にも放送部が出しゆつ張ちようし実じつ況きようと録ろく画がを担たん当とうし、新聞部は号ごう外がいを出すなど大おお騒さわぎであった。


　もちろんＢ組生徒たちは、座ざ席せき販はん売ばいや賭け屋ブックメイカー、飲いん食しよく販売などを熱ねつ心しんに行おこない、大いに日ひ銭ぜにを稼かせいだ。


　和樹と夕菜は、凜と一いつ緒しよに会場入りしていた。


　場内の喧けん噪そうにもかかわらず、凜はずっと口を開いていない。精せい神しん統とう一いつをさっきから行っているのだ。


　やがて彼女は、「持っていてくれ」と和樹に竹刀しない袋ぶくろを渡した。


「凜ちゃん……平気？」


　和樹が怖こわ々ごわ声をかける。


「普ふ通つうだ」


「ならいいけど、結局僕たちのせいで決闘なんかすることになっちゃって」


「気にするな。手て合あわせしてみたかったところだ」


　彼女は静かに答えた。声に震ふるえがない。戦せん闘とうモードだ。


　会場がざわめいた。沙弓が現れたのである。


　超ちよう然ぜんとしているように感じられた。背が高いので、颯さつ爽そうとして見える。そこかしこから黄き色いろい声せい援えんが起きた。


　和樹と夕菜は凜に「頑がん張ばって」と言い、観客席の最さい前ぜん列れつに座すわった。


　Ｂ組生徒には優ゆう先せん的てきに座席が割わり当あてられたので、かなり見やすい。もっとも二人とも居い心地ごこちが悪かった。戦って欲ほしくなかったのだが、結果的にＢ組の陰いん謀ぼうに加か担たんしたからである。


　凜と沙弓が対たい峙じする。放送席では実況が始まり、和樹の隣となりで和美がインタビューを受けていた。


「えー放送席放送席。試合直前のインタビューです。松田和美さんにうかがいます。松田さんはこの果たし合いを実現するために、大変な努力をされたとか」


「そうですね。あたしも沙弓の友人として微び力りよくを尽つくしました」


「杜崎さんはどのような方なんでしょうか」


「とても女の子っぽい女の子です。作った詩にもそのことが現れてますね。愛とか恋こいって単語がとても多くて、例たとえばこの『デンジャラス・ラブ』って詩は冒ぼう頭とうから『私の恋にはloveしかないの』と破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんで……」


　拳こぶし大だいの石が沙弓から投げられ、和美は慌あわてて頭をすくめた。


　立たち会あい人にんが凜と沙弓を近寄らせ、宣せん言げんした。


「ただいまよりこの果たし合いはおこなわれるが、同時に和わ解かいがなされるときでもある。双そう方ほうとも、矛ほこを収おさめる気はないか」


　どちらも無言。


「よろしい。では事じ態たいは進行されることになる。なにか相手に告つげておきたいことは？」


「私は別に」


　凜が言う。沙弓は仏ぶつ頂ちよう面づらで、


「あなた、ラジオのＤＪの経けい験けんある？」


「…………？」


　凜は目をしばたたかせた。


　それきり沙弓はなにも言わず、距きよ離りをとるために離はなれた。


　会場のボルテージが上がる。


「ではよろしいか」


　立会人が手をあげた。


「はじめ！」


　号ごう令れいがかかる。が、どちらも動かなかった。


　二人の身長差は三十センチ以上ある。もちろん沙弓が高く、圧あつ倒とう的てきに有利な状じよう況きようであった。だが凜の武ぶ器きは日本刀である。しかも扱あつかいに習しゆう熟じゆくしているのだ。うかつには近寄れない。


　無む論ろん凜も沙弓の腕うで前まえは承しよう知ちしているので、飛び込んだりせず、隙すきをうかがうしかない。


　あたりを沈ちん黙もくが覆おおい、川の流れる音だけがした。


　どこかで鳥が鳴ないた。


　沙弓が地じ面めんを蹴けった。


　身体からだが低くなり、一いつ瞬しゆんにして距離を詰つめる。身長に似合わぬスピードだ。


　凜が鯉こい口ぐちを切り、刀を真ま横よこに薙なぎ払はらう。


　沙弓はスピードに乗ったまま、ジャンプした。


　高々と身体が舞まう。信じられないくらいの跳ちよう躍やく。


　つま先が凜を襲おそった。


　小こ柄がらな少女はあえて避よけず、下から突つき上げるように日本刀を振ふるう。両りよう断だんする勢いで、刃やいばが沙弓に迫せまる。


　ばきんと音がした。


　沙弓が靴くつで弾はじいたのだ。足首だけを動かし、刀の軌き跡せきをそらしたのである。凜のすぐ側そばに着ちやく地ちし、そのまま拳こぶしを放はなつ。


　凜がステップを踏ふむ。顔の真横を拳が通る。腕を戻もどし、刀の背せで沙弓の脇わき腹ばらを叩たたく。


　ほんの少しだけ、沙弓の上じよう体たいが揺ゆれた。だが彼女は痛いたみも見せず、肘ひじうちを見舞った。


　凜の左腕が柄つかから離はなれる。しかし右手一本で刀を返して袈け裟さ懸がけにしようとする。


　上うわ着ぎが切れた。それでも沙弓は手を伸のばし、襟えり首くびを摑つかもうとする。それを防ふせぐ凜の腕と交こう錯さくする。


　それぞれがぶつかり、即そく座ざに離れた。


　観かん衆しゆうがわっと沸わいた。放送席から興こう奮ふんした音おん声せいが流れる。


　沙弓が右みぎ脚あしで蹴りを放はなつ。凜は余よ裕ゆうを持ってかわす。日本刀を手て元もとに引く。


　と、沙弓は下ろした足を軸じくに身体を回まわし、より重く、早いキックを繰くり出した。


　とっさのことに凜は対応できない。太ふと股ももに一いち撃げきを受けた。顔をしかめ、体たい勢せいが崩くずれる。


　堪こらえた。剣けん突とつを浴びせる。沙弓は避けるが、予よ期きしていたので身体ごと肩かた口ぐちからぶつかる。


　さすがに沙弓も弾はじかれた。それでもおかえしとばかり、手刀を食くらわす。凜も倒れそうになった。


「凜ちゃん！」


「凜さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「沙弓ー、『WakuWaku・ウェンズデイ』って詩がついてるわよ」


　戦ってる二人は「平気だ」「うるさい！」と返す。ほぼ同時に刀と拳が交錯する。


　リーチは日本刀の分だけ凜が長い。沙弓はバックステップを踏んだ。


　そこを狙ねらい、なんども攻こう撃げきを仕し掛かける凜。沙弓は避け続けた。


　だんだん動きが速くなってきた。どちらも相手の動きに慣なれてきたのである。そうなると、長物を持っている凜が有利だ。彼女は攻撃をかけ続けた。


　沙弓が膝ひざをついた。


　観客席がざわめいた。沙弓に賭かけた連中が「しっかりしろ！」と騒さわぎ出したのだ。


　しかし沙弓は防ぼう戦せん一方。ついに観客席の側そばまで追いこまれた。


　凜はゆっくり間合いを詰つめる。沙弓が足元を狙ねらって蹴けりを入れるが、十分予想しており、むしろ懐ふところに飛び込んだ。


　切きっ先さきを突つきつけた。


「……敗はい北ぼくを認みとめろ。無益な血は流したくない」


「まだ負けたわけじゃない」


　沙弓は言い切った。凜は眉まゆを顰ひそめ、


「挽ばん回かいは厳きびしいぞ」


「そうね。でもあっさり認みとめたら、詩し人じんにならされるのよ」


「ならせめて、眠ねむってもらう」


　彼女は刀を返し、背で一いち撃げきを加くわえようとした。


　突とつ然ぜん、沙弓が摑つかみかかった。


　凜がその腕うでを打つ。しかしそのまま襟えりを摑まれた。


　体格差を利用され、身体からだを持ち上げられた。


「でえいっ！」


　小こ柄がらな身体からだが投げられた。そのまま観客席へと飛ばされていく。


　歓かん声せいと悲ひ鳴めいが沸わき上あがった。


「凜ちゃん!?」


　和樹は思わず手で顔の前を覆おおった。自分の方へ向かってきたのだ。


　凜は空中で体勢を整ととのえ、強ごう引いんに観客席に着地する。


「きゃああっ」


　叫さけび声がした。和美のところに落ちたのだ。そこへ駆かけ出していた沙弓が突っ込む。


　ガラガラと椅い子すの倒たおれる音がして、混こん乱らんが起こった。


「あ痛いたたたた！」


「ちょっとどいて！」


「危あぶないぞ、逃にげろ！」


　周囲の観客が避ひ難なんを始める。巻き込まれて数名が揉もみくちゃになっていた。


「夕菜、怪け我がは!?」


「ありません。でも松田さんが……」


「凜ちゃんや杜崎さんも……ん？」


　和樹は目を凝こらした。


　何人か揉み合っているが、凜がいないのだ。探してみたら、刀を持ったまま観客席から離はなれ、不思議そうな顔をしている。


「……じゃあ誰が杜崎さんと？」


　それは和美であった。


「ちょっと沙弓！　あたしは客よ!?」


「うるさい黙だまれ！　それを寄よこすの！」


　もはや沙弓は、凜のことなどそっちのけで和美ととっくみあいをしていた。ピンク色のノートを奪うばい取ろうとしている。
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「それって……あ、あんたこっちを狙ねらって投なげたのね！」


「ずっと狙ってたのよ。ノートを渡わたさなければ殺す！」


　決けつ闘とうよりもよっぽど真しん剣けんに、沙弓は叫さけんだ。


「渡せないわよ！　これは宝たからの山！」


「私には悪あく夢むの山だ！」


「いい思い出じゃない！　『ＹＯＵ・愛・ミッション・ラララ』なんてタイトル、普ふ通つう思いつかないわよ！」


「その口潰つぶす！」


　なおも暴あばれる二人。


　どちらも必ひつ死しだが、実じつ力りよく差さははっきりしている。すぐに沙弓が和美を組くみ敷しいた。


「さあ……返してもらうわよ。これ以上脅きよう迫はくされたらたまらない」


「いやっ、離して。身体からだが欲ほしかったらあげるから」


「欲しいのはノート！」


　和美からピンクのノートを取り上げた。


「これでよし」


　沙弓はゆっくり立ち上がった。安あん堵どの息いきをついているが、まだ瞳ひとみには怒いかりの炎ほのおが宿やどっていた。


「でも……これだけじゃすまないわよ和美」


「え……沙弓……なに」


「よくも恥はずかしい過か去こをばらしてくれたわね……復ふく讐しゆうさせてもらう！」


　身体を落とし、拳こぶしを引いて中ちゆう国ごく拳けん法ぽうの構かまえを取る沙弓。


　全身に力が充じゆう満まんし、怒りの一いち撃げきが和美へと──


　向かわなかった。


　沙弓はそのままの姿し勢せいで前のめりに倒たおれ、気き絶ぜつした。


　その真ま後うしろでは剣けん豪ごう少しよう女じよが、後頭部をどやしつけた刀を鞘さやに戻もどしているところであった。


「愚おろかな。戦いの最さ中なかに背を向けるとは……しかし、こんな決着でいいのか？」


　釈しやく然ぜんとしない表情の凜。


「……ま、いいんじゃないかな」


　和樹は言って、小さく拍はく手しゆをした。





　こうして試し合あいの結果は凜の勝ちとなった。賭かけた連れん中ちゆうは大もうけをし、ついでに胴どう元もとのＢ組を潤うるおわせた。仲丸は祝しゆく杯はいをあげ、和樹と夕菜も相しよう伴ばんにあずかった。


　和美は数日間沙弓に追いかけ回され、身の危険からしばらく登とう校こうできなくなった。


　その沙弓だが、実家に自分の負まけを報ほう告こくし、「いずれ再戦するときもあるだろうから」と言って文もん句くを封ふうじ込こめているらしい。


　そして「実家と叔お父じさんの家にある私のノート、全部焼しよう却きやく処しよ分ぶんにしておいて」とお願いしたそうである。




　番外編二　ラン・カオリ・ラン










　白い鉢はち巻まきをした男が、右みぎ拳こぶしを突つき出だす。


　女は素す早ばやく下さがり、鼻はなの先でかわす。同時に身体からだを沈しずめ、右みぎ脚あしを払はらうように繰くり出だした。


　男に当たった。頑がん丈じようそうな身体ががくんと揺ゆれる。


　男のスタミナは危険なほど落ちている。好こう機きであった。彼女は再ふたたび攻こう撃げきを加くわえようと、大おお仰ぎような動どう作さで回まわし蹴げりを放はなつ。


　これは避よけられた。逆に危険なまでに身体を詰つめられた。鉄てつ拳けんを向けられる。彼女は跳とびすさって逃にげようとしたが、一いつ瞬しゆんだけ遅おそかった。


　鋭するどい一いち撃げきが、顔がん面めんにヒットした。


「やばっ！」


　男の攻撃が早くなる。パンチとキックを組み合わせた連れん続ぞく技わざだ。顔と腹はらに二撃ずつくらい、前まえ屈かがみになった。


「やばやばやばっ！」


　攻撃をそらそうと必ひつ死しになるが、言うことを聞かない。足がまともに動かなかった。そうしている間にも男の攻撃は、確実に彼女の体力を奪うばっていった。


「ストップストップ！　このレバー壊こわれてるわよ！　ちょっと！」


　女は棒ぼう立だちであった。ついに男の必殺技が腹ふく部ぶに直ちよく撃げきする。


　彼女の身体は宙ちゆうを舞まい、落ちた。


「ああああっ！」


　体力のゲージがゼロになった。男の決めポーズが画面に映うつり、その上に『CONTINUE』の文字と減げん少しようしていく数字がかぶさる。


　慌あわててポケットを探さぐる。財さい布ふをとりだし、ホックを外はずす。


　十円玉が二枚だけ、手の中に落ちた。


「あ……」


　同時に画面には、『GAME OVER』が大おお写うつしとなった。


「あああ……」


　伊い庭ばかおりは残り二十円となった財布を握にぎりしめたまま、椅い子すから滑すべり落ちた。


　後ろで見ていた小学生くらいの女の子が、いかにも憐れん憫びんに満みちた表情で言った。


「負まけたの、お姉ねえちゃん」





　伊庭かおりは憔しよう悴すいしきって自動ドアの前に立った。格かく闘とうゲームの筐きよう体たいに一いち瞥べつを加えると椅子に座すわった女の子に、「アンタも頑がん張ばんな」と声を投げる。


「見てるだけ。やらない」


「ゲーセンでゲームやらないなんて、いい根こん性じようしてるじゃない」


「やらなきゃお金、なくなったりしないもん」


「……ふん」


　言い返せないまま外に出た。


　空はすでに、オレンジ色に染そまっていた。


　かおりは財布をポケットに戻もどすと、腕うで時ど計けいを眺ながめた。


「……もうこんな時間か」


　休日の朝からゲームセンターにこもっていたのである。旧式だが好きな格闘ゲームがあり、ずっと金をつぎ込んでいたのだ。彼女は負けるたびにヒートアップしていき、際さい限げんなく小こ銭ぜにを投とう入にゆうしてしまい、気づいたら全ぜん財ざい産さんが二十円となった。


　マンションに向かって歩き出す。結けつ構こう距きよ離りがあるのだが、歩くのが好きなわけではない。他に手しゆ段だんがないのだ。


　しょぼつく目を擦こすってあくびをする。すれ違ちがった上品そうな女性が眉まゆを顰ひそめた。


　いい年の女性が、ということだろうが、かおりはまるで気にしなかった。


　彼女の外がい見けんは悪くない。子供っぽさを残した顔立ちだが、むしろ魅み力りよく的てきでスタイルも良く、十分美人である。しかしお洒落しやれと縁えんがなかった。給きゆう料りようをゲームに使ってしまうため、化け粧しようや服ふくまで手が回らないのだ。おかげでハンドバッグすら持っていない。


（別に着き飾かざるのが嫌きらいだってわけじゃないんだよ）


　時々、自分に言い訳をしたりする。


（でも布ぬの切きれなんかに高い金払はらうの馬ば鹿か馬鹿しいじゃんか。それよりファミコンの古いソフトをオークションで競せるのに使った方が、よっぽどマシってもんよ）


　男もいないしな、と独ひとりごちる。


　商しよう店てん街がいをぶらぶら歩く。夕食の材ざい料りようを買う主しゆ婦ふで賑にぎわっている。人ひと混ごみの隙すき間まを埋うめるように、物売りの威い勢せいのいいかけ声が飛び交かっていた。


（そう言えば腹が減へったな……）


　腹部をなでる。昼食抜ぬきでゲームをしていたのだ。


（しかし買い食いしようにも金はない。部へ屋やに食いもんあったっけな……お）


　見たことのある少年が、向かいにいた。


「おい、式しき森もり」


　かおりは教おしえ子ごに声をかけた。


　式森和かず樹きは、驚おどろいたようにこっちを見ていた。


「あ……先生」


「買い物か。こんなところまで」


「本を買いに来たんです。先生は？」


「訊きくな」


　しかめっ面つらして答える。ゲームセンターでやられまくったのを思い出していた。


　和樹は驚いていたようだったが、それ以上なにも言わなかった。かおりの態たい度どから、察さつしがついたのだろう。


「本を買いに来たってことは、勉べん強きようでもすんの」


「勉強ってほどでも……小しよう説せつです」


「小説？　アンタ学校以外で字なんか読んでどーすんの。頭が良くなったら取り返しがつかないぞ」


「なんでつかないんですか」


「頭のいい奴やつはやな奴だって相そう場ばが決まっている。馬鹿は愛あいされるけど、秀しゆう才さいは敬けい遠えんされるの」


「せめて人ひと並なみの頭になりたいです」


「ゲームやんなさい、ゲーム。反はん射しや神しん経けいが養やしなわれるし、なにより指ゆび動かしてりゃそれですむ。いいことずくめだ」


「そうなんですか？」


「そう。だからプレステのソフトでも買かって、わたしに貸かしなさい」


「……やっぱり本買います」


　和樹は小さく頭を下げると、かおりの脇わきをすり抜ぬけようとした。


　彼女は手を伸のばし、その肩かたを捕つかまえる。ぐい、と引き寄よせた。


「なんですか、先生」


「なあ式森。買い物に来たんだろ。折おり入いって頼たのみがあるんだが」


「え……どんな」


「なに、簡かん単たんなことだよ」


　かおりは左の手のひらを和樹の眼がん前ぜんに出した。


「金、貸して」


「…………」


　和樹はしばらくかおりの顔を凝ぎよう視ししていたが、あきれ果ててうなだれた。


「……どこの世界に、生せい徒とに金たかる教きよう師しがいるんですか」


「さっき使っちゃって全然ないんだよ。いつか返すから」


「嫌いやですよ。こんなの聞いたこともないです」


「わたしもない。案あん外がい日本初かもしれない。だから貸して」


「嫌ですって！」


　彼は喚わめきだした。


「どうして伊庭先生はこうなんですか。情なさけなくって涙なみだが出てくる」


「同どう情じようしてくれてありがとう」


「でも貸しません！」


「冷つめたい奴やつだな。少しでいいんだって」


「嫌なもんは嫌です！」


　和樹はかおりの腕うでからすり抜けた。人混みに向かって駆かけ出す。


　あ、待て、という間もなく、少年の身体からだは主しゆ婦ふの間に紛まぎれて消えた。


　あとには「働はたらいて稼かせいでください！」との言葉だけが残された。


　かおりはしばらくその場にたたずんだ。所しよ在ざいなげにしていたが、やがて、ひょいと肩をすくめる。


（稼ぐっつってもなあ……なにがあんだよ）


　自分が教師である、という事実は忘わすれているらしい。


（不ふ景けい気きでロクな稼ぎ口もないし、教え子は冷たいし、これは死ねってことかね）


　家でゲームキューブでもプレイすっか。そうつぶやいて、彼女は帰宅の足を速めた。





　かおりの住むマンションは全室賃ちん貸たいであった。四十戸たらずで、それほど大きくはない。


　中に入り、蛍けい光こう灯とうをつける。収しゆう納のう箱ばこ代がわりの段だんボール箱と、散ちらかったゲームのコントローラーが照てらし出だされた。


　上うわ着ぎを脱ぬいで、段ボールの上に放ほうり投げた。テレビを付けて、ゲームキューブのスイッチを入れる。


　デモ画面が始まった。とりあえずそのままにして冷れい蔵ぞう庫こを開けた。


　渋しぶい顔をした。トマトジュースが入ってないのだ。切らしたままだったのである。蓋ふたの開いたミネラルウォーターがあるが、半はん月つき前まえから放ほう置ちされたままだ。


「入ってるのは二か月前のピザと、黒に色の変わったレモンと、異い臭しゆうを放つおでんの具ぐか……。食ったら別世界に旅立てるな」


　とりあえず原げん形けいを留とどめなくなった食べ物を全すべて捨すてる。あとは段ボールをあさり、ドリームキャストの下した敷じきになっていたスパゲッティを探さがし出した。


　とりあえず煮にることにした。ソースはないのでそのまま食べる。


　お湯ゆ味あじのスパゲティという世にも珍めずらしいパスタをすすっていると、電話が鳴った。フォークを握にぎったまま、受じゆ話わ器きを取る。


「はい？」


「鏑かぶら木ぎさんのおたくですか」


　丁てい寧ねいな男性の声であった。銀ぎん行こうの営えい業ぎようのように折おり目め正しくスーツを着ている姿が、一いつ瞬しゆんで想像ついた。


　かおりはフォークを指でくるくる回しながら答えた。


「違ちがうよ。ウチは葬そう儀ぎ屋やだ」


「間ま違ちがえたようです。０３─３×××─××××ではないのですね」


「だから葬儀屋。昔は産さん婆ばもやっていた。かけ直しなら××××へ」


「ではそうします──伊庭か？」


　男の口く調ちようががらりと変わった。


「そうだよ」


「キーワードはどうした」


「忘わすれた」


　さらっとかおりは答えた。電話の相手は、ちょっとヤバ目の知り合いだ。杓しやく子し定じよう規ぎな手て順じゆんを尊そん重ちようする男で、あまり好きではない。最後のキーワードは覚えていたが、面めん倒どうくさいので答えなかった。


「アンタ、まだわたしに用があるのかい」


「用がなければかけない」


「あたしに依い頼らいすんのは懲こりたと思ったけど」


「前ぜん任にん者しやはそうだ。残ざん念ねんながら、私はお前のことをよく知らない。だから電話をした」


　先ほどまでとは違い、声はやけにとげとげしかった。必要なので仕し方かたなくかけている、といった感じだ。


「なんの用？　わたしはハリウッド男だん優ゆうとディナーを楽しんでるんだ。つまらなかったら切るよ」


「点つけっぱなしのゲーム画面と一いつ品ぴんだけの食事はディナーとは言わん」


　言われてかおりは舌したを出した。見み透すかされているらしい。


「アルバイトをしないか」


「やだ」


　即そく座ざに答えた。


「アンタらがわたしに懲りたように、わたしもアンタらに懲りたの。これ以上死にそうな目にあってたまるか」


「死ぬかどうかはお前の行動した結果であって、こちらの関かん知ちするべき事ではない」


「なに言ってんの。日本国中北から南まで走らされて、海かい外がいまで飛んだあげくにこの世の終わりみたいな苦く痛つうも味あじわった。わたしはマゾじゃないんだ、やってられっか」


　様さま々ざまな事こと柄がらが脳のう裏りを駆かけめぐる。どれもこれも、死と隣となり合わせの出で来き事ごとであった。


「それにね、わたしはアンタたちのことが嫌きらいなの」


「それは我々も同じだ。だが同時に、好き嫌いで人物を判はん断だんしない柔じゆう軟なんさを持ち合わせている」


「どこが。信しん用ようできるわけないだろ。とにかく断ことわるよ」


「金が欲ほしくはないのか」


　かおりの頭の中に、羽はねよりも軽かるくなった財さい布ふと、味あじもなにもないスパゲッティが現れた。


　プライドを取るか金を取るかである。普ふ段だんならすでに電話を切っているが、今は家中引っかき回しても小こ銭ぜにしか出てこない。おまけに給きゆう料りよう日びまで十日もあった。


　彼女はいったん息を吸すった。


「……話を聞こうじゃないの」


「お前にぴったりな仕事だ」


「へー。ＦＦをやりこんで雑ざつ誌しに投とう稿こうでもすりゃいいの？」


「もう少しまともだ。人ひと捜さがし」


「はあ？」


　かおりは変な声を出した。


「わたしゃ探たん偵ていか？」


「やってできないことではあるまい」


「教師になにをさせる気」


「さる人じん物ぶつが行方ゆくえ不ふ明めいになった。捜しているが見つからん。手を借かりたい」


「どんな奴やつよ」


「ここでは言えん。重じゆう要よう人物だ」


「死んじゃえよ、そんな奴」


「そうなったら大ごとだ」


　台詞せりふとは裏うら腹はらに、あまり深しん刻こくそうには聞こえなかった。だがそれがむしろ、緊きん急きゆう性せいを高めているとも言えた。とにかく電話の向こうの連中は、いつだって話を大きくするのだ。


「そんで、なにをどうすりゃいいの」


「この場でできる話ではない」


「いいじゃない」


「駄だ目めだ。明日三時に例の映えい画が館かんで」


　かおりは口くち笛ぶえを吹ふいた。


「わお、スパイ小説みたい」


「遅おくれるな」


「はいよ。でさ、仕事受ける前にひとつあんだけど」


　電話の声が黙だまった。しばらくの空くう白はくが続き、探さぐるようなものに変わる。


「……なんだ」


「報ほう酬しゆう前まえ払ばらいにしてくれ」


「……なにを考えている」


「ピンチなんだよ。全然手持ちがないんだ。今日中に銀行に振ふり込んで。でないと映画館に入れない」


　また沈ちん黙もくになった。哀あわれんでいるのか呆あきれているのか。おそらく後こう者しやだ。


「……場所を変える。駅の側そばにある公園だ」


「金は」


「そのとき渡わたす。でないとお前はゲームソフトに換かえてしまう恐おそれがある」


「良く分かってんじゃん」


　自分でもそのあたりは自じ信しんがない。ゲームがらみの欲よく望ぼうにはとにかく弱いのだ。


「欲ほしいソフトがあんのよ。中ちゆう古こでね、滅めつ多たに見られないわよ」


「……以上だ。遅れるなよ」


　まるでコンパの集合時間を言い含ふくめる幹かん事じのように念ねんを押おして、電話は切れた。





　翌朝、かおりは空くう腹ふく感かんと共に目を覚ました。あの夕食では満まん腹ぷくするはずもなかった。


　とりあえず顔を洗あらって眠ねむ気けを取る。なにか口にしようにも、スパゲティは昨日で食べ尽つくしていた。仕し方かたがないので腹はら一いつ杯ぱい水を飲んだ。


　上着を羽は織おって外出する。財さい布ふを持っていってもしょうがないが、一応ポケットに入れた。


　いったん駅まで行く。かおりよりは金を持っていそうな老ろう若にやく男なん女によがたくさんいた。恨うらめしそうに一いち瞥べつし、駅ビルの中を通つう過かして反対側に出る。


　約やく束そくの時間には間があった。公園には行かず、裏うら通どおりに入った。


　ゴミ袋ぶくろとカラスが混こん在ざいする一いつ角かく。雑ざつ居きよビルのおかげで日当たりも悪く、人もいない。アルコールと吐と瀉しや物ぶつの臭においが、つんと鼻はなをつく。


　そんな通りの中なか程ほどに、うらびれた商店があった。


　安っぽい看かん板ばんに赤く『ゲームとレンタルビデオの店』とだけ書いてある。店の間ま口ぐちは狭せまく、おまけに自動ドアではない。


　かおりは『ファイナルファンタジーＶ』のポスターが貼はられっぱなしになったガラス戸を開けた。


　薄うす暗ぐらかった。かびの臭いがする。他ほかに客は一人だけ。ゲームの品しな定さだめをしている小学生だった。彼女は床ゆかに積み上げられているビデオテープをかき分けるようにして、カウンターへ向かった。


　店の主人が退たい屈くつそうにスポーツ新聞を眺ながめていた。


　禿はげあがった頭をした太たい鼓こ腹ばらの男で、酒さけ焼やけして鼻が赤い。目はやぶにらみだがぴくりとも動かず、骨こつ董とう品ひんの鑑かん定ていをしていそうであった。


　かおりはガラスのカウンターへ手をかけ、にこやかな笑えみを浮うかべた。


「こんちは。景けい気きどう？」


「悪くなった」


　がらがら声が返ってきた。


「誰だれかが来たからな」


　かおりは猫ねこなで声を出した。


「あん、そんなこと言わないで。なにか新しいのは入った？」


　店主は新聞から目を離はなさず、自分の背はい後ごを指さす。弁べん当とう箱ばこほどの大きさのパッケージがビニールに包つつまれ、棚たなに突つっ込こまれていた。


「色々ある。『レイダース　失われたゾンビ』『恐きよう怖ふミミズバーガー』『悪あく魔まの毒どく々どくおばあちゃん』」


「そそられるタイトルだけど、ビデオいらない。ゲームは？」


「これだな」


　節くれだった指が、ガラスケースを叩たたく。


「ファミコンの『銀ぎん河が伝でん承しよう』。箱はこ、おまけのＣＤも揃そろった完かん品ぴん」


「おお」


　かおりは思わず手を叩たたいた。


「あたし持ってないのよ。『デスクリムゾン』より欲ほしかったわ。いくら？」


「売ってやらん」


「なんで！」


　男が初めて顔を上げた。


「わしの店には、ツケでゲームを買おうとする女に売るものはない。前もせっかく取り置きしてやったら『実じつは金がない』と言っただろうが」


「ちゃんと払はらったじゃない」


「二か月後の支し払はらいは、もはや支払とは言わんぞ」


「あれは過か去このことだから」


　かおりは両手を合わせ、拝おがむようにして頭を下げた。


「この通り。売って。それ前から捜さがしてたの」


「……いくら持ってるんだ」


　彼女は財さい布ふを広げた。


「二十円」


「帰ってくれ」


　店主はうんざりした顔で、新聞を畳たたんだ。


「デフレにもほどがある。今は大たい正しよう時代か？」


「だって欲しいんだもん」


「払うもん払えばやる」


「じゃあわたしと寝ねる？」


「最さい近きんは朝になってもぴくりともせん。興きよう味みがない」


「そんな」


　かおりは拳こぶしを握にぎり、幼よう稚ち園えん児じのように振ふり回した。


「欲しい欲しい。欲しいったらほしい」


　じたばたする。が、店主は陰いん鬱うつな顔を崩くずしていない。「可愛かわいらしいだだっこ」ではなく「だだっこの真ま似ねをしている変な女」にしか見えないのだ。


　しばらく無む意い味みなすね方を繰くり返かえしたあと、彼女も馬ば鹿か馬鹿しさに気づいた。素すに戻もどり、平へい伏ふくせんばかりにする。


「今売れないのなら、せめてとっておいて」


「他ほかに客がいたら、喜よろこんで売ってやる」


「やめてよー！」


　もはやすがりつかんばかりに頼たのみ込む。


「これが手に入らなかったら、生きていけない」


「ゲームで人生左さ右ゆうされる女がどこにいるか」


「ここに一人」


「目に入らんな」


「あのー」


　別の方向から声がかかった。


　振り向くと、さっきまでゲームを探さぐっていた、小学生くらいの子供が立っていた。


「お金、ないの？」


「うるさいな……ん？」


　女の子であった。丸まるい大きな瞳ひとみに特とく徴ちようがある。ゲームショップに女の子とは珍めずらしいが、どこかで見たことがある。


「おや、前に会わなかった？」


「会った」


　女の子はにこりと笑った。昨日、かおりが散さん財ざいしたゲームセンターにいた子であった。


「お姉ちゃんが、お金全部使うところも見た」


「さっさと忘れなさい」


　店の主人に向き直る。念ねん願がんのソフトが手に入るか入らないかの瀬せ戸と際ぎわなのだ。


　服の袖そでをくいくいと引っ張られた。


「あの」


「なんだよ」


「話があるの」


「あたしはないの。こっちの親父おやじに頭下げてんだから、ちょっと黙だまってて。買えたら呼こ吸きゆう困こん難なんになるまで話していいから」


「そうじゃなくて」


　女の子はかおりの横から、背を伸のばすようにしてガラスケースに両手を載のせた。かおりが欲ほしがっているパッケージを指さす。


「これ、買っていい？」


「なにっ!?」


　かおりは驚おどろいて女の子の顔を見た。


「買わないなら買う」


「駄だ目めに決まってんだろ。これはわたしんだ」


「だってお金ないでしょ」


「ツケで買う。競けい馬ばでも競けい輪りんでも、ギャンブルで返す」


　それから目に涙なみだを浮うかばせ、中年男の手をがっちりと握にぎった。


「ね……売ってくれるわよね」


　店の主人は無む言ごんで手を離はなすと、ケースからソフトを取り出した。


「ほら」


「やった」


　女の子は喜んで受け取った。


「なんで！　どうしてわたしじゃなくてこの子に売るの!?」


「ちゃんと買ってくれるからな」


「いまどきファミコン持ってる小学生なんているわけないじゃない！」


「お前さんと違ちがって金を持っている。イコール神かみ様さまだ。売らなきゃ関かん聖せい帝てい君くんの罰ばちが当たる」


　信しん心じん深ぶかい中国人のようなことを言う。女の子は財さい布ふからお金を出して、主人に渡わたしていた。


「商売成立だ。大だい事じにしろよ」


「うん。ありがとう」


　女の子は嬉うれしそうだ。かおりを見ながらにこにこしている。


「くっ……」


　それがまた邪じや気きのない顔なので、かおりは文もん句くも言えない。悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。


　彼女は、自分より何十センチも背が低い子に、深ふか々ぶかと頭を下げた。


「ごめん、それわたしに譲ゆずって」


「えー、今買ったばかりなのに」


　女の子が口を尖とがらせる。ますます低てい頭とうするかおり。


「どうしても欲ほしいの」


「お金ないんでしょ」


「わたしと寝ねる？」


「なにそれ」


　意味が分からなかったらしく、きょとんしている。


「とにかく売って」


「んー」


　女の子は小こ首くびを傾かしげた。なにやら考えているようだ。


「じゃあ一いつ緒しよに来て」


「どこに」


「どこでも。大人の人と一緒にいたいの」


「え？」


　疑問を発するかおり。レジのところから、主人の声が飛んできた。


「その子は何日か前からうちに来ていてな。ずっと頼たよりになる大人を捜さがしていたんだそうだ」


「ゲームショップやゲーセンで？」


「それくらいがいいんだそうだ」


「……なんで」


「わしが知るか。お前さん、お眼鏡めがねにかなったみたいだぞ。頼りになるとは思えんがな」


　彼女は改めて女の子を眺ながめた。背は低く、目はくりっとしていて、なかなか可愛かわいい。世間ずれのしていない、いかにも純じゆん真しんそうな少女であった。


「来るの来ないの」


「ついていったら、それ売ってくれる？」


「うん」


「のった」


　かおりは即そく答とうした。どんと胸むねを叩たたく。


「そういうことなら早く言って。わたしといるからには大おお船ぶねに乗った気でいなさい」


「沈しずまないでね」


「余よ計けいなことはいいの。で、どこ行くの」


「とりあえず外」


　女の子はかおりの手を引いた。店から出ようとする。


「待まった」


　かおりは立ち止まった。握にぎっていない方の手を、自分の下した腹はらに当てる。


「どうしたの」


「む……」


　胃いのあたりをさする。きゅるきゅると音を立てていた。


「あのさ……その前に、なにか食べさせてくれない？」





　二人は駅えき前まえのファミリーレストランに入った。女の子はチョコレートパフェだけを頼たのんだが、かおりは煮に込こみハンバーグ、オーストリア産ビーフステーキ、フライドチキンを注ちゆう文もんし、獣けもののようにむさぼり食った。
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「よく食べるね」


「育そだち盛ざかりなの」


　白しら々じらしいことを言い、水を立て続けに飲のみ干ほす。


　皿さらを何枚も積み上げ、ようやく腹がくちくなり、満まん足ぞくして口を拭ふいた。


　かおりはコーヒーとデザートを注文すると、改あらためて女の子に向き直った。


「んで、わたしはなにをすりゃいいの」


　コーヒーカップにミルクをどばどば入れながら訊きく。


「んとね、変な人がいるの」


「変な人ならわたしも知ってる。髪かみを長くしたキザったらしい養よう護ご教きよう諭ゆとか、意い気く地じなしのくせに女にモテまくる教え子とか」


「そうじゃなくて、狙ねらわれてるの」


　女の子はどこか呑のん気きな声で言った。


「なんかね、知らない人がついてきたり、道で声かけられたり」


「へー。心当たりは」


「ないよ」


「ふーん」


　かおりは適てき当とうに聞き流した。気にしすぎなのではないかと思った。歩けば誰かが後ろにつくことくらいあるだろうし、道を尋たずねられることもあるだろう。案あん外がい、学校の男の子のことかもしれない。


「ずっとアンタの側そばにいりゃあいいのね」


「今日だけでいいよ」


「そりゃ楽らくちんだ」


　とんでもなく頭や体力を使う仕事でないのなら歓かん迎げいだ。例の連中と約やく束そくがあったが、なんとかなるだろう。


「わたしを雇やとったのは？」


「昼間からゲームセンターにいるなんて、暇ひまそうだったから」


「……こう見えても定てい職しよく持ってるぞ」


「でもお金ないんでしょ？」


　痛いところをつかれ、かおりは黙だまった。


　運ばれてきたデザートのケーキを一いつ瞬しゆんで平たいらげ、立ち上がる。


　レジでは女の子が代だい金きんを支し払はらった。バイトの店員が信じられないような目つきでかおりを見ていたが、彼女は大おお威い張ばりでおごってもらった。


　とってつけたような「ありがとうございました」の声を背に、店外へ出る。


　陽ひがだいぶ高くなっていた。人通りも多くなっている。買い物をしている大人だけではなく、子供たちもいた。


　かおりは駅構こう内ないに入ろうとした。


「あ」


　女の子が小さく叫さけんだ。かおりの服を摑つかみ、後ろに隠かくれる。


「また来た」


　前方から男の子が数名、スーツ姿のサラリーマンをかき分けて歩いてくる。チェーンをぶら下げたズボンのポケットに両手を突つっ込み、下から見上げるようにしていた。ニキビ面づらで三さん白ぱく眼がん。いかにも「昨日までとは違ちがいます。これからひねくれて生きていきます」と言いたげだ。


　かおりはちょっと呆あきれた。


「なに、あの卵の殻からがお尻しりにくっついたような不ふ良りようみたいなのに追おっかけられてんの？」


　怯おびえているのか、女の子はなにも言わない。かおりは落ち着かせようと、手を伸のばして身体からだを軽かるく叩たたいた。


「じっとしてなさい」


　ゆっくりと進み出る。


「ねえ、あんたたち」


「──あン？」


　不良が顔を上げる。


「ちょっと──」


　その時。


「違う」


　女の子がうわずった声で叫さけんだ。


　次の瞬しゆん間かん、スーツのサラリーマンが二人、突とつ然ぜん走り出した。


　反はん射しや的てきにかおりの身体が動いた。


　右側の男のコースを塞ふさぎ、膝ひざを高くあげる。


　鳩みぞ尾おちにヒット──と思ったが、男がわずかに身体をずらした。


　胸むな板いたに当たった。膝ひざ頭がしらに痛いたみが走り、慌あわてて戻もどる。どういう鍛きたえ方なのか、鉄てつ板ぱんのようだ。


　驚おどろいている余よ裕ゆうはない。手しゆ刀とうを繰くり出だす男の腕うでをかいくぐり、弧こを描えがくように足を出す。


　男がつんのめった。バランスを崩くずしたところに、肘ひじうちを一いち撃げき。延えん髄ずいに入った。


　声もあげずにうずくまる男は放ほう置ち。もう一人、と目をやる。


　いた。こっちに向かっている。好こう都つ合ごう、と思ったら、相手の右手がスーツの内側に伸びていた。


　横っ飛び。敷しき石いしの上をわざと転てん倒とう。豆のはぜるような音がして、銃じゆう弾だんが通つう過かした。起きあがり、駆かけ出だすの一いつ挙きよ動どう作さ。女の子を摑つかんだ。


「逃にげるよ！」


「きゃ」


「ハジキ相手じゃ分ぶが悪い！」


　手て近ぢかな繁しげみに飛び込む。そのまま抜ぬけて、車しや道どうに転ころがった。


　クラクションを鳴ならされた。いきなり出てきたのだから当然だ。急いでハンドルを切る車が続ぞく出しゆつする。


　気にしていられない。タイミングをはかり、女の子を抱かかえて走る。


　傷きず一つなく、ついでに事じ故こも起こらず、反対側の歩道へたどり着いた。


　かおりは額ひたいに浮うかんだ汗あせをぬぐった。


「ちょっと、アンタあんな連中に追われてんの!?」


「うん」


　女の子は軽く返事をした。


「学校の不良か意い地じの悪い同級生かと思ってたよ」


「そんなこと言わなかったけど」


「わたしは思ったの」


　追おっ手ては来なかった。なにか怒ど鳴なっているようだ。


　かおりは顔をしかめた。日本語ではなかった。なにを言っているのかさっぱり分からない。しかも拳けん銃じゆうを持っているとなると、これはそこらのチンピラではなく、やばい相手だ。


　耳を澄すませようとして、すぐに止やめた。彼女は外国語がまったく得とく意いではないのだ。なにしろ履り歴れき書しよに「母ぼ国こく語ごに堪たん能のう」と堂どう々どうと書く女である。


　複ふく数すうの足音と車のブレーキ音。仲間を呼んだのだ。


　隣となりの女の子をつついた。


「走るの得意？」


「ううん」


　首を振ふっていた。


「足は何本」


「？　二本」


「それだけあれば十分！」


　手を引いて走る。また男たちがなにか言っていた。


　女の子が痛いたがるが、「我が慢まん！」とだけ言い放はなつ。今止まる訳わけにはいかないのだ。人ひと混ごみを突つき飛とばし、ゴミ箱ばこを蹴け飛とばして駆かけていく。


　駅前のバスターミナル。ぱっと見み渡わたす。大きい建物が目につく。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするが、すぐに決けつ断だんした。


「あそこに逃にげ込むよ！」


「デパート？」


「買い物はしないけどね！」


　自じ動どう扉とびらをすり抜ぬけるようにして店内へ。受うけ付つけ嬢じようが、殺さつ気きだった若い女と目を丸くしたままの少女の組み合わせに驚おどろいていたが、おずおずと頭を下げた。


　ちょっとした賭かけだった。デパートで休日だから人が多い。連中もへたに騒さわぎを起こしたくなければ、そのまま去るだろう。追ってきたら人混みにまぎれればいい。


　追ってくる気け配はいはなかった。


　かおりは深しん呼こ吸きゆうをした。どうやら難なんを逃のがれたらしい。


　が──


　向こうは最さい悪あくの予よ想そうを、ちょっとだけ上うわ回まわる結けつ論ろんを持ち出してきた。


　軽けい快かいな射しや撃げき音おんがして、自動扉が一いつ気きに砕くだけた。


「サブマシンガン!?　噓うそ！」


　十人近いスーツの男が雪な崩だれ込んでくる。映えい画がのような光こう景けいに、デパートの客が一いつ斉せいに悲ひ鳴めいを上げた。


　パニックになる。泣き出す者、座すわり込む者、闇やみ雲くもに駆け出す者。かおりと女の子はその間をぬい、階かい上じように行こうとする。


　なにやら外国語がする。見つかったらしい。至し近きん距きよ離りで銃じゆう声せい。かおりは頭をかがめ、手て近ぢかのブランド品売り場に飛び込む。


「お、お客様」


　マヌカンが逃げずに残っていた。プロ意い識しきなのか、間ま抜ぬけなだけなのか。かおりは抱かかえていた女の子を押おし倒たおす。


　サブマシンガンを持った男がこっちに走っていた。銃じゆう口こうを向けている。


　光ひかった。同時に弾だん丸がんが飛んでくる。景けい気きのいい音がしてガラスケースが吹ふき飛とんだ。


「きゃあああああっ!!」


　マヌカンが金かな切きり声ごえをあげた。当たったのかと思ったが、真まっ青さおになってケースを凝ぎよう視ししている。


「大だい事じな宝ほう石せきが！」


　商品の心配をしているのだ。かおりは舌した打うちをして、伏ふせるように手で合あい図ずをする。


　男が止まり、物もの陰かげに隠かくれた。こっちが武ぶ器きを持っていないのを知っているはずだが、慎しん重ちようだ。


　かおりは身をかがめ、じっとしていた。


　やがて男は安心したか、接せつ近きんしてきた。


　ガラスの破は片へんを利り用ようして、男の姿を確かく認にんする。背が高く、肩かた幅はばも広い。殴なぐり合あいになったら手こずりそうだ。とりあえず顔は好このみのタイプではない。


（不ふ意い打うちしかないか）


　かおりは胸の中でつぶやいた。


（ギリギリまで引きつけて、足元に飛び込み、ぶん殴って銃を取り上げる。うん、これでいこう）


　まだ男には位い置ちはばれていないはずだ。マヌカンがいることくらいは知っているだろうが、こっちまで分かってないはず。


　足が見えた。どんどん大きくなっている。呼こ吸きゆうまで止めているかおりのことは見えていない。ブランドショップの中に入った。


（よし！）


　かおりは飛び出した。足を払はらおうとして──


　転てん倒とうした。


　こっちが滑すべった。転ころんだかおりの周囲に宝石が散ちらばっている。ビー玉を踏ふんだみたいになって、足を取られたのだ。


　仰あお向むけになって姿をさらした。


　男が笑った。そりゃ笑うだろう。捜さがしていた女が勝かつ手てに現れ、勝手に這はいつくばったのだ。


　ゆっくり銃じゆう口こうが頭にポイントされる。安あん全ぜん装そう置ちはとっくに外れている。引き金にも指がかかっていた。


　かおりは夢む中ちゆうで手を伸のばした。なにかに触ふれる。


　男がなにか言い、その手を踏みつけようとする。


　それがチャンスとなった。


　かおりは手て首くびを返した。摑つかんだネックレスが、靴くつのつま先に引っかかる。


　思い切り引っ張った。


　男がバランスを崩くずした。銃を持っていない手を振ふり回し、なんとか踏みとどまろうとする。


　かおりは彼の軸じく足あしを握り、今度は跳はね上げた。


　巨きよ体たいが宙で半はん回かい転てんした。背中から落ちる。


　素す早ばやく動いて、ドイツ製せいサブマシンガンを取り上げた。男がなにか叫さけぼうとしたので、脅おどしの代わりに引き金を引いた。


　派は手でな音がして銃じゆう弾だんが走り、宝石が跳ね回った。


「いやーっ!!」


　男は口をつぐんだが、マヌカンが泣なき叫さけんだ。


「売り物が、売り物が！　なんてことするの、弁べん償しようしてよ！」


「うるさい！」


　怒ど鳴なり返した。


「わたしゃ宝石に興味ないんだ！」


　騒さわぎを聞きつけ、男の仲間が走ってくる。かおりは急いで、女の子を立たせる。


　威い嚇かく射しや撃げきをして、また走る。マヌカンは「ヤクザ、強ごう盗とう、大だい損そん害がいよ！」と喚わめいている。


「くそっ」


　かおりは罵ののしった。


「ブランド嫌きらい、大嫌い。絶対買わない、金もない！」


　正面玄げん関かんの反対側まで来た。そこに運良く、エレベーターが到とう着ちやくする。


　かおりは女の子と共に飛び込んだ。


　階数表示を見る。一番上は七階だ。


「ちょっとアンタ」


　騒そう動どうを知らなかったのだろう。制服を着たエレベーターガールが、銃を持ったかおりを見て、ただ怯おびえていた。


「は、はい」


「七階！」


「な、七階は和わ食しよく、洋食、中ちゆう華かのレストラン街です……」


「そうじゃなくて、そこ行くの！」


「は、はい」


　エレベーターガールは慌あわてて操そう作さをした。扉とびらが閉しまり、箱はこが上じよう昇しようしていく。


　すぐに着いた。


　有名レストランのテナントが広がっていた。確かに和洋中華、一通り揃そろっている。中央には噴ふん水すいまであった。


「また食事？」


　女の子が言う。


「さっきおごってもらったから、いい」


　逃にげるようエレベーターガールに言い、ざっと見み渡わたす。


　フロアの真ん中あたりで視し線せんが止まった。彼女は少しだけ考えると、銃じゆう口こうを天てん井じように向けて発はつ射しやした。


　隅すみ々ずみまで銃声が響ひびき渡った。


「ポパイが来たぞー、じゃなくて、強ごう盗とうよ！　全員避ひ難なん！」


　しばらくして。


　わっと、店という店から人が出てきた。口に食べ物をくわえ荷に物もつを抱かかえ、中には丼どんぶりを持ってる者もいる。


　彼らはサブマシンガンを構かまえたかおりを見て驚おどろき、右う往おう左さ往おうした。


「こらー、びびってんじゃないの。階段を使って下に降りなさい！　外に出たらなるべく遠くに逃にげること！」


　この言葉で流れができた。エレベーター脇わきの階段から、続々と避難していく。


　すぐに誰もいなくなった。


　かおりは安心して振ふり向く。と、チンと音がした。


　別のエレベーターが到とう着ちやくしたのだ。扉とびらの向こうから、男たちが現れる。


　銃声がした。


「やばいやばい」


　天ぷら屋に逃げ込んだ。食べかけの器うつわが散さん乱らんしている。エビを拝はい借しやくして、口に入れた。


　机つくえと椅い子すが弾はじけた。大たい量りように弾たまを撃うち込こんでいる。客も従じゆう業ぎよう員いんも避難したものだから、遠えん慮りよしていないのだろう。いても撃ってきそうだが。


　エビの天ぷらを飲み込みながら反はん撃げきした。牽けん制せいで何発か撃つと、少し狙ねらいを変える。


　かおりの射撃で、エレベーターの扉に穴が開いた。がたがた音を立てると、安あん全ぜん装そう置ちが働はたらいて停てい止しした。


　隣となりも撃つ。その隣も撃った。すぐに三台とも動かなくなる。


　男たちの射撃が鈍にぶくなった。かおりがなにをしているか、計はかりかねているのだ。


「よし」


　つぶやいた。店の外を眺ながめ、状じよう況きようを確かく認にんして女の子の背を軽く叩たたく。


「もう一度走るよ」


「駆かけっこ苦にが手て」


「さっきちゃんと走ったじゃない」


「転ころびそうだった」


「転んで死ぬのはスペランカーだけで十分」


　強ごう引いんに店から飛び出す。周囲に弾が集中するが、まだ当たらない。すぐ店の裏うら手てに回り、油あぶらの一いつ斗と缶かんを避さけて噴ふん水すいに向かう。


　男たちが追いついてきた。


「とっ！」


　小さく叫さけび、噴水の陰かげに身を隠かくす。ちょろちょろと水の音がした。


　男たちは七人。半はん円えん形けいになって、かおりを包ほう囲いしている。全員が武ぶ装そうしていた。


「まずい……」


　かおりは噴水の向こうにある、大きな柱はしらに目をやった。


「ここからじゃ見えない。あの裏なのに……」


　男たちが撃うってきた。噴水に弾だん丸がんが命めい中ちゆうする。


　かおりたちにはわざと当てないようにしているが、噴水が壊こわれていった。大だい理り石せきの破は片へんが飛とび交かう。


　彼女も撃ち返す。だがすぐに止めた。


「どうしたの？」


「弾たまがない」


　マガジンを使い切ろうとしていた。


「のこりは一発。相手は七人。無む理りね」


「全部撃っちゃえば」


「そうはいかない。わざわざ客を避ひ難なんさせて、ここまで来たんだから」


　男たちが叫さけんだ。射しや撃げき音おんはしていない。投とう降こうをうながしているのだろうか。


　その早口に、かおりは目を細めた。


「なに言ってんだか分からねーよ」


「あれ中国語だよ。北京ペキン語ご」


　女の子が言う。


「アンタ、分かるの？」


「うん」


　得とく意いげな顔になった。


「外国の言葉、勉強したからたくさん分かる」


　かおりは頭をなで、


「わたしより頭がいいわね。で、なんて言ってるの」


「『女の子をこっちに寄こせ』って」


「馬ば鹿かなこと言うなって返事して」


　女の子が喋しやべる。しばらくしてから、さらなる早口が返ってきた。


「『馬鹿とはなんだ。邪じや魔まをしておいて、その態たい度どか』」


「そりゃこっちの台詞せりふだ」


「『我々の言葉をとるな』」


「あたしゃ雇やとわれたんだ」


「『いくらでこっちに寝ね返がえる』」


「レアなゲームソフトをたくさん寄こせ」


　返事が途と切ぎれた。やがて怒おこったような声こえ質しつに変わる。


「『ふざけるのもいいかげんにしろ。我々を愚ぐ弄ろうする気か。時間を稼かせごうとしてもそうはいかんぞ』……なんかすごく腹を立ててるみたい」


「ゲームをやらないと心が狭せまくなるのね」


　ひとりうなずくかおり。女の子は不安そうな表情をしていた。


「大だい丈じよう夫ぶよ……。えーと、投とう降こうしたら命いのちの保ほ証しようはするかって訊きいて」


　しばらく間があり、リーダーらしき男が進み出た。


「『女の子の命は助ける』」


「わたしはどうなる」


　今度は間かん髪はつ入いれずに返事がきた。


「『死ね』」


「くそ」


　かおりはうめいた。どうやら無ぶ事じに帰す気はないらしい。


　しかし、女の子の身もどうなるか分からない。彼女のことが目当てのようだが、連つれ去さろうとしているのに代わりはないのだ。


　反はん撃げきをしようにも、弾たまが一発しかないサブマシンガンが一いつ丁ちようあるだけ。


（魔ま法ほうはまだ使いたくないな……）
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　かおりは銃じゆうを女の子に渡わたした。


「えっ？」


「持ってて」


「使えないよ」


「いいの。やってもらうことがあるから」


　そして彼女の耳に、あることを囁ささやいた。


「できる？」


「多分」


　女の子がうなずいた。それを確かく認にんし、かおりは微笑ほほえむ。


「いい子いい子。そうだ、名前は」


「栗くり丘おか舞まい穂ほ」


「わたしは伊庭かおり。じゃあ栗丘、頼たのんだよ」


　かおりは噴ふん水すいの陰かげから手をあげて、ひらひらさせた。


「降こう伏ふくするわ。まだ撃うたないでいて。もう少し生きていたい」


　女の子が訳やくす。男たちのざわめきが収まった。


　かおりは両手をあげて、ゆっくりと立ち上がった。


　そして男たちの前に出ていった。


　男たちは全員同じ色のスーツ、同じサブマシンガンを持っていた。かおりに狙ねらいをぴったりつけている。リーダーだけが拳けん銃じゆうだった。


「かなわないから出てきたわ。んで、わたしを殺ころすらしいけど、ちょっと待って欲ほしいの」


　かおりはとろんとした顔をした。流し目で、リーダーを見る。


「普ふ通つうね、こういうときはお楽しみタイムってあるじゃない。武器を利用して女の体を自由にするの。もちろんわたしは抵てい抗こうできないのよ。アンタたちの方が数も武器も多いんだから。そのお楽しみのために、わたしを生かしておいた方がいいと……」


　突とつ然ぜん、リーダーと男たちがけたたましく笑い出した。いきなりのことで理り解かいできず、かおりはきょとんとする。


　背はい後ごから舞穂が言った。


「『我々は食しよくにうるさい。お前は食べる気がしない』って」


「わたしだって女だ」


「『魅み力りよくに欠かける』」


「……後こう悔かいさせてやる！」


　かおりは床ゆかを蹴けった。真横にジャンプして、相手の照しよう準じゆんを外はずす。同時に舞穂がサブマシンガンを投げた。


　男たちは笑っていたため、反はん応のうが若じやつ干かん遅おくれた。


　かおりは空中で銃をキャッチ。コンマ数秒で狙いをつけ、一発しかない弾たまを発射する。


　弾だん丸がんは男たちへ飛ばなかった。一直線に柱へ──さきほどまでは陰かげに隠かくれて見えなかった非ひ常じよう用ようベルのボックスへと向かった。


　命中と同時に、ベルが鳴なり響ひびいた。


　スプリンクラーが作さ動どう、大量の水を噴ふき出させる。窓ガラスの向こう側でシャッターが下りた。そして防ぼう火か用よう扉とびらのロックが外はずれ、階段を塞ふさごうとしていた。


「栗丘、行け！」


　叫さけんだ。自分でも走り、舞穂を引っ張る。


　スプリンクラーの強い水すい流りゆうで、男たちは狙ねらいがつけられない。弾は全すべて外れた。


　防火扉が階段を閉ざした。壁かべをくりぬいて設せつ置ちしてある、通行用の扉を開けてフロアを抜ぬける。


　階段の踊おどり場に出た。かおりはドアノブを引っ張ると、圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんを唱となえた。


　小さいが高こう熱ねつの炎ほのおが生まれる。蝶ちよう番つがいと鍵かぎ穴あなに向けて発射。見み事ごと溶とかした。


　男たちが走ってきて、扉を叩たたいた。ドアノブを引こうとしているが、溶けてくっついているので、びくともしなかった。


　悔やしそうな怒声が響いた。


「ざまみやがれ」


　かおりはにかっと笑い、舞穂と手を合わせた。





　階段を下りて外に出ると、野や次じ馬うまがデパートを取り巻いていた。警けい官かんが交通整理をし、駅前にはパトカーに救きゆう急きゆう車しや、消しよう防ぼう車しやまで出しゆつ動どうしていた。


　かおりと舞穂はそれらを避さけるようにして、駅まで歩いた。


　裏うら道みちに入った。最初はかおりのマンションまで行こうとしたが、少し距きよ離りがあった。つけられてはいないと思うが、最後の隠かくれ家がとして取っておきたい。


　しばし考え、ある場所を思いついた。そこに向かっていた。


　かおりたちは裏道の中なか程ほどに来た。店の看板を確かく認にんして、手でドアを開ける。


　朝と変わらないかびの臭におい。ゲームショップの店主は、こっちに背を向けて新聞を広げていた。


「ここなら連中も目をつけてないわよ」


　舞穂と共に中に入る。


「ちょっと、親父おやじさん」


　かおりはビデオのケースをかき分けながら声をかけた。


「今日だけでいいから、かくまってくれない。どうせ独ひとり身みでしょ。宿やど代だいはツケておいてくれれば、いつかきっと払はらうから」


　返事がない。新聞に熱ねつ中ちゆうしているみたいだ。


「ねえ、そんなにいじわるしないでよ。わたしは必ずお金払ってるでしょ。そりゃちょっとくらい遅おくれるけど、国が抱かかえている借しやつ金きんに比くらべれば、もう微び々びたるもんで……」


　店主の肩かたに手をかけた。


　その身体からだがぐらりと揺ゆれ、前のめりになって椅い子すから落ちた。


「なっ……親父さん!?」


　かおりは慌あわてて、カウンターを越こえ、店主の首くび筋すじに手をやった。


　脈みやくはある。だが意い識しきはない。眠ねむらされていた。


　誰の仕し業わざか、考えている暇ひまはなかった。


「栗丘、外に出……」


　振ふり向いて啞あ然ぜんとした。誰もいない。


　舞穂の姿がない。狭せまい店の、どこにもいなかった。


　背はい後ごに人の気け配はいを感じた。


「やば……」


　誰だか確認しようとしたが、それすら出来なかった。


　首にちくりとした痛いたみを感じ、瞬しゆん時じに視し界かいが混こん濁だくする。頭がくらくらして、あっという間に意い識しきが遠ざかっていった。


　最後に見えたのは、注ちゆう射しや器きを手にした髪かみの長い男だった。





　目が覚さめた。


　クリーム色の天てん井じようが見える。中央に蛍けい光こう灯とうがあって、明かりがついていた。


　何度かまばたきすると意識がはっきりしてきた。あまり不ふ快かい感かんはない。


　かおりはベッドから身を起こした。


「ベッド……？」


　周囲を眺ながめる。ワンルームのマンションだ。積つみ重かさなった段ボール。あちこちに置かれたゲーム機。散さん乱らんしているゲームソフト。


　自分の部屋だった。


　しばらく茫ぼう然ぜんとすると、ベッドから下りた。


　服は今け朝さのままだった。時計を確かく認にんすると、すでに夕方だった。


　ざっと周囲を点てん検けんする。なくなっているものはなにもない。それどころか、昨日散らかしたままの状態だ。もちろん室内には自分しかいない。


　状じよう況きようを整せい理りしようと、記き憶おくをまさぐった。


　突とつ然ぜん電話が鳴なった。


　かおりはじっと眺ながめた。タイミングが良すぎるのだ。


　しばらく鳴るに任まかせた。切れる気け配はいはない。


　慎しん重ちように受話器を取った。


「──はい？」


「葬そう儀ぎ屋やですか？」


「……あんたか」


　かおりの全身から力が抜ぬけた。


　昨日聞いた男の声だった。身元は知っているので、とりあえず安心できた。


「公園に来なかったな」


　渋しぶい顔をするかおり。


「悪かったよ。立て込んでてね。ま、どんな事じ情じようでも約やく束そくは破やぶったんだ。金を寄よこせとは言わない」


「いや、お前はよくやった」


「はん？」


　一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑うたがった。


「おかげでターゲットは探し出せた。ついでにやつらのメンバーも捕とらえることができた。満まん足ぞくだ」


「どういうこと？」


「謝しや礼れいは口こう座ざに振ふり込こんでおく」


「ちょっと待った。じゃあ人ひと捜さがしってのはあの女の子のこと？」


「そうだ」


「なんであの子を捜さなきゃならなかったの。それにメンバーってなに」


「ここでは答えない。それにいずれ……いや、すぐに分かる」


「すぐ？」


　電話が切れた。


　かおりは受じゆ話わ器きを凝ぎよう視ししていたが、元に戻もどした。するとそれを待っていたかのように、玄げん関かんのチャイムが鳴なり、扉とびらが開いた。


「鍵かぎが開いてるからって人ん家ちに……あ」


「こんにちは」


　そこには栗丘舞穂と、紅あか尉い晴はる明あきがいた。


　そして舞穂は、葵あおい学がく園えんの制せい服ふくを着ていた。





　かおりはとりあえず、二人を部屋に上げた。飲み物もなにもなかったが、紅尉がトマトジュースを持ってきていた。


　それをコップに注ついで、椅い子すに座すわる。


「──で、説明してくれるんだろうね」


　かおりはトマトジュースを飲みながら訊きいた。


「ああ。栗丘君は海かい外がいに住んでいたんだが、ある特とく殊しゆな魔ま力りよくの持ち主だったので、私が呼んだんだ。彼女の力が必要でね」


「ふーん。またなんかの実じつ験けん？」


「いいや。もっと別のことだ。それで今日会う予定だったのだが、それが狂くるって栗丘君が何日も先に日本に着いてしまったのだ。しかも一人だったのものだから、連れん絡らくが取れなくなった」


　やや申し訳なさそうな顔をする舞穂。


「生活力はあるから飢うえることはないと思っていたんだが、どこにいるのか分からない。それで八はつ方ぽう手てを尽つくし、君にも声がかかったのだ」


「あいつら経けい由ゆで？　相あい変かわらずでかいコネを使うね」


「使わざるを得えなかった。栗丘君の魔力に目をつけ、誘ゆう拐かいしようとしていた国こつ家かがあったのだ。さっき特殊だといっただろう。これには国の命めい運うんががかかっている」


　かおりは舞穂を見た。にこにこしながらトマトジュースを飲んでいる。なにか特別な力を持っているようには感じられない。


「オーバーだ」


「オーバーではない。すでに我々は一人、どうにかすると世界を破は滅めつさせてしまう少年を知っているはずだが」


「……まあね」


　和樹のことが思い浮うかんだ。


「栗丘君は式森君に関係している。それでその某ぼう国こくに先手を打たれてはまずいので、こちらも動いたのだ」


「某国とやらはどうなったの」


「君の活かつ躍やくで、エージェントを捕つかまえることができた。あとは政せい府ふ間の交こう渉しようだが、こちらに有ゆう利りな材ざい料りようが揃そろっている。もう手を出してくることはあるまい」


「ふーん」


「栗丘君も、君のおかげで安心できる」


　紅尉が舞穂の頭をなでた。彼女は気づいたように、かおりに礼をする。


「どうもありがとう」


「いいよ。……じゃあ栗丘は、わたしと出会わなかったらやばかったわけだ」


「一応君の特とく徴ちようは教えておいた」


「転ころばぬ先のなんとやらってやつ？」


「ゲームセンターで一番熱あつくなっている女の人がいたら、お願いしろと教えた」


「……そりゃどうも」


「それに君も、関係者の一員だからな」


「どういうこと」


「制服をよく見てないのか？」


　かおりは改めて、舞穂が着ている葵学園の制服を観かん察さつした。小さい体に無む理り矢や理り合わせているので、だぶだぶだった。


　徽き章しようで目が止まった。


「これさ、もしかすると」


「そう、二年Ｂ組。君のクラスだ」


「わたしんとこに転てん校こうか！」


　かおりは両手を広げて、のけぞった。


「止めてくれ。ただでさえ最さい底てい辺へんクラスって言われてるんだぜ、あそこは」


「ごく一部で評価は高いぞ。Ｂ組を飼かい慣ならせるのは、君しかいないそうだ」


「なに言ってんだ。こんな小学生みたいな子を入れたら、どんなことになるのやら」


「栗丘君はこう見えても中学生だ。飛とび級きゆうできるだけの学力もある。とくに語ご学がくは相そう当とうなものだ」


　舞穂が頭を下げた。


「よろしくお願いするね」


　かおりは諦あきらめきった顔で返事をした。


「はいよ」


「では、失礼するか」


　紅尉と舞穂は立ち上がった。玄げん関かんで靴くつを履はく。


　去さり際ぎわに、紅尉が告げた。


「そうそう。栗丘君からも君にプレゼントがあるそうだ。あとで開けてくれ」


「アンタはないの？」


「私からなにか欲ほしいのか？」


「いらない」


　紅尉は苦く笑しようし、舞穂はなにか分からぬまま笑え顔がおを作った。


　二人は帰っていき、またかおりは一人になった。


　トマトジュースを注いだコップをさっさとかたづける。早く銀行に行く必要があった。


　ふとその手が止まった。


　テーブルの上に紙かみ袋ぶくろが載のっていた。紅尉か舞穂が置いていったのだ。


「忘れ物……ああこれか、プレゼントって」


　舞穂がくれた物であろう。かおりは袋の中に手を入れた。


　出てきたのは大きめの紙箱であった。


　そのパッケージを見て、彼女は思わず破は顔がんした。


「……いいところあるじゃん」


　かおりはファミコンソフト『銀ぎん河が伝でん承しよう』を、ベッドの上に放ほうり投なげた。






　あとがき







　いまさらですが、あけましておめでとうございます。築つき地じです。正月気分が抜ぬけていません。というか、毎日が日曜日かつ毎日が勤きん務む日びなので、カレンダーが限かぎりなく役立たずになっています。おまけに外に出ていなかっため、久しぶりに電車に乗ったらたくさん人がいてびっくりしました。作家とは人間としての常じよう識しきを、少しずつ売り飛ばしていく職しよく業ぎようです。


　そんなわけでアニメ化です（帯おび参さん照しよう）。担当Ｋ氏から「アニメ化が決まりましたよ！」と電話を受けた際、「えっ、『ライトセイバーズ』が!?」というしょうもないボケを返した、なんてのは噓うそですが、アニメになるのは本当です。『まぶらほ』が、ですよ。


　さすがにこれは寝ね耳みみに水の話で、もともと龍りゆう皇おう杯はいの一作品に過ぎなかったのが、アニメにまでなったのは前ぜん代だい未み聞もんでもなんでもなく二番目なんですが、とにかく驚おどろきました。そもそもアニメと聞くと思い出すのは、昔付き合っていた女の子がアニメファンで、「わたしアレとかアレとかアレが好き」と嬉うれしそうに語かたるのを「俺はそれもそれもそれも嫌い」と片かたっ端ぱしから否ひ定ていにかかり、彼女の表情が見る見る険けん悪あく化か、オールディーズのスタンダードナンバーが流れる喫きつ茶さ店てん内で、互たがいの趣しゆ味みや特とく徴ちようを持ち出しては否定するというスーパーネガティブな会話が繰り広げられ、ついには彼女が別れ話を切り出すかどうするかという事態になる中、私は「早く帰ってファミコンしてえな」とぼんやり考えていたなどという、甘あま酸ずっぱいとも言えないなんだか水みず草くさが繁はん殖しよくしすぎて鯉こいも棲すめなくなってしまった池のような出来事なんですが、ともかくえーとなんの話でしたっけ、つまり初めて聞いたときはマンガ化の話もなければグッズもろくに作られておらず、三足跳とびくらいでアニメ実現だったのです。


　となるとここで、今後の展てん望ぼう等を三さん尺しやく玉だまのように打ち上げてご町内の度ど肝ぎもを抜くのが筋すじなのですが、残念ながら今のところお話しできることはなにもないです。おそらく皆さんが楽しみにしてらっしゃる声のキャストも決まっていません。


　声せい優ゆう好きな（多分）担当Ｋ氏によると、候こう補ほはたくさん挙あがっているそうです。声優好きと言えば、以前勤つとめていた会社に「格闘ゲームとギャルゲーと声優が好きで常に迷めい彩さい柄のバンダナ着用」といういかにもな社員がいたんですが、実はマンガ『女喰い』に出てくるような５Ｐ経験者というスーパーサイヤ人でして、以来どうも声優好きと聞くと襟えり元もとを正したくなるんですがすみませんまた話ずれましたね。とにかく未定です。


　決まってない理由は色々あって、なにより制せい作さくが始まったばかりだからなんですが、ＣＤドラマとは別のところに作っていただくから、というのもあります。つまりまた一から作るわけです。これから徐々に各媒ばい体たいで発表されていくと思いますので、楽しみにお待ちください。





　最後に、今回も有ゆう形けい無む形けいの支援をくださった関係諸氏に御礼申し上げます。特に賀が東とう招しよう二じ先生、税ぜい理り士しの先生を紹介していただきありがとうございました。あと「あまり秋口ぎぐる先生をへこますようなことは言わないでください」と訴えてきた編集部のＨ氏、もちろんこれからも続けますんでよろしく。







平成十五年二月十六日　　築地　俊彦





まぶらほ


～ゆうれいの巻・した～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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